
平成９年１）ＩｌＵ発行(季刊年４[【１１発行)通刊錐58号１ＳＳＮＯ９１８－８９６７

ポ 夛人類 塗地球鰯零和蘭蕊簿を目ざして

Ｚ opulation＆Developmenl

已已

晒叫`侭…／￣ﾉ』『螺'Ｑ
ｒ･ロｗｊ）EuLｙ。，bF，「Ⅱ■

■郵知Ｈ

ｕ､騨鋼劇 尺

ざ



鑿
三１三

顧問｡理事田中龍夫卿国際学友会会長

前田福三郎理事長前田福三郎

常務理事広瀬次雄

理事内村良英

〃小澤大二

〃鹿野道彦

〃川野重任

〃黒田俊夫

〃近泰男

〃斎藤伸雄

〃桜井新

〃武田膠三郎

〃本多健一

〃南直哉

〃森一久

監事斎田慶四郎

日本電波塔株式会社代表取締役社長

鮒アジア人ロ。開発協会事務局長

(1M)日本農業研究所理事長

国際協力事業団理事、

衆議院議員

東京大学名誉教授

日本大学人口研究所名誉所長

卿家族計画国際協力財団事務局長

和光証券株式会社取締役相談役

衆議院議員

東海大学エ学部教授

東京大学名誉教授

東京電力株式会社取締役副社長

棚日本原子力産業会議専務理事

肋エイジング総合研究センター監事

鰯
ア
ジ

「
４
８



人口と開発
冬・ＪＡＮ／１９９７.No.5８



人口と開発ノ目次扉・スケッチ東京にて、良子さん《日本》

杉本雄三・画く元・関西電力病院長＞

Ｉ

巻
頭
言
／
”
水
怜
食
料
“
問
題
解
決
に
海
洋
開
発
を

■
人
工
進
化
、
人
口
問
題
と
生
命
倫
理

中
国
、
食
糧
生
産
、
史
上
最
高
／
都
の
老
年

人
口
「
年
少
」
上
回
る
／
人
口
安
定
化
、
議

論
急
務
に
／
出
生
率
低
下
に
歯
止
め
を
／
中

国
、
人
口
増
で
穀
物
値
上
げ
／
女
性
の
晩
婚

・
非
婚
一
段
と
／
二
千
年
世
界
人
口
は
田
億

に
／
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
／
中
国
労
働

力
、
農
村
↓
都
市
／
中
国
食
糧
自
給
可
能
を

発
表
／
食
糧
確
保
へ
技
術
資
金
を
／
カ
ザ
フ

桜
井
新
議
長
歓
迎
の
挨
拶
⑫
／
安
藤
博
文
国
連
人
口
基
金
次

・講演・熊鰍肘鰄＃‐ⅢⅣ辨噺蕊櫛恨鮓躍獅ボ１トン
・
ズ
ア
ン
博
士
⑲
／
マ
リ
ン
・
フ
ァ
ー
ケ
ン
マ
ー
ク
教
授
⑪

Ⅱ
会
議
一
一
日
目
Ⅱ
』
】
Ｃ
二
ｍ
盲
目
胃
、
冒
警
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
特

別
顧
問
）
蝿
／
』
・
自
。
目
の
⑰
。
＆
一
国
（
ボ
リ
ビ
ア
上
院
議
員
・

医
学
博
士
・
－
Ａ
Ｐ
Ｇ
議
長
）
⑬

○
桜
井
新
自
民
党
農
林
水
産
物
貿
易
対
策
特
別
委
員
長
が
ル
ジ
ェ
ロ
Ｗ
Ｔ

Ｏ
事
務
局
長
と
会
談
⑬

ｏ
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
”

《
セ
ミ
ナ
ー
》
上
海
の
都
市
化
と
経
済
発
展

左
学
金

■
日
本
の
総
人
口
は
一
二
五
、
五
七
○
、
二
四
六
人
ｌ
総
理
府
－

国
際
食
料
安
全
保
障
・
人
口
・
開
発
・
議
員
会
議
開
く

に
ゅ
－
す
ふ
ぉ

ロ
ー
マ
で
『
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
』
開
く

ロ
ー
マ
宣
言
帥
／
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
の
概
要
と
今
後
の
我

が
国
の
対
応
噸

わ
む

で
塩
害
農
地
再
生
を
／
中
国
の
穀
物
輸
入
ｎ

％
増
／
高
齢
化
二
千
年
に
世
界
最
高
／
食
料

サ
ミ
ッ
ト
の
課
題
／
農
業
の
大
規
模
化
と
人

口
減
／
食
料
世
界
的
な
備
蓄
が
必
要
／
食
料

安
保
で
各
国
火
花
／
”
世
食
サ
“
日
本
Ｎ
Ｇ

Ｏ
百
人
／
飢
餓
は
食
料
の
不
公
平
配
分
／
飢

餓
人
口
半
減
を
め
ざ
す
／
す
べ
て
の
人
々
に

食
料
を
／
そ
の
他

吉
田
昭
彦
３

坂
本
百
大
４
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水
と
食
料
は
私
達
に
と
っ
て
一
日
た
り

と
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
こ
ろ

が
、
世
界
的
に
見
て
双
方
と
も
安
定
供
給

に
不
安
が
生
じ
始
め
た
。
そ
の
要
因
は
人

口
増
加
と
経
済
成
長
に
よ
る
ラ
イ
フ
・
ス

タ
イ
ル
の
変
化
で
あ
る
。
昨
年
の
十
一

月
、
ロ
ー
マ
で
食
料
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ

た
。
先
進
諸
国
と
発
展
途
上
国
と
の
利
害

関
係
が
強
く
対
立
し
た
た
め
、
具
体
的
な

決
議
は
一
切
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、

現
存
す
る
八
億
の
飢
餓
人
口
を
二
十
年
後

に
は
半
減
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
し

て
は
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
し
か

し
、
飢
餓
は
貧
困
に
よ
り
発
し
た
も
の
で

あ
り
、
貧
困
解
消
に
向
け
て
は
ケ
ネ

デ
ィ
ー
時
代
か
ら
の
悲
願
で
あ
る
が
、
解

消
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
格
差
は
拡
大
す
る

一
方
で
あ
る
た
め
、
よ
ほ
ど
の
努
力
を
し

な
い
か
ぎ
り
、
実
行
は
難
し
い
。

一
方
、
東
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で

巻
頭

－

－

－

－

口

の
穀
物
需
要
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
中
国
は
公
的
な
場

に
お
い
て
は
白
酒
に
よ
る
乾
杯
の
自
粛
を

し
て
い
る
。
需
要
が
急
増
す
る
中
で
、
増

は
経
済
成
長
と
と
も
に
肉
や
酒
な
ど
の
間

接
消
費
に
よ
る
穀
物
需
要
は
急
増
し
て
い

る
。
特
に
、
十
二
億
の
人
口
を
擁
し
た
中

国
の
増
加
は
極
め
て
顕
著
で
あ
り
、
世
界

､水Ⅲﾐﾊﾞ食料.■問題■
□■7解決に海洋開発を

験
吉田 彦

カ
ロ

ｎ
口

産
が
ま
ま
な
ら
な
け
れ
ば
価
格
は
高
騰

し
、
貧
困
地
域
に
お
け
る
飢
餓
人
口
は
増

加
す
る
。
さ
ら
に
、
食
料
の
奪
い
合
い
に

よ
る
国
際
紛
争
の
多
発
の
可
能
性
も
あ
る
。

食
料
の
大
幅
な
増
産
に
は
大
量
の
水
を

必
要
と
す
る
。
水
は
自
然
に
循
環
し
て
い

る
も
の
を
利
用
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か

ら
、
一
方
で
多
量
に
消
費
す
れ
ば
、
他
方

で
の
利
用
の
可
能
量
は
減
少
す
る
。
水
の

有
効
利
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
地
球
上
の
ほ
と
ん
ど
の
水
は

海
水
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
海
水
の
効

率
的
な
淡
水
化
や
麦
や
稲
の
塩
水
で
の
栽

培
可
能
種
の
開
発
利
用
技
術
を
推
進
す
れ

ば
大
方
の
水
問
題
は
解
決
さ
れ
る
。
さ
ら

に
、
深
海
の
富
栄
用
水
を
利
用
し
た
大
規

模
海
洋
開
発
を
実
行
に
移
せ
ば
、
肉
の
代

わ
り
と
な
る
大
量
の
水
産
タ
ン
パ
ク
源
ば

か
り
で
な
く
、
温
度
差
を
利
用
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
確
保
の
道
も
開
け
る
。
海
に
囲
ま

れ
た
日
本
は
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
海

洋
開
発
を
積
極
的
に
進
め
、
世
界
に
貢
献

し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

３



人
エ
道
化
◇
人
ロ
問
題
と
生
命
倫
理

、へ鐸

人●

１
は
じ
め
に

二
十
一
世
紀
を
指
呼
の
間
に
控
え
、
人
口
問
題
は
今
や
、
ポ
ス

ト
モ
ダ
ン
を
窺
う
、
地
球
規
模
の
危
機
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
近
代
の
総
決
算
を
し
よ
う
と
す
る
現
在
に

お
け
る
最
大
の
負
債
項
目
と
形
容
で
き
よ
う
か
。

こ
の
危
機
的
課
題
は
一
般
に
、
食
料
な
い
し
資
源
問
題
に
関
わ

る
社
会
の
合
理
的
選
択
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
る
の
が
通
例
で

あ
る
。
一
説
に
よ
れ
ば
、
中
国
に
お
い
て
二
○
三
○
年
に
は
人
口

増
加
を
勘
案
す
れ
ば
「
中
国
の
食
料
消
費
量
は
四
七
、
九
○
○
ト

ン
に
達
す
る
が
、
生
産
量
は
二
六
、
三
○
○
ト
ン
に
減
少
し
、
そ

の
時
点
の
世
界
の
穀
物
輸
出
量
を
は
る
か
に
上
回
る
こ
と
に
な

る
」
ｅ
ｔ
ｃ

し
か
し
、
こ
の
問
題
を
二
十
一
世
紀
の
課
題
と
し
て
と
ら
え
る

る
。
ま
ず
、
資
源
問
題
一
般
に
、
つ
い
で
、
環
境
問
題
に
拡
大
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
遺
伝
学
を
中
心
と
す
る
科
学

技
術
的
問
題
、
そ
し
て
、
法
律
的
人
権
問
題
、
等
を
含
む
学
際
的

総
合
課
題
に
変
質
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
課

題
は
や
が
て
、
一
つ
の
大
き
な
、
画
期
的
な
哲
学
的
、
倫
理
学
的

「
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
大
転
換
」
を
要
請
す
る
も
の
へ
と
発
展
す
る
可
能

性
を
秘
め
た
、
人
類
将
来
を
占
う
緊
急
の
課
題
と
な
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

人
口
問
題
が
単
な
る
十
九
世
紀
的
ニ
ル
サ
ス
的
）
制
約
を
脱
し

て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
化
す
る
と
き
、
ま
ず
直
面
す
る
難
問
は
我
々
が

当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
て
き
た
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と

２
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
環
境
思
想
と
の

ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
三
趣
轡
同
反
）

陥
耶
、
祠
昭
エ
ム
Ⅵ
Ｊ
｝
］
辿
西
臣

、
概
駆
科
巴
ム
マ
季
ｒ
餡

鰻

る
食
料
問
題
を
超

る
よ
う
に
恩
わ
れ

#



人エ進化、人口問題と生命倫理

「
環
境
保
護
思
想
」
と
の
厳
し
い
、
時
代
的
対
立
と
相
克
の
様
相
で

あ
る
。
近
代
は
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
始
ま
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

に
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
本
質
は

一
体
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
結
局
、
十
五
、
六
世
紀
の
西
洋
に

お
い
て
起
こ
っ
た
、
既
成
の
神
と
主
の
権
威
に
対
し
、
人
間
の
、

あ
る
い
は
市
民
の
自
立
と
尊
厳
の
主
張
と
、
そ
し
て
権
利
の
確
認

の
運
動
で
あ
っ
た
と
総
括
で
き
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
運
動
に
は
一
つ
の
時
代
的
特
徴
、
な
い

し
、
制
約
が
抜
き
が
た
く
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
ダ
ー
ー
エ
ル
・

チ
ラ
ス
の
表
現
を
借
り
て
言
う
な
ら
ば
、
「
開
拓
者
的
心
性

（
句
弓
・
日
】
円
三
の
口
冒
」
ご
）
に
よ
っ
て
一
貫
し
て
指
導
さ
れ
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
が
試
み
た
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
中
核
を
な
す
精
神
そ
の

も
の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
前
に
は
だ
か
る

未
知
の
自
然
に
立
ち
向
か
い
、
そ
れ
を
開
拓
し
、
そ
し
て
科
学
的

坂本百大くさかもと･ひやくだし､＞

1928年生れ。東大文学部哲学科卒。

日本大学文理学部教授・青山学院大
学名誉教授・日本科学哲学会会長・
日本生命倫理学会会長・東アジア生
命倫理学会会長

主な著書

1980年「人間機械論の哲学一心身
問題と自由の行〈へ」勁草醤房

1986年「心と身体一原一元論の構

図」岩波書店、その他

精
神
の
も
と
に
人
々
を
啓
蒙
し
、
や
が
て
さ
ま
ざ
ま
な
科
学
的
発

見
に
基
づ
く
近
代
文
化
を
創
造
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
享
受
し
た
文

明
の
世
界
を
築
く
た
め
の
哲
学
的
基
礎
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
動
き
は
そ
の
後
、
法
思
想
に
反
映
さ
れ
て
、
一
般
に
人

権
と
い
う
、
観
念
の
確
立
導
入
の
方
向
に
向
か
い
、
や
が
て
フ
ラ

ン
ス
大
革
命
の
時
期
に
至
り
、
「
基
本
的
人
権
」
と
い
う
、
か
っ
て

な
い
、
新
し
い
権
利
概
念
を
生
む
に
至
る
の
で
あ
る
。

だ
が
今
世
紀
も
終
わ
り
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
新
し
く
現
わ
れ
た

「
環
境
問
題
」
は
意
外
に
も
世
の
期
待
と
は
逆
に
基
本
的
人
権
、
及

び
そ
の
基
礎
に
あ
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
厳
し
い
対
立
を
余
儀
な

く
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
言
に
し
て
い
え
ば
、
環
境
破
壊
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
は
実

は
、
近
代
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
し
た
が
っ
て
開
拓
者
的
心
性
の
必

然
的
帰
結
（
自
然
の
征
服
と
い
う
名
の
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
事
実
は
、
あ
る
い
は
「
基
本
的
人
権
」
と
い
う
概
念
と
「
自
然
の

保
護
」
と
い
う
概
念
と
の
事
実
上
の
乖
離
と
い
う
形
で
明
瞭
に
現

わ
れ
て
い
る
。
即
ち
基
本
的
人
権
と
は
人
間
（
実
は
市
民
）
の
解

放
、
し
た
が
っ
て
、
人
間
（
市
民
）
の
〃
自
由
〃
を
確
保
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
そ
の
自
由
に
守
ら
れ
て
、
資
本
主
義

が
栄
え
、
自
由
競
争
の
結
果
、
人
類
に
最
大
の
富
を
も
た
ら
し

た
。
し
か
し
一
方
、
そ
の
自
由
な
個
人
の
営
為
の
自
由
選
択
は
意

外
に
も
、
人
間
に
と
っ
て
最
大
の
宝
で
あ
っ
た
自
然
を
破
壊
す
る

と
い
う
皮
肉
な
帰
結
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
理
解
が
今
や
人
類
の
営
為
を
評
価
す
る
う
え
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で
の
不
可
欠
の
前
提
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
環
境
思
想
の
大
転
換
が
必
然
的
に
進
行
す
る
。
「
環

境
は
な
ぜ
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
。
こ
の
設
問
に
対

し
、
解
答
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
あ
る
方
向
に
収
散
し
つ
つ

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
一
時
期
、
環
境
は
子
孫
の
た
め

に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
形
の
依
然
と
し
て
の
人
間

中
心
の
環
境
保
護
思
想
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、
今
や
、
逆
に
そ
の

よ
う
な
思
想
そ
の
も
の
が
人
間
の
差
別
的
尊
重
に
つ
な
が
り
か
ね

な
い
と
い
う
自
覚
か
ら
「
環
境
は
そ
れ
自
体
で
守
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
」
と
い
う
思
想
方
向
へ
と
転
換
し
つ
つ
あ
る
。
い
わ
ば
、
「
人

命
は
地
球
よ
り
重
い
」
と
い
う
標
語
か
ら
「
か
け
が
え
の
な
い
地

球
」
と
い
う
コ
ピ
ー
へ
の
転
換
で
あ
る
。
こ
こ
に
私
は
モ
ダ
ン
（
近

代
）
か
ら
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
（
脱
近
代
）
へ
の
転
換
の
最
大
の
契
機
を

見
る
の
で
あ
る
。

中
国
政
府
は
と
か
く
問
題
と
な
る
政
策
を
と
る
こ
と
が
多
い
。

す
べ
て
本
音
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
か
ら
だ
ろ
う
。
い
わ
く
「
天

安
門
事
件
」
、
ま
た
「
一
人
っ
子
政
策
」
等
々
・

天
安
門
事
件
に
つ
い
て
は
「
言
論
の
自
由
」
と
い
う
欧
米
的
な
意

味
の
「
基
本
的
人
権
」
理
念
に
よ
っ
て
中
国
政
府
の
軍
事
的
対
応
が

厳
し
く
欧
米
、
特
に
米
国
に
よ
っ
て
非
難
さ
れ
た
。
し
か
し
、
中

国
は
こ
れ
に
よ
り
動
ず
る
気
配
は
な
い
。
そ
の
自
信
の
根
拠
は
欧

３
人
口
問
題
と
基
本
的
人
権

米
と
は
全
く
別
な
根
拠
に
よ
る
彼
ら
独
特
の
「
基
本
的
人
権
」
解
釈

に
あ
る
。
そ
の
解
釈
に
よ
る
な
ら
ば
「
人
民
全
体
が
食
え
る
こ
と
」

こ
そ
基
本
的
人
権
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
「
基
本

的
人
権
」
と
い
う
語
の
意
味
が
、
西
欧
的
個
我
の
自
立
性
と
い
う

根
拠
を
捨
て
て
、
あ
る
種
の
共
同
体
的
倫
理
へ
と
転
向
し
て
い
る

実
態
が
見
て
と
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
な
ぜ
、
こ
の
語
の
実
質
的

な
多
様
性
と
変
移
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
要
す
る

に
、
「
基
本
的
人
権
」
と
い
う
語
は
中
国
、
さ
ら
に
は
東
ア
ジ
ア
全

域
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
と
は
全
く
別
な
意
味
で
用

い
ら
れ
は
じ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
や
、
も
と
も
と
は
「
基
本

的
人
権
」
と
い
う
語
と
発
想
は
中
国
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
全
般
に
お

い
て
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
、
中
国
の
「
一
人
っ
子
政
策
」
に
反
映
し
、

さ
ら
に
強
烈
な
「
人
権
問
題
」
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
産
む

子
供
の
数
の
選
択
は
個
々
の
女
性
の
基
本
的
人
権
に
属
す
る
」
と

い
う
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
夫
人
の
発
言
に
対
し
、
中
国
政
府
高
官

は
「
そ
れ
で
は
中
国
の
人
口
問
題
、
さ
ら
に
は
食
料
問
題
は
未
来

に
向
か
っ
て
解
決
で
き
な
い
」
と
反
論
す
る
。
人
権
が
至
高
で
あ

る
の
か
、
そ
れ
と
も
全
人
民
が
「
食
え
る
」
こ
と
が
最
大
の
価
値
で

あ
る
の
か
ｌ
こ
の
対
立
の
意
味
は
大
き
い
。
そ
れ
は
、
「
基
本
的

人
権
」
と
い
う
仮
空
の
存
在
物
の
意
味
と
役
割
を
、
二
十
一
世
紀

に
向
け
て
新
し
く
問
い
直
す
良
い
契
機
を
与
え
る
も
の
と
な
る
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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こ
こ
で
最
近
の
遺
伝
子
工
学
、
ゲ
ノ
ム
（
遺
伝
子
）
研
究
の
激
し

い
発
展
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
十
一
世
紀
の
早
い
段
階

で
、
約
三
○
億
あ
る
と
い
わ
れ
る
人
間
の
全
ゲ
ノ
ム
の
解
読
を
完

了
す
る
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
世
界
中
で
進
行
し
て
い
る
。
ま

た
、
そ
の
工
学
的
応
用
も
「
組
み
替
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
と
い
う
技
術
の
適

用
と
い
う
形
で
広
く
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
遺
伝
子
工
学
が
世

界
の
食
料
事
情
の
改
善
に
役
立
つ
と
い
う
一
面
が
た
し
か
に
あ

る
。
穀
物
（
例
え
ば
米
）
、
家
畜
に
対
す
る
遺
伝
子
工
学
の
適
用

は
、
品
種
改
良
の
名
の
も
と
に
、
あ
る
間
接
的
な
形
で
は
す
で
に

行
わ
れ
て
き
た
し
、
ま
た
将
来
、
よ
り
直
接
的
な
形
で
行
わ
れ
そ

れ
が
食
料
問
題
に
資
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ

が
地
球
規
模
の
植
生
、
動
物
（
人
間
も
含
め
て
）
に
対
し
て
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
と
地
球
全
体
の
生
態
系
が
大
き
く
変
化
す
る
こ

と
も
あ
り
う
る
。
も
っ
と
も
遺
伝
学
者
は
遺
伝
子
プ
ー
ル
は
安
定

し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
人
為
的
生
態
変
化
は
起
こ
り
に
く
い
と

い
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
起
き
る
と
き
、
こ
れ
は
「
人
工
的
進
化
」

と
呼
ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し
い
状
況
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
ま
で
は

「
突
然
変
異
」
と
「
自
然
淘
汰
」
と
い
う
二
つ
の
自
然
的
要
因
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
き
た
「
進
化
」
と
い
う
現
象
を
、
人
為
的
な
変
異
と
、

人
工
的
な
淘
汰
に
よ
り
、
人
工
的
に
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

果
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
実
現
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
ま

４
人
工
進
化
と
人
口
問
題
、

そ
し
て
優
生
学

た
、
そ
の
よ
う
な
試
み
そ
れ
自
体
が
許
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

か
。
そ
こ
に
は
多
く
の
問
題
が
残
る
。

こ
の
事
が
人
間
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
る
技
術
的
可
能
性
は
高

い
。
現
実
に
そ
れ
は
、
遺
伝
子
治
療
と
い
う
形
で
公
に
始
ま
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
事
実
上
、
優
生
学
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
一
形
態

で
あ
る
。

し
か
し
、
「
優
生
学
」
と
い
う
語
の
イ
メ
ー
ジ
は
甚
だ
悪
い
。
そ

れ
は
、
あ
る
時
点
で
は
禁
句
で
す
ら
あ
っ
た
。
こ
れ
は
も
ち
ろ

ん
、
ナ
チ
ス
の
暴
虐
な
形
の
優
生
学
の
実
施
に
由
来
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
時
期
優
生
法
が
制
定
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
。
だ
が
、
日
本
に
お
い
て
は
優
生
学
と
い
う
語
に
対

す
る
反
発
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
日
本
の
法
の

場
合
は
、
第
一
に
当
人
の
自
由
意
志
に
よ
る
申
告
制
を
と
っ
た
こ

と
と
、
第
二
に
、
｜
股
に
日
本
に
お
い
て
は
優
生
思
想
の
中
に
人

種
差
別
の
考
え
方
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
立
的
な
優
生
思
想
は
現
在
で
は
む
し
ろ
、
「
人
工

進
化
」
と
い
う
名
で
呼
ぶ
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
「
人
工
進
化
」
を

今
も
な
お
、
わ
れ
わ
れ
は
禁
止
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ

の
禁
止
の
理
由
は
？

中
国
の
一
人
っ
子
政
策
に
話
を
戻
そ
う
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
こ

と
は
、
そ
れ
に
優
生
思
想
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
生
ま

れ
る
べ
き
「
一
人
っ
子
」
は
優
生
学
的
に
優
れ
た
素
質
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。
親
は
ひ
そ
か
に
そ
れ
を
望
む
で

あ
ろ
う
し
、
国
は
そ
の
考
え
を
推
奨
す
る
。
実
際
、
中
国
人
識
者
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は
一
人
っ
子
政
策
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
と
の
当
然
の
よ
う
に

「
優
生
学
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
す
る
。
つ
ま
り
、
優
生
学
に
頼
り

つ
つ
、
一
人
っ
子
政
策
を
と
り
、
中
国
、
ひ
い
て
は
世
界
の
人
口

問
題
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
で
一
つ
明
瞭
な
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
は
欧
米

的
な
「
人
権
」
、
あ
る
い
は
「
基
本
的
人
権
」
と
い
う
思
想
が
決
定
的

に
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
胎
児
は
い
つ
か
ら
「
人
権
」
を
持

つ
と
考
え
ら
れ
る
か
。
優
生
学
的
に
優
れ
た
（
あ
る
い
は
、
劣
っ

た
）
子
供
の
出
生
を
選
択
す
る
権
利
は
親
の
権
利
（
特
に
母
親
の
）

で
あ
る
の
か
。
さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
遺
伝
子
治
療
に
含
ま
れ
る

遺
伝
子
工
学
的
技
術
は
一
人
の
個
人
の
遺
伝
的
同
一
性
、
し
た

が
っ
て
、
人
格
の
同
一
性
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
ま

た
、
そ
の
意
味
で
も
基
本
的
人
権
の
侵
害
に
な
ら
な
い
か
否
か
。

こ
の
よ
う
な
、
関
連
す
る
深
い
哲
学
的
問
題
、
法
哲
学
の
課
題
に

対
し
、
中
国
政
府
の
人
口
政
策
は
ほ
と
ん
ど
無
防
備
で
あ
る
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
無
防
備
さ
を
と
ら
え
、
こ
の
人
口

政
策
を
批
判
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
逆
に
そ
こ
に
彼

ら
の
政
策
を
支
持
す
る
た
め
の
論
拠
を
新
た
に
探
る
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。
ど
う
や
ら
、
こ
の
周
辺
に
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
人
口
問

題
解
決
（
そ
れ
は
不
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
）
の
た
め
の
試
金
石
が

身
を
ひ
そ
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
二
十
一
世
紀
の
人
口
問
題
を
考
え
る
上
で
の
ア
ジ
ア

と
欧
米
と
の
思
想
的
対
立
の
図
式
が
明
瞭
に
な
っ
て
き
た
。
欧
米

の
倫
理
と
正
義
は
結
局
、
個
人
的
関
心
に
基
づ
く
功
利
主
義
と
近

世
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
人
間
観
に
由
来
す
る
「
人
権
」
尊
重
の
思

想
と
の
総
和
に
よ
り
倫
理
、
正
義
の
判
断
を
行
お
う
と
す
る
の
に

対
し
、
ア
ジ
ア
的
な
倫
理
と
正
義
は
個
人
的
関
心
と
い
う
よ
り
は

む
し
ろ
、
共
同
体
的
（
８
日
目
目
冒
口
目
）
関
心
に
基
づ
く
、
別

種
の
功
利
主
義
と
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
「
人
権
」
の
主
張
を
極
度

に
抑
制
し
た
、
多
元
的
価
値
を
許
容
す
る
共
同
体
的
視
野
と
の
両

者
の
総
和
と
い
う
土
台
の
上
に
立
っ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

考
え
る
傾
向
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、

個
人
の
利
益
追
求
の
た
め
に
合
理
的
な
最
適
選
択
を
行
お
う
と
す

る
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
自
律
的
人
間
像
と
、
他
方
、
時
に
は
無

私
に
徹
し
、
自
ら
が
、
帰
属
す
る
共
同
体
の
存
続
と
繁
栄
と
を
優

先
す
る
、
コ
ミ
ユ
ニ
タ
リ
ア
ン
的
倫
理
観
、
社
会
観
の
対
立
と
も

解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。
人
口
問
題
の
解
決
を
め
ぐ
っ
て
も
、
多
く

の
課
題
が
こ
の
対
立
の
実
像
を
直
視
し
、
そ
の
対
立
の
融
和
を
い

か
に
し
て
行
う
か
と
い
う
点
に
そ
の
成
否
が
か
か
っ
て
ぃ
る
も
の

の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
一
方
が
他
方
に
対
し
教
師
と
し
て

振
舞
う
こ
と
は
も
は
や
で
き
な
い
。
価
値
観
は
自
由
で
あ
る
。
む

し
ろ
こ
の
自
由
を
二
十
一
世
紀
に
は
「
人
権
」
の
中
核
に
据
え
た

５
ア
ジ
ア
的
共
同
体
概
念
ヨ
ミ
ュ
ニ
タ

リ
ア
ニ
ズ
ム
）
と
生
命
倫
理
の
意
義
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い
。
し
か
し
、
自
由
が
（
人
間
社
会
の
場
合
）
必
然
的
に
少
数
不
利

者
を
生
む
。
こ
の
少
数
者
を
救
済
す
る
こ
と
を
、
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ

に
従
い
、
現
代
に
お
け
る
社
会
的
正
義
の
本
質
の
重
要
な
一
面
と

考
え
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
少
数
不
利
益
者
の
救
済
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
合
意
を
得
る
た

め
の
対
話
の
技
法
の
開
発
が
必
要
と
な
る
。
働
こ
う
と
も
し
な

い
、
反
社
会
的
で
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
少
数
弱
者
を
な
ぜ
に
、

ま
た
い
か
に
し
て
救
済
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
解
答
を
基
本

的
人
権
論
者
は
、
お
そ
ら
く
、
与
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
少
数
不
利
益
者
と
は
多
く
の
場
合
、
基
本
的
人
権
（
自
由
）
の

尊
重
の
結
果
、
現
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

人
口
問
題
も
ほ
ぼ
同
様
な
形
で
こ
れ
か
ら
議
論
さ
れ
続
け
て
い

く
問
題
領
域
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

子
供
を
作
る
こ
と
は
本
来
、
最
大
の
自
由
で
あ
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
人
類
の
存
続
の
名
に
お
い
て
最
大
限
に
保
証
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
あ
る
特
定
社
会
に

お
い
て
は
、
こ
の
自
由
が
資
源
の
有
限
性
、
環
境
の
閉
鎖
性
と
い

う
制
約
の
も
と
に
お
い
て
、
人
類
の
存
続
、
環
境
に
と
っ
て
む
し

ろ
不
利
、
有
害
と
な
る
と
予
想
さ
れ
る
と
き
、
わ
れ
わ
れ
は
い
か

な
る
社
会
的
選
択
を
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
い
か
な
る

生
命
の
、
い
か
な
る
生
存
の
あ
り
方
の
選
択
が
も
っ
と
も
倫
理
的

な
選
択
と
な
る
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
、
人
口
問
題
が
生
命
倫
理
の

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
。

こ
こ
で
基
本
的
人
権
と
い
う
、
時
代
的
に
も
、
地
域
的
に
も

ロ
ー
カ
ル
な
構
成
概
念
に
全
面
的
に
固
執
す
る
と
い
う
こ
と
は
得

策
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
人
権
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
が
現
実

の
社
会
的
状
況
の
解
釈
に
お
い
て
矛
盾
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

が
今
や
頻
発
し
て
い
る
。
し
か
し
他
方
、
安
易
な
共
同
体
思
想
は

今
世
紀
前
半
の
い
く
つ
か
の
危
険
な
社
会
的
実
験
を
許
容
、
復
活

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
こ
で
こ
の
際
立
っ
た
一
つ
の
相
対
立

す
る
思
想
を
い
か
に
し
て
両
立
さ
せ
る
の
か
、
と
い
う
い
わ
ば
、

一
種
の
「
社
会
的
微
調
整
の
技
術
」
を
新
た
に
開
発
す
る
と
い
う
苦

渋
の
作
業
を
開
始
す
る
こ
と
が
、
人
類
を
未
来
に
送
り
届
け
る
た

め
の
、
現
代
人
に
課
せ
ら
れ
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
向
け
て
の
思
想

的
責
務
と
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
技
術
を
私
は
か
ね
て
か
ら

「
倫
理
工
学
」
と
呼
ん
で
い
る
。
「
生
命
倫
理
」
は
そ
の
典
型
的
な
一

形
態
で
あ
る
。

人
口
問
題
も
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
発
想
の
も
と
に
、
生

命
倫
理
の
一
課
題
と
し
て
、
工
学
的
な
着
想
と
技
法
に
よ
り
、
微

調
整
的
に
解
決
さ
れ
て
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

，
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国会議員か参加

llUfi強く、

地
球
上
か
ら
飢
え
を
な
く
そ
う
ｌ
「
鬮

際
食
料
安
全
保
障
・
人
ロ
・
開
発
議
員
会
議

（
ｌ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
」
が
一
九
九
六
年
十
一

月
十
、
十
一
両
日
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

で
世
界
五
十
七
カ
国
、
九
十
名
の
国
会
議
員

と
、
国
連
機
関
代
表
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
な
ど
二

十
六
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

い
ま
、
世
界
に
は
八
億
人
に
の
ぼ
る
飢
餓

人
ロ
が
存
在
す
る
中
で
、
毎
年
九
千
万
人
以

上
の
人
口
が
増
え
続
け
て
い
る
。
食
料
増
産

の
た
め
の
農
地
は
減
り
、
水
資
源
が
枯
渇
し

は
じ
め
食
料
不
足
の
不
安
が
地
球
的
規
模
の

重
要
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
こ
の
人
類
存
亡
の
危
機
を
打

開
し
、
二
○
一
五
年
ま
で
に
飢
餓
人
ロ
を
半

減
し
よ
う
、
と
こ
の
会
議
は
開
か
れ
た
。

同
会
議
は
、
”
人
ロ
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ

ア
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
“
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
・
議
長

桜
井
新
・
衆
議
院
議
員
）
が
世
界
の
人
ロ
・

開
発
に
関
す
る
各
地
域
議
連
な
ど
に
呼
び
か

け
、
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
始
め
“
ア
フ
リ
カ
・
中
東

人
口
・
開
発
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
“
（
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
”
ア
メ
リ
カ
地
域
議
員
人
ロ
。
開
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二
日
間
に
わ
た
る
会
議
で
は
人
ロ
、
土

地
、
水
、
需
要
と
供
給
、
市
場
、
価
格
、
気

候
、
肥
料
な
ど
広
範
な
分
野
に
わ
た
り
、
熱

心
な
論
議
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
を
基
に

「
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
」
（
別
面
所
報
）
を
採
択
し

た
。
こ
の
宣
言
は
、
同
月
十
三
日
か
ら
ロ
ー

マ
で
開
か
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
（
国
連
食
料
農
業
機

関
）
の
「
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
」
で
世
界
各
国

の
政
府
代
表
団
に
配
布
さ
れ
た
が
、
日
本
政

府
代
表
の
藤
本
孝
雄
農
林
水
産
大
臣
が
演
説

の
中
で
、
同
会
議
に
触
れ
内
外
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た
。

発
グ
ル
ー
プ
”
（
１
Ａ
Ｐ
Ｇ
）
、
”
国
際
医
療
議

員
組
織
“
（
ｌ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
）
、
”
地
球
規
模
的
活
動

の
た
め
の
国
会
議
員
グ
ル
ー
プ
“
（
Ｐ
Ｇ
Ａ
）

が
共
催
し
た
。

日
本
か
ら
は
桜
井
新
、
松
岡
利
勝
、
松
下

忠
洋
の
三
衆
議
院
議
員
（
い
ず
れ
も
自
民
党
）

が
参
加
し
て
会
議
を
リ
ー
ド
し
た
。

同
会
議
の
主
唱
者
で
あ
る
桜
井
運
営
委
員

会
議
長
の
挨
拶
に
続
い
て
来
賓
挨
拶
（
別
項
）

が
あ
り
、
同
会
議
議
長
に
桜
井
新
氏
が
満
場

一
致
で
選
出
さ
れ
た
。
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歓
迎
の
挨
拶
・
晋
一
一

飢
え
を
な
く
す
た
め
の
国
際
的
な
ワ
ク
組
み
作
り
を

桜井新
国際食料安全保障・人口・開発議員会議運営委員会議長

ア
フ
リ
カ
・
中
東
人
口
・
開
発
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
、
ア
メ
リ

カ
地
域
人
口
・
開
発
議
員
グ
ル
ー
プ
（
Ｉ
Ａ

Ｐ
Ｇ
）
、
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）
を
始
め
と
す

る
地
域
議
連
代
表
の
皆
様
、
各
国
代
表
の
皆

様
。
安
藤
博
文
国
連
人
口
基
金
事
務
局
次

長
。
ご
参
会
の
皆
様
。
国
際
食
料
安
全
保
障

・
人
口
・
開
発
議
員
会
議
に
ご
参
集
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
達
人
類
は
、
今
、
大
き
な
岐
路
に
立
た

さ
れ
て
い
ま
す
。
食
料
安
全
保
障
と
人
口
問

題
を
解
決
し
、
持
続
可
能
な
開
発
を
実
現

し
、
人
類
の
文
明
を
次
の
世
代
に
引
継
ぐ
こ

と
の
で
き
る
、
永
続
的
な
繁
栄
へ
の
道
か
、

そ
れ
と
も
、
こ
の
問
題
を
看
過
し
、
手
を
こ

ま
ね
く
事
で
も
た
ら
さ
れ
る
、
滅
び
へ
の
道

か
。
こ
の
大
き
な
分
か
れ
目
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
、
私
達
に
突
き
付
け
ら
れ
て
い

る
問
題
は
、
人
類
全
体
が
直
面
し
て
い
る
問

題
で
す
。
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に

は
、
こ
の
問
題
の
解
決
が
人
類
共
通
の
利
益

で
あ
る
と
い
う
事
を
強
く
認
識
す
る
事
が
必

要
で
す
。
私
達
、
人
類
の
叡
智
が
問
わ
れ
て

い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
私
達
は
か
つ
て
、
人
類
と
い
う

共
通
の
意
識
を
持
ち
得
た
事
が
あ
っ
た
で

し
ょ
う
か
。

わ
ず
か
五
○
年
前
に
は
、
世
界
を
巻
き
込

ん
だ
大
き
な
戦
争
が
起
こ
り
、
今
で
も
、
世

界
の
各
地
で
、
争
い
の
火
種
は
尽
き
て
お
り

ま
せ
ん
。
私
達
は
、
同
じ
人
類
で
あ
り
な
が

ら
争
い
あ
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
こ
に
、
多

く
の
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
達
は
他

の
民
族
、
他
の
国
を
共
通
の
利
害
関
係
の
中

に
い
る
友
人
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
利

害
の
反
す
る
、
恐
る
べ
き
敵
と
し
て
余
り
に

も
見
す
ぎ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今
、
私
達
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
各

国
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
の
相
違
に
注
目
す
る
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
類
共
通
の
利
益
で
あ

る
、
こ
の
大
き
な
課
題
に
取
り
組
む
た
め
に

共
に
手
を
携
え
る
事
で
す
。
こ
の
問
題
へ
の

１２
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対
応
を
誤
る
事
は
、
人
類
自
体
が
こ
れ
ま
で

築
き
上
げ
て
き
た
文
明
・
文
化
の
崩
壊
を
意

味
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
勝
者
は
い
ま
せ
ん
。

人
口
の
増
加
と
食
料
供
給
が
、
こ
の
地
球
の

生
態
系
の
限
界
を
超
え
た
と
き
、
ど
ん
な

に
、
強
力
な
力
を
持
っ
た
国
で
あ
っ
て
も
生

態
系
の
崩
壊
が
引
き
起
こ
す
災
厄
か
ら
逃
れ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
す
。

こ
の
問
題
を
解
決
に
導
く
上
で
、
私
達
国

会
議
員
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
私
が
議
長
を
務
め
て
お
り
ま

す
「
人
口
と
開
発
に
関
す
る
ア
ジ
ア
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
二
人
の
子
供
で
あ
っ
て
も

飢
え
て
死
ぬ
事
の
な
い
社
会
を
作
る
」
と
い

う
目
的
を
持
っ
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
私
達
人
類
の
願
い
で
あ
り
、

祈
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

食
料
安
全
保
障
、
人
口
問
題
の
解
決
を
最

も
脅
か
し
て
い
る
の
は
、
社
会
的
な
不
安
定

性
で
あ
り
、
紛
争
で
す
。
社
会
が
不
安
定

で
、
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
中
で
は
食

料
安
全
保
障
、
人
口
問
題
の
解
決
は
あ
り
ま

せ
ん
。
人
類
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
、
「
人
口

と
食
料
安
全
保
障
問
題
」
を
解
決
す
る
た
め

に
、
私
達
は
堅
固
な
意
志
を
も
っ
て
争
い
を

す
。 止
め
、
そ
の
資
源
を
「
人
口
と
食
料
安
全
保

障
問
題
」
に
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。争
い
は
、
恨
（
う
ら
み
）
み
を
産
み
、
恨

（
う
ら
み
）
み
は
更
な
る
争
い
を
産
み
、
人
々

を
貧
し
さ
と
惨
め
さ
の
中
に
突
き
落
と
し
ま

す
。こ
の
争
い
を
止
め
る
た
め
の
方
法
は
、
既

に
二
五
○
○
年
も
前
に
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

「
恨
み
は
恨
み
に
よ
っ
て
は
焔
（
や
ま
）

ず
、
恨
み
は
恨
み
な
き
に
よ
っ
て
の
み
烟

（
や
む
）
」

お
釈
迦
様
の
言
葉
で
す
。
私
達
が
、
隣
人

に
恨
み
を
見
出
す
の
で
は
な
く
、
共
通
の
課

題
に
取
り
組
む
「
友
」
で
あ
る
と
い
う
事
を
理

解
し
、
実
行
し
た
と
き
こ
の
問
題
は
、
解
決

へ
と
向
か
う
と
信
じ
ま
す
。

私
達
は
、
国
会
議
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
選
挙
区
の
利
益
を
代
表
す
る
存
在
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
そ
れ
と
同
時
に
、
国
会
議
員

は
、
国
民
と
政
府
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
り
、

国
全
体
の
、
そ
し
て
人
類
社
会
全
体
の
未
来

を
決
定
し
て
い
く
責
任
を
持
っ
て
い
る
の
で

私
達
が
、
ま
ず
、
問
題
を
明
確
に
認
識

し
、
堅
固
な
意
志
を
も
っ
て
、
た
ゆ
ま
ず
行

動
を
行
え
ば
、
人
類
の
未
来
を
明
る
い
も
の

と
す
る
事
が
で
き
る
の
で
す
。

食
料
安
全
保
障
に
つ
い
て
い
え
ば
、
私
ど

も
は
今
、
環
境
と
調
和
的
な
食
料
開
発
を
実

現
す
る
た
め
の
国
際
的
な
枠
組
み
を
作
り
上

げ
る
事
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
国
の
環

境
・
生
態
系
・
文
化
に
適
合
的
な
食
料
生
産

を
行
う
事
が
、
長
期
的
な
食
料
安
全
保
障
問

題
を
考
え
る
上
で
重
要
で
、
そ
の
た
め
の
国

際
的
な
枠
組
み
を
作
り
上
げ
て
い
く
事
が
重

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
、
熱

心
な
討
議
が
行
わ
れ
る
と
確
信
致
し
て
お
り

ま
す
。こ
の
私
達
の
討
議
の
結
果
は
重
要
な
も
の

で
す
。

人
口
と
食
料
安
全
保
障
の
問
題
を
解
決
し

て
い
く
上
で
は
、
こ
の
成
果
を
実
際
の
国
際

的
な
政
策
に
反
映
さ
せ
て
い
く
事
が
も
っ
と

も
重
要
で
す
。
私
達
一
人
一
人
が
十
分
な
討

議
を
行
い
、
そ
れ
を
実
行
に
移
し
て
い
く
よ

う
共
に
手
を
携
え
、
働
き
か
け
て
い
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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世
界
人
口
五
十
八
億
人
に
対
す
る
絶
対
的

な
食
料
供
給
量
は
ほ
ぼ
満
た
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
な
お
八
億
四
千
百
万
人
の
人
々
が
飢

餓
状
態
に
あ
る
。
一
九
九
八
年
の
世
界
人
口

は
六
十
億
に
近
く
、
最
近
で
は
十
一
年
間
に

十
億
人
の
人
口
が
増
え
て
い
る
。

過
去
三
十
年
間
、
農
業
技
術
の
進
歩
は
、

人
口
増
加
率
を
上
回
る
生
産
増
加
を
も
た
ら

し
て
き
た
が
、
そ
の
一
方
で
環
境
悪
化
、
貧

困
者
の
飢
餓
か
ら
の
自
由
の
権
利
を
奪
っ

た
。
こ
の
た
め
、
世
界
の
食
料
供
給
量
は
増

食
料
安
保
の
解
決
策
に
は
、
人

安藤博文
国運人ロ基金（ＵＮＦＰＡ）次長

加
し
て
い
る
も
の
の
、
地
域
、
国
、
家
庭
レ

ベ
ル
で
の
食
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
十
分
で
な

く
、
飢
餓
は
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
ジ
ア
の
み
な

ら
ず
経
済
成
長
の
著
し
い
東
ア
ジ
ア
に
も
み

ら
れ
る
。

食
料
安
保
は
、
単
に
農
業
生
産
の
増
加
の

問
題
で
は
な
く
、
多
元
的
な
解
決
策
を
求
め

る
全
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
、
貧
困

口
増
加
の
抑
制
が
必
要

男
女
平
等
の
役
割
分
担
に
基
づ
く
農
業
開
発
が
不
可
欠

を
撲
滅
し
、
農
業
と
食
料
の
持
続
性
を
確
保

し
つ
つ
、
人
口
増
加
を
抑
制
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
食
料
サ

ミ
ッ
ト
の
宣
言
及
び
行
動
計
画
に
、
カ
イ
ロ

宣
言
の
趣
旨
が
盛
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
女
性
の
土
地
所
有
、
金
融
、
技

術
、
市
場
、
教
育
、
ヘ
ル
ス
ヶ
ァ
に
対
す
る

権
利
の
平
等
化
は
、
食
料
生
産
拡
大
に
大
き

く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
貧
困
か
ら
の
脱
却

を
助
け
、
人
口
増
加
の
鈍
化
と
安
定
に
寄
与

す
る
。

「
食
料
安
全
保
障
・
人
口

ｒ
・
開
発
問
題
」
は
、
世
界
の

駅
使
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
世
界

川》》洲釦痒囹澗》針雷辨》
他
国
資
金
を
創
設
す
る
も
の
で
は

Ⅲ率仲川Ⅲ柵岬抑鵬Ⅶ汕航肺
更
し
、
農
業
投
資
に
向
け
よ
う
と
す
る
も
の
だ
。
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議
会
と
政
府
、
国
と
民
間
が
協
力
し
て
貧

困
を
撲
滅
し
、
飢
餓
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
①
政
治
的
。
社
会
的
に
適
切
な
対
応
を

す
る
、
②
分
散
型
農
業
開
発
に
よ
り
農
村
か

ら
都
市
へ
の
移
動
を
回
避
す
る
、
③
土
地
、

水
の
開
発
を
行
う
、
④
農
業
技
術
の
開
発
、

⑤
多
目
的
な
農
業
活
動
を
推
進
す
る
’

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

分
散
型
農
業
と
は
、
草
の
根
活
動
で
あ

り
、
特
に
女
性
と
男
性
が
同
等
の
役
割
を
担

う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
１
．

大
き
な
役
割
を
持
つ
女
性
を
も
っ
と
優
遇
せ
よ

GraceAkello
ウガンダ蟻員（ＦＡＭＥＰＰＤ代表）

世
界
人
口
の
半
分
は
女
性
で
あ
り
、
食
料

安
保
・
人
口
・
開
発
問
題
は
、
社
会
の
組
織

か
ら
み
て
も
女
性
の
役
割
は
大
き
い
。

し
か
し
、
識
字
不
能
者
の
三
分
の
二
は
女

性
で
あ
り
、
三
十
数
名
に
一
人
の
割
合
で
女

性
は
死
亡
し
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
は
収
入

の
十
分
の
一
し
か
受
け
取
っ
て
い
な
い
。

も
っ
と
女
性
に
対
し
て
必
要
な
資
材
を
投
入

す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
会
議
の
正
。
副
議
長
の
選
出

を
行
っ
た
が
、
ア
フ
リ
カ
・
ザ
ン
ビ
ア
国
の

ム
リ
ン
バ
議
員
が
先
ず
起
立
し
て
「
世
界
的

指
導
者
で
あ
る
日
本
の
桜
井
新
氏
を
議
長
に

推
薦
し
た
い
。
こ
の
三
年
間
に
、
三
つ
も
大

；
一
一
Ｆ
》
】
．
．

。
■

副
議
長
に
は
ボ
リ
ビ
ア
（
』
・
弓
・
月
崗

○
○
一
国
）
、
カ
ナ
ダ
（
』
の
色
ロ
ン
ニ
ｍ
ｏ
ｍ
（
日
）
、

ヨ
ル
ダ
ン
（
ぬ
四
日
日
の
円
四
：
の
ｍ
ゴ
ニ
目
）
、

ザ
ン
ビ
ア
（
巴
巴
巨
巨
已
甸
ヨ
ヮ
色
）
、
カ
メ

ル
ー
ン
（
○
の
巳
の
、
○
日
ご
色
ｚ
【
。
］
。
）
の
五

議
員
が
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
起
草
委
員
会

に
は
カ
メ
ル
ー
ン
、
ハ
イ
チ
、
イ
ン
ド
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ケ
ニ
ア
、
ジ

ン
バ
ブ
エ
が
選
ば
れ
、
日
本
の
桜
井
新
、
松

下
忠
洋
両
議
員
が
参
加
し
た
。

き
な
世
界
会
議
が
で
き
た
の
は
桜
井
氏
の
御

助
力
、
情
熱
の
お
蔭
だ
。
彼
を
選
出
し
た
新

潟
県
の
有
権
者
に
感
謝
し
た
い
。

ア
フ
リ
カ
、
中
東
を
代
表
し
て
桜
井
氏
を

支
持
す
る
」
ｌ
と
感
動
的
な
発
言
を
行

い
、
満
場
一
致
で
同
氏
の
議
長
が
決
ま
っ
た
。
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過
去
半
世
紀
は
〃
過
剰
“
の
時
代
だ
っ
た

が
、
こ
れ
か
ら
は
〃
不
足
“
の
時
代
に
入

る
。
需
給
見
通
し
に
は
楽
観
論
、
悲
観
論
が

あ
り
、
人
は
私
の
こ
と
を
悲
観
的
と
い
う

が
、
私
自
身
は
客
観
的
に
事
実
を
見
て
い

る
。私
の
研
究
所
で
は
、
将
来
は
供
給
が
不
足

し
、
価
格
は
上
昇
す
る
、
と
予
測
し
て
い

る
。世
銀
は
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
意
見
の
み
を
反

映
し
て
お
り
、
も
っ
と
学
際
的
な
研
究
が
不

可
欠
だ
。
水
の
専
門
家
等
多
く
の
人
々
が
集

こ
の
あ
と
午
前
十
時
四
十
五
分
か
ら
正
午
ま
で
ワ
ー
ル
ド
・
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
所
長

レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
が
「
食
料
安
全
保
障
・
人
ロ
・
開
発
の
概
観
」
に
つ
い
て

大
要
次
の
と
お
り
講
演
、
討
議
を
行
っ
た
。

ｏ
供
給
減
で

価
格
は
上
が
る

「
過
剰
」
か
ら
「
不
足
」
へ

食
料
の
自
給
自
足
を
指
摘

ス
タ
ー
ブ
ラ
ウ
ン
享
士
が
講
演

■

ま
っ
て
は
じ
め
て
展
望
が
開
く
。

〈
人
ロ
〉
は
毎
年
九
千
万
人
が
増
加
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
英
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル

ギ
ー
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
四
カ
国
の
人
口
に
匹

敵
し
、
毎
年
メ
キ
シ
コ
が
一
つ
生
ま
れ
る
こ

と
に
な
る
。
世
界
人
口
は
こ
の
五
十
年
で
倍

増
し
て
い
る
。

一
九
五
○
年
か
ら
九
○
年
の
間
で
漁
獲
量

は
四
・
五
倍
以
上
、
一
人
当
た
り
消
費
量
は

二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
が
、
能
力
以
上

に
漁
獲
さ
れ
て
お
り
、
今
後
そ
の
量
は
減
少

傾
向
に
入
り
、
同
消
費
量
は
九
○
年
以
降
、

年
率
一
・
五
％
で
減
少
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
魚

価
は
一
ポ
ン
ド
四
ド
ル
か
ら
七
～
一
五
ド
ル

程
度
に
上
昇
し
て
い
る
。

〈
食
料
生
産
〉
に
つ
い
て
は
、
穀
物
の
生

産
量
は
一
九
五
○
～
九
○
年
の
間
に
一
八
二

％
増
加
し
た
が
、
同
九
○
～
九
六
年
で
は
三

％
し
か
増
加
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
間
、
在
庫

の
取
り
崩
し
で
凌
い
で
き
た
。
し
か
し
、
在

庫
が
消
化
さ
れ
た
一
九
九
六
年
春
頃
の
価
格

は
史
上
最
高
に
達
し
、
食
料
増
産
の
モ
メ
ン

タ
ム
（
は
ず
み
）
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

〈
耕
地
面
積
〉
は
、
一
九
五
○
～
八
一
年

ま
で
拡
大
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
都
市
化

等
に
よ
っ
て
減
少
傾
向
に
あ
る
。
中
国
の
人

口
密
度
に
つ
い
て
理
解
さ
れ
て
い
な
い
が
、

中
国
の
土
地
面
積
は
、
ほ
ぼ
ア
メ
リ
カ
と
同

じ
だ
。
人
口
は
東
、
南
部
に
集
中
し
て
お

り
、
密
度
は
ア
メ
リ
カ
の
人
口
を
ミ
シ
シ
ッ

ピ
ー
川
以
東
に
集
め
た
場
合
の
人
口
密
度
を

五
倍
し
た
も
の
と
同
じ
だ
。
イ
ン
ド
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア

で
も
耕
地
が
減
少
し
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

は
中
央
渓
谷
地
帯
（
果
樹
、
野
菜
の
農
業
地

帯
）
で
も
都
市
化
に
よ
り
、
南
西
部
で
も
人

口
増
加
に
よ
っ
て
耕
地
が
減
少
し
て
い
る
。

Ｏ
減
り
続
け
る
耕
地
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⑧
コ
ロ
ラ
ド
川
の
水
は
、
海

に
届
か
ず
、
黄
河
も
川
底

ｉ力
．
：
…

〈
水
資
源
〉
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
南

部
、
イ
ン
ド
・
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地
域
、
中
国
・

中
央
・
北
東
部
な
ど
主
要
生
産
地
で
深
刻
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
北
部
で
水
層
が

三
○
メ
ー
ト
ル
も
低
下
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
こ
こ
に
は
一
億
人
が
住
ん
で
い
る
。

ア
メ
リ
カ
・
テ
キ
サ
ス
州
の
灌
概
地
域
で
も

水
層
の
低
下
で
水
量
が
一
九
八
○
年
以
来
一

四
％
も
減
少
し
て
い
る
。

同
様
の
こ
と
が
コ
ロ
ラ
ド
、
カ
ン
ザ
ス
、

オ
ク
ラ
ホ
マ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
生
じ

て
い
る
。
コ
ロ
ラ
ド
川
は
農
業
用
に
使
用
さ

れ
、
水
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
湾
に
到
達
せ

ず
、
黄
河
で
も
春
か
ら
夏
に
か
け
て
川
底
が

見
え
水
が
流
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
現
象

に
よ
っ
て
川
の
魚
が
い
な
く
な
っ
た
。

ト
ル
コ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
も
都
市
化
に
よ
る

水
需
要
の
伸
び
率
は
減
少
に
転
じ
、
’
九
五

○
～
九
○
年
の
よ
う
な
増
産
は
期
待
で
き
な

い
。
北
京
周
辺
で
も
都
市
部
で
水
を
大
量
に

使
う
の
で
水
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

〈
気
候
〉
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化

炭
素
）
の
排
出
増
、
濃
度
の
上
昇
等
に
よ
り

世
界
の
気
温
は
上
昇
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

は
百
数
十
カ
国
に
穀
物
輸
出
を
し
て
い
る

が
、
一
九
八
八
年
の
よ
う
な
猛
暑
の
夏
を
迎

え
た
ら
穀
物
ス
ト
ッ
ク
は
底
を
つ
き
、
状
況

は
悪
化
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
一
万
年
に
対
し

十
年
で
変
化
す
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。

〈
肥
料
〉
の
投
入
量
は
、
’
九
九
○
年
に

一
億
ト
ン
に
増
加
し
た
が
現
在
は
減
少
し
て

い
る
。

肥
料
は
こ
れ
以
上
増
や
し
て
も
収
穫
は
増

え
な
い
。
か
っ
て
世
界
の
穀
物
生
産
量
は
三

倍
以
上
に
な
っ
た
が
、
も
う
こ
れ
か
ら
は
望

め
な
い
。
都
市
化
が
進
む
な
か
、
栄
養
素
を

土
地
に
還
元
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
た
。

灌
概
の
伸
び
率
が
歴
史
的
か
つ
て
な
い
低

下
を
示
し
、
水
が
農
業
生
産
の
カ
ギ
に
な
っ

て
い
る
。

⑪
不
気
味
な
温
暖
化
・
…
：

Ｏ
肥
料
増
や
し
て
も

増
産
は
ム
リ

〈
需
要
面
〉
で
は
、
人
口
は
毎
年
九
千
万

人
増
加
し
て
お
り
、
人
口
増
加
と
と
も
に
経

済
成
長
に
よ
っ
て
も
需
要
が
増
え
て
い
る
。

イ
ン
ド
は
年
間
一
人
当
た
り
二
○
○
陀
の
穀

物
を
消
費
す
る
が
、
ア
メ
リ
カ
は
肉
、
乳
製

品
の
増
加
で
一
人
当
た
り
年
間
八
○
○
蛇
で

あ
る
。
ア
ジ
ア
は
、
工
業
が
強
く
な
り
農
業

が
弱
く
な
っ
た
。
中
国
は
一
九
九
一
年
以
降

一
○
％
強
の
成
長
率
を
示
し
、
四
年
間
で
五

七
％
の
成
長
率
を
達
成
し
て
い
る
。

世
界
人
口
の
六
割
を
占
め
る
ア
ジ
ア
の
経

済
成
長
率
は
八
％
だ
か
ら
、
穀
物
需
要
は
増

加
す
る
一
方
で
、
農
業
が
脆
弱
化
し
て
い

る
。中
国
で
は
年
収
が
五
○
％
増
加
し
た
の

で
、
肉
、
玉
子
の
消
費
が
増
え
て
い
る
。
現

在
一
人
百
個
の
玉
子
消
費
を
二
○
○
○
年
に

は
二
百
個
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る

が
、
人
口
が
十
三
億
人
だ
か
ら
二
千
六
百
億

個
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
に
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
穀
物
を
全
部
投
入
し
て

も
賄
い
き
れ
な
い
。
中
国
だ
け
で
も
こ
れ
だ

⑥
人
ロ
増
加
に

追
い
つ
か
な
い
供
給
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け
の
需
要
が
あ
る
一
方
で
、
供
給
の
伸
び
は

ゆ
る
や
か
で
あ
る
。
か
つ
て
八
百
万
ト
ン
輸

出
し
て
い
た
中
国
が
、
こ
の
二
年
間
で
は
千

六
百
万
ト
ン
の
輸
入
国
に
な
っ
た
。
カ
ナ
ダ

も
輸
出
国
で
は
な
く
な
っ
た
。
穀
物
の
上
昇

は
生
命
を
脅
か
す
。
世
銀
に
よ
れ
ば
、
十
二

億
人
が
一
日
一
ド
ル
で
生
活
し
、
所
得
の
七

五
％
を
食
料
に
消
費
し
て
い
る
。

〈
女
性
問
題
〉
に
つ
い
て
は
、
食
料
に
関

し
て
は
、
従
来
、
農
業
や
漁
業
が
責
任
を

持
っ
て
需
要
を
支
え
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
家
族
計
画
の
果
た
す
役
割
が
大
き
く
な

る
。夫
婦
が
二
人
以
上
の
子
供
を
持
つ
こ
と
に

つ
い
て
の
疑
問
が
出
て
く
る
し
、
女
性
の
り

・
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
、
ラ
イ
ッ
、

教
育
へ
の
投
資
が
必
要
に
な
る
。
家
族
計
画

の
鍵
を
握
る
の
は
女
性
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。人
口
増
加
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
な
い
と
食

料
不
足
は
回
避
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

Ｏ
女
性
へ
の
投
資
増
や
せ

主
な
ｌ
質
疑
応
答

□
鍵
艤
純
Ⅲ

「
人
口
、
農
地
、
需
要
増
の
問
題
を
考
え

る
と
各
国
の
生
産
、
自
給
率
を
高
め
る
努
力

が
必
要
だ
。
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
の
中

で
、
コ
メ
を
基
本
と
し
て
作
り
続
け
て
き
た

わ
れ
わ
れ
に
は
、
こ
う
し
た
数
千
年
に
わ
た

る
歴
史
が
あ
る
。
し
っ
か
り
と
農
業
生
産
を

続
け
て
い
か
な
い
と
、
食
料
安
全
保
障
は
破

綻
す
る
と
思
う
が
、
如
何
」

'へン単へび丙冴目ＦＶ、〆Ｖ、戸リーペゲ､'Ｖ、‘、Ｊ■グミ

自
給
自
足
は

「
各
国
の
自
給
自
足
は
必
要
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
は
余
剰
を
ベ
ー
ス
と
し

た
政
治
だ
っ
た
が
、
今
後
は
不
足
を

ベ
ー
ス
と
し
た
政
治
と
な
る
。
Ｅ
Ｕ
の

レ
ス
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
博

（
日
本
・
衆
・
自
民
）

必
要

士

’、ＴＶ、'､ゾ、‘‐、グＶ、〆ＶＶ￣、〆､'￣臼リー、
夕、ＰＶ、ハグソマ、ﾘ、ハグＶ、’Ｖ、'Ｖ、四、戸、〆、

「
途
上
国
の
農
業
は
小
規
模
零
細
経
営
で

あ
り
、
農
産
物
価
格
の
安
定
が
重
要
だ
。
し

か
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
協
定
に
よ
り
農
産
物
貿
易
が

自
由
化
さ
れ
、
価
格
が
下
落
す
る
と
大
き
な

問
題
だ
と
思
う
が
…
…
」

輸
出
税
の
よ
う
に
、
穀
物
を
持
つ
国
が

余
剰
分
を
他
の
国
と
分
か
ち
合
え
な
い

と
す
れ
ば
、
国
内
生
産
を
奨
励
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
重
要
で
は
な
い
か
」

「
輸
出
国
で
な
い
限
り
、
一
時
的
な

輸
出
禁
止
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
よ
う
に
七
割
を
輸
入
に
依
存
す

る
国
が
自
給
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
は

理
解
で
き
る
し
、
私
が
日
本
人
な
ら
そ

う
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
ブ
キ
ャ
ナ
ン
氏

不
足
時
に
備

自
給

レ
ス
タ
ー
・
ブ

ロ
霧

が
下
落
す

－
シ
ア

'８
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二
○
二
五
年
に
八
十
億
人
に
達
す
る
人
口

が
必
要
と
す
る
食
料
需
要
を
賄
う
た
め
に

は
、
土
地
・
水
等
の
乏
し
い
生
産
資
材
の
投

入
を
で
き
る
限
り
節
約
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
個
人
、
国
、
地
域
等
各
レ
ベ
ル
で

の
備
蓄
が
不
可
欠
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
地
域

と
し
て
の
備
蓄
を
検
討
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
一
戸
当
た
り
土
地
面
積
は
一

九
八
八
年
に
○
・
三
烟
だ
っ
た
の
が
九
四
年

に
は
○
・
一
八
伽
、
さ
ら
に
二
○
二
五
年
に

は
○
・
二
伽
へ
と
減
少
が
見
込
ま
れ
、
土

地
資
源
は
次
第
に
失
わ
れ
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
土
地
の
利
用
権
に
留
意
し
、

ハンＶ、〃、ザＶ令ヅヘグミ

ァ､〆字ﾐｸﾞﾏｰｰ､尹巳

昼
食
の
の
ち
午
後
二
時
か
ら
三
時
半
ま
で
ボ
ー
・
ト
ン
・
ズ
ア
ン
議
員
（
ベ
ト
ナ
ム

・
カ
ン
ト
ー
大
学
教
授
）
が
「
食
料
安
全
保
障
へ
の
道
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
討

議
し
た
。

土
地
・
水
の
確
保
と

主
要
食
料
の
備
蓄
を

の
よ
う
に
、
不
足
時
に
輸
出
を
禁
止
し

て
も
良
い
と
の
考
え
方
も
あ
り
、
各
国

’
農
民
の
土
地
利
用
を
最
大
限
に
す
る
よ
う
な

政
策
管
理
が
必
要
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
九

八
八
年
以
降
、
土
地
利
用
権
を
農
民
に
与
え

た
の
で
生
産
は
増
加
し
て
い
る
。

土
地
の
開
拓
は
新
た
な
投
資
を
必
要
と
す

る
が
、
現
在
の
ま
ま
で
も
適
正
な
資
源
管
理

に
よ
っ
て
、
持
続
可
能
な
農
業
生
産
を
生
態

系
に
合
わ
せ
て
実
行
で
き
る
。

ハグマＶ￣由り､ジ、鈩岾

凸、Ｊ、ＰＬＦ､ハジミゾ、ｸﾞ、現
在
、
輸
入
に
依
存
し
、
農
業
生
産
が
少

ｏ
コ
メ
は
自
国
で
生
産
、

自
給
す
べ
き
だ

は
人
口
扶
養
力
を
掴
ん
で
対
応
す
べ
き

だ
」

水
は
、
こ
れ
か
ら
十
年
間
に
最
も
制
限
さ

れ
る
資
源
で
、
大
問
題
に
な
る
。
雨
水
の
有

効
利
用
が
大
切
で
、
ベ
ト
ナ
ム
で
開
発
し
て

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
コ
メ
に
限
っ
て
は

自
国
で
生
産
す
べ
き
だ
と
思
う
。
政
治
的
、

社
会
的
、
緊
急
時
対
策
と
し
て
も
自
給
が
重

要
だ
。
供
給
が
減
れ
ば
価
格
が
上
が
る
。

輸
入
依
存
国
は
、
国
内
の
需
給
関
係
を
み

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
二
○
一
○
年
ま
で
に

世
界
の
食
料
生
産
は
毎
年
二
％
ず
つ
増
加

し
、
途
上
国
で
は
三
％
の
増
加
が
必
要
だ
。

各
国
、
地
域
で
食
料
を
モ
ー
ー
タ
ー
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
。

食
料
の
持
続
的
な
生
産
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
生
産
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
、
収
量
を

あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。
生
産
資
材
の
投
入
を

減
ら
し
て
、
労
働
集
約
的
に
す
る
こ
と
、
技

術
開
発
に
よ
り
反
収
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
、

食
料
用
と
し
て
使
え
る
普
通
の
飼
料
以
外
の

飼
料
で
畜
産
振
興
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
。

⑥
こ
れ
か
ら
十
年
間
”
水
“

確
保
が
大
問
題
ｌ
”
雨

水
“
利
用
の
開
発
を

J,



い
る
。
コ
メ
の
乾
燥
地
に
お
け
る
播
種
方

法
、
灌
概
技
術
の
開
発
が
必
要
だ
。
土
地
と

水
質
の
劣
化
を
防
ぐ
た
め
有
機
物
と
農
薬
・

化
学
肥
料
の
総
合
的
管
理
、
窒
素
・
燐
酸
・

カ
リ
と
微
量
栄
養
素
の
投
入
に
よ
る
土
壌
中

の
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
（
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
は
尿
素
の
錠
剤
で
、
投
入
量
を
半
分
に

削
減
し
て
い
る
）
、
病
虫
害
を
浮
き
草
を

使
っ
て
防
除
す
る
な
ど
の
管
理
や
、
生
物
学

的
雑
草
駆
除
（
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
と
い
う
方
法

な
ど
）
の
技
術
開
発
、
多
様
な
土
地
条
件
に

適
合
し
た
品
種
開
発
が
必
要
。
こ
れ
ら
適
切

な
農
業
政
策
を
作
っ
て
い
く
た
め
の
予
算
を

増
や
し
、
農
業
へ
の
情
報
を
与
え
る
こ
と
が

大
切
だ
。

市
場
及
び
価
格
政
策
に
つ
い
て
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は
、
供
給
価
格
、
農
産

物
輸
出
価
格
、
輸
出
市
場
及
び
公
正
な
貿
易

で
あ
る
。

供
給
価
格
を
決
め
る
場
合
、
都
市
貧
困
者

層
や
非
農
業
世
帯
に
考
慮
し
た
価
格
決
定
を

⑧
コ
メ
な
ど
主
食
用
『
穀
物
は

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
か
ら
外
せ

行
う
事
は
、
農
業
従
事
世
帯
に
と
っ
て
非
常

に
不
利
な
安
い
価
格
で
供
給
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
供
給
価

格
を
決
め
る
場
合
、
都
市
貧
困
者
層
に
配
慮

す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
農
業
を
維
持

で
き
る
よ
う
農
業
生
産
者
に
も
配
慮
し
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
か
ら
農
産
物
輸
出
価
格
に
関
し
て

は
、
現
在
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な
国
が
安
価
な

コ
メ
生
産
を
に
な
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
コ

メ
を
生
産
し
て
い
る
農
民
は
貧
し
く
、
生
産

の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
対
す
る
費

用
も
賄
え
な
い
で
い
る
。
現
在
の
価
格
で
は

コ
メ
を
作
れ
ば
作
る
ほ
ど
貧
し
く
な
る
と
い

う
現
象
が
お
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｇ
Ａ
Ｔ

Ｔ
で
決
め
ら
れ
た
現
在
の
制
度
の
下
で
は
、

安
く
輸
出
す
る
た
め
の
補
助
金
を
出
せ
る
国

が
、
輸
出
を
行
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
よ

う
な
貧
し
い
国
で
は
こ
の
よ
う
な
補
助
金
を

出
す
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
条

件
の
下
で
比
較
優
位
原
則
だ
け
で
コ
メ
生
産

を
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
農
民
は
ま
す
ま
す

安
い
コ
メ
を
作
る
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
農
民
は
困
窮
し
、
コ
メ
作
り
に

必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
対
す

る
投
資
は
ま
す
ま
す
お
ざ
な
り
に
さ
れ
、
コ

メ
生
産
が
ま
す
ま
す
環
境
破
壊
的
で
、
持
続

可
能
な
物
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
意
味
か
ら
も
、
将
来

の
人
口
を
扶
養
す
る
食
糧
安
全
保
障
を
重
視

す
る
な
ら
ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
場
で
協
議
を
行
い
、

コ
メ
な
ど
の
主
食
用
穀
物
を
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
か

ら
は
ず
す
べ
き
で
あ
る
。

持
続
可
能
な
食
料
安
保
へ
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
は
農
業
政
策
で
あ
る
。
研
究
予
算
の
拡

大
、
過
疎
地
域
等
の
開
発
予
算
、
草
の
根
レ

ベ
ル
で
の
情
報
提
供
予
算
等
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
。

、議伽存亡Ⅲ
（
日
本
・
衆
・
自
民
）

「
食
料
用
穀
物
を
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
か
ら
外
す
理

由
を
お
聞
き
し
た
い
。
ア
ジ
ア
地
域
の
コ
メ

主
な
ｌ
質
疑
応
答
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パ
ナ
マ
「
穀
物
生
産
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ル
ー
ル

か
ら
外
す
べ
き
だ
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
は
多
く
の
国

が
参
加
し
て
お
り
困
難
は
承
知
し
て
い
る

が
、
そ
の
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」

問
題
は
国
の
存
亡
に
関
わ
る
も
の
だ
。
日
本

に
お
い
て
も
コ
メ
は
二
、
三
千
年
の
歴
史
が

あ
り
、
田
植
え
や
、
収
穫
は
国
の
祝
日
や
皇

室
行
事
に
も
多
く
の
関
わ
り
が
あ
る
。

天
皇
陛
下
が
皇
居
で
田
植
え
を
さ
れ
た

り
、
収
穫
を
祝
っ
て
祖
先
に
捧
げ
ら
れ
た
り

し
て
神
聖
な
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
も
の
を
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
取
り
扱
う
こ
と
は
如

何
な
も
の
か
。
ア
ジ
ア
地
域
の
農
業
に
つ
い

て
は
、
単
な
る
貿
易
上
の
比
較
優
位
論
で
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
。
環
境
面
か
ら
み
て
も

農
業
の
重
要
性
は
大
き
い
」

「
ア
ジ
ア
で
は
食
料
用
穀
物
は
聖
な

る
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
食
料
で
は
な

い
。
自
由
貿
易
で
は
富
め
る
者
は
助
成

蝋
畷
焚
」

人
口
増
加
に
伴
な
い
、
一
人
当
た
り
の
水

の
使
用
可
能
量
は
減
っ
て
お
り
、
乾
燥
地
域

で
は
農
業
生
産
の
抑
制
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

植
物
が
十
分
に
生
育
す
る
た
め
に
は
、
栄

養
と
水
が
適
切
に
与
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

水
分
は
土
壌
水
分
と
し
て
根
に
吸
収
さ
れ

る
グ
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
、
河
川
を
流
れ

灌
概
に
よ
っ
て
ル
ー
ッ
ゾ
ー
ン
に
供
給
さ
れ

水
が
不
足
す
れ
ば
自
給
自
足
は
困
難

人
口
増
加
を
抑
え
、
天
水
農
業
の
開
発
を

こ
の
あ
と
同
三
時
四
十
五
分
か
ら
マ
リ
ン
・
フ
ァ
ー
ケ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

国
立
科
学
調
査
評
議
会
教
授
が
「
水
・
食
料
・
人
ロ
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

金
を
受
け
取
り
、
貧
し
い
者
は
助
成
金

の
代
わ
り
に
自
然
か
ら
収
奪
す
る
こ
と

に
な
り
、
環
境
が
悪
化
す
る
。

例
え
ば
、
エ
ビ
は
先
進
国
で
消
費
さ

れ
る
が
、
エ
ビ
の
養
殖
で
、
ベ
ト
ナ
ム

は
台
湾
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
競
争
し
た

が
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
開
発
で
、
四
年

も
す
る
と
農
業
は
破
産
し
、
マ
ン
グ

マ
リ
ン

ァ
ー
ケ
ン
マ
ー
ク
教
授

る
ブ
ル
ー
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
二
種
類
が
あ
る
。

水
分
の
必
要
量
を
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
推
計
に
よ
っ

て
み
る
と
、
一
人
一
日
二
七
○
○
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
を
ペ
ー
ス
に
、
一
年
間
で
は
一
人
当
た

り
一
六
○
○
㎡
必
要
と
な
り
、
半
乾
燥
地
で

は
五
○
％
が
土
壌
水
分
か
ら
、
五
○
％
が
灌

概
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
。

半
乾
燥
地
で
み
れ
ば
こ
れ
以
外
に
産
業

ロ
ー
ブ
は
消
失
し
た
。

日
本
は
コ
メ
を
輸
入
す
る
た
め
に
減

反
し
て
い
る
が
、
ア
メ
リ
カ
や
豪
州
は

常
に
輸
出
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
多

く
の
国
は
よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま
Ｗ
Ｔ

Ｏ
協
定
に
署
名
し
て
い
る
。
穀
物
を
Ｗ

Ｔ
Ｏ
協
定
か
ら
外
す
よ
う
働
き
か
け
て

い
く
」
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出
す
必
要
が
あ
る
。

用
、
家
庭
用
需
要
二
○
○
㎡
を
考
慮
す
る
と

一
○
○
㎡
（
一
六
○
○
㎡
×
し
／
２
＋
二
○
○

㎡
）
の
水
が
必
要
で
、
蒸
発
や
ロ
ス
を
考
え

る
と
更
に
そ
の
供
給
可
能
量
と
し
て
確
保
す

べ
き
量
は
増
加
す
る
（
残
り
八
○
○
㎡
は
土

壌
水
分
か
ら
供
給
）
。

従
っ
て
乾
燥
地
域
で
は
人
口
増
加
率
が
高

け
れ
ば
、
水
資
源
が
食
料
の
自
給
可
能
性
を

制
限
す
る
こ
と
に
な
る
。
水
資
源
が
不
足
す

る
国
は
自
給
自
足
で
き
ず
、
輸
入
食
料
の
代

り
に
比
較
優
位
性
の
あ
る
輸
出
品
目
を
捜
し

こ
の
た
め
、
政
治
家
と
し
て
と
る
べ
き
政

策
は
次
の
点
で
あ
る
。

、
水
資
源
の
抑
制
を
全
体
の
社
会
経
済
計

画
に
組
み
こ
む
こ
と
、
㈹
世
界
的
レ
ベ
ル
で

水
資
源
の
現
状
を
分
析
す
る
こ
と
、
㈲
農
業

研
究
に
対
す
る
適
切
な
支
援
、
回
人
口
扶
養

能
力
を
拡
充
す
る
こ
と
、
㈱
天
水
農
業
の
開

発
、
㈲
回
避
で
き
る
人
口
増
加
の
回
避
。

ｏ
世
界
的
レ
ベ
ル
で
水
資
源

の
現
状
分
析
を

こ
れ
に
対
し
「
長
期
間
の
灌
概
に
よ
り
塩

害
な
ど
が
発
生
（
豪
州
）
、
灌
概
へ
の
投
資
を

計
画
（
ナ
ミ
ビ
ア
）
、
人
工
湖
に
よ
る
生
態
系

へ
の
影
響
は
ど
う
か
。
海
水
の
淡
水
化
は
コ

ス
ト
高
で
あ
る
（
チ
ュ
ニ
ジ
ア
）
、
砂
漠
化
防

止
に
先
進
国
は
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し
て
ほ

し
い
（
中
央
ア
フ
リ
カ
）
、
水
問
題
は
中
東
が

深
刻
で
、
Ｇ
７
国
は
政
治
的
意
志
を
も
っ
て

ロ
重
要
性
増
す

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割

ｏ
砂
漠
化
防
止
に
先
進
国
は

誠
意
も
っ
て
対
応
を
Ｉ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
議
員
な
ど
は
市
民
社
会
の
中
の

食
料
安
全
保
障
に
お
け
る

市
民
社
会
の
役
割

量…

会
議
二
曰
圖

技
術
移
転
を
図
る
べ
き
だ
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
等

の
発
言
が
あ
っ
た
。

重
要
な
要
員
だ
。
二
十
五
年
前
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

担
当
し
て
い
た
頃
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
発
言
力
は

ま
だ
弱
か
っ
た
。
世
論
形
成
の
上
か
ら
も
市

民
社
会
の
半
数
を
占
め
る
女
性
に
マ
ス
コ
ミ

ま
た
、
イ
ン
ド
か
ら
「
水
・
食
料
確
保
の

た
め
、
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
人
権

や
環
境
を
前
面
に
出
し
て
国
づ
く
り
に
反
対

し
て
い
る
者
も
い
る
。
先
進
国
は
こ
の
よ
う

な
開
発
反
対
者
を
支
援
し
た
り
、
賞
を
与
え

た
り
す
る
が
、
国
際
社
会
と
し
て
こ
の
よ
う

な
活
動
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
意
見

が
表
明
さ
れ
た
。

喜蓉塾
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国際食料安全保障・人口開発・議員会議開く

食
料
安
全
保
障
が
個
人
レ
ベ
ル
で
達
成
さ

れ
な
い
と
、
栄
養
不
良
Ｉ
合
併
症
ｌ
生
活
能

力
の
低
下
（
特
に
子
供
、
妊
婦
）
と
い
う
悪
循

環
が
起
き
る
。
社
会
全
体
の
食
料
安
保
を
考

え
る
上
で
、
女
性
は
そ
の
核
と
な
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
女
性
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

を
改
善
し
な
け
れ
ば
「
乳
児
死
亡
率
の
増
加

ｌ
よ
り
多
く
の
出
産
ｌ
貧
困
Ｉ
生
産
性
の
低

下
－
環
境
悪
化
（
特
に
亜
熱
帯
地
方
）
と
い
う

悪
循
環
が
発
生
す
る
。

食
料
安
保
は
全
体
的
な
解
決
が
必
要
で
、

世
界
の
貧
困
が
広
が
る
と
、
麻
薬
の
蔓
延
な

ど
で
よ
り
深
刻
な
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。

食
料
生
産
者
が
貧
困
層
に
多
い
が
、
多
く

は
政
治
的
、
経
済
的
権
力
を
待
っ
て
い
な
い
。

な
ど
が
も
っ
と
光
を
あ
て
て
ゆ
く
べ
き
だ
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
政
府
と
市
民
社
会
の
橋
渡
し

を
行
う
役
割
を
持
つ
。
近
年
で
は
政
府
間
会

議
で
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
政
府
代
表
団
の
一
員
と
し

て
参
加
、
会
議
の
積
極
的
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

ロ女性が食料安保の”核“ば虻いい縦陣醐附巫洲幟岫怖らなけれ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
と
は
果
た
し
て
何
な
の

か
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
国
家
収
入
の
五
八
％

を
テ
ロ
対
策
に
使
っ
て
い
る
。

テ
ロ
撲
滅
、
核
兵
器
購
入
費
な
ど
を
中
止

す
る
よ
う
宣
言
文
に
入
れ
て
ほ
し
い
。

を
行
っ
て
い
る
。
政
府
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
関
係
を

築
く
上
で
大
切
な
要
点
は
、
①
適
切
な
政

策
、
②
対
話
と
交
渉
、
③
行
動
す
る
上
で
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
三
点
だ
。

主
な
ｌ
質
疑
応
答

国
家
収
入
の

テ
ロ
対
策

五
八
％
が

ス
リ
ラ
ン
カ

最
貧
国
の
議
員
と
し
て
、
す
べ
て
の
人
間

は
食
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
食

料
安
全
保
障
の
「
権
利
」
を
持
つ
と
い
う
こ
と

を
考
え
て
ほ
し
い
。

灸灸ヂゾごﾐZﾐ公夢ご￥ごﾐ久久鈩挙ＵＶﾐｶﾞﾐ公多ご診：Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
独
自
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
偏
向
を
い

調
整
す
る
か

食
べ
る

の
人
の

ボ
リ
ビ
ア
で
も
コ
カ
イ
ン
の
生
産
な

ど
が
大
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

根
源
解
決
が
肝
心
で
、
草
の
根
レ
ベ

ル
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
団
結
し
て
行
動

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

潜
水
艦
一
隻
分

五
、
六
校
が
建

こ
と
は
、
す
べ
て

権
利

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
。ウ
ガ
ン

か
にダ
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食料安全保障・人口・開発に関する

ジュネーブ官一

１．世界57か国の国会議員が1996年11月10日・１１日の両日、スイス国のジュネーブで開
催された国際食料安全保障・人口・開発議員会議に集い、以下の声明を行い、食料安全保
障と人口について行動を呼びかける。

前文：

２．食料安全保障を妨げている要因は多面的なものである。貧困と人口の増加、分布お
よび移動は食料安全保障を妨げる主要な原因のひとつである。社会的、政治的、経済的な
不安定性と不公正は食料安全保障を実現するうえでの重大な障害になる。

３．生活スタイル、食習慣、所得、社会組織が個人の食料需要水準を決める。人口はこ
れらの要素と相乗して需要を増大させることになる。利用する技術、人間活動の拡がりの
程度が環境へダメージを与え、環境を維持することになる。消費と消費水準に連動した廃
棄物量は必要とされる生産力を決める。

４.科学・技術がいかに進歩したとしても、この地球の限界を越えて私達は生きること

はできない。私達は、私達の惑星という閉じた有限の世界（システム）の中にある単一の
社会にあって、運命を共にしている。私達はこの現実から逃れることはできず、私達の生
存を可能にする持続可能な方法を見いださねばならないのである。

５.食料の安全保障は世界の安全保障である。それはまた、人間の創造的かつ生産的な
活動を行ううえでのエネルギーを生み出す個人の安全保障でもある。食料安全保障は人々
の幸福な生活に直接影響を与えるだけでなく、社会的安定性、生産性および平等に影響を
与え、同様に各国、地域そして世界の平和を脅す。従って、食料安全保障は、いかなる場
合においても、全ての人と全ての国にとって、そして国際社会全体にとって決定的に重要
である。
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国際食料安全保障・人口・開発・議員会議開く〈ジュネーブ宣言〉

■■■＝

、ＥＶｌＤＩｲ｣,ＣＩＡＲｌＴｌＯ、

Ｏ、

;ＥＣ〔ＲＩＴＹＰＯＩＤ'ＬｌＬＡＰｌＯＮ１、ＤＩ〕nＭ｣ＯID］11ヘァＩＯＯＤＳ

LWeParliamentariansfrom57countriesthroughouttheworldattending
theInternationalMeetingonFoodSecurity，PopulationandDevelOpmentin
Geneva，Switzerland，ｏｎｌＯ－１１Ｎｏｖｅｍｂｅｒｌ９９６，presentthefollowingstatement
aｎｄｃａＵｔｏａｃｔｉｏｎｏｎｆｏｏｄｓｅｃｕｒｉｔｙａｎｄpopulation．

ＰＲＥＡＭｍＥ

２．Foodinsecurityismultifacetedinnature・Povertyandpopulationgrowth，
distributionandmovementaremaJorcausesoffoodinsecurity，Social，political

C

andeconomicinstabilityandinjusticecontributesignificantlytoit．

３．Lifestyles，dietaryhabits，incomeandsocialorganizationdetｅｒｍｍｅ
◆

individuallevelsofdemandforfoo｡．Populationisamultiplierthatfixｅｓｔｏｔａｌ

ｄｅｍａｎｄ・Ｔｈｅｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓｉｎｕｓｅ，ｔｈｅｅｘｔｅｎｔｔｏｗｈｉｃｈｈｕｍａｎａｃｔｉｖｉｔｉｅsdamage
orsustaintheenvironment，andtheamountofwasteassociatedｗｉｔｈdifferent

levelsofconsumptiondetermineproductioncapacity．

４．Nodegreeofscientificandtechnologicalprogresswillenableustoｌｉｖｅ

ｂｅｙｏｎｄｔｈｅｌｉｍｉｔｓｏｆｔｈｅｐｌａｎｅｔearth・Ｗｅａｒｅａｌｌｐａｒｔｏｆａｓｉｎｇｌｅｃｏｍｍｕｎｉｔｙ，
destinedtoshareacommonfate，ｗｉｔｈｉｎｔｈｅｃｏｎｆｉｎｅｓｏｆｔｈｅｆｉｎｉｔｅａｎdclosed

systemofourplanet・Ｗｅｃａｎｎｏｔｅｓｃａｐｅｔｈｉｓｒｅａｌｉｔｙａｎｄｍｕstfindwaysto
ensｕｒｅｏｕｒｓｕｒｖｉｖａｌｉｎａｓｕｓｔａｉｎａｂｌｅｍａｎｎｅｒ．

５．Ｆｏｏｄｓｅｃｕｒｉｔｙｉｓｇｌｏｂａｌｓｅｃｕｒｉｔｙ、Ｉｔｉｓａｌｓｏｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｓｅｃｕｒｉｔｙｗｈｉｃh
releasesthecreativeandproductｉｖｅｅｎｅｒｇｙｏｆｈｕｍａｎｓ・Itthereforehasadirect

bearingnotonlyonpeople，ｓｗｅｌｌ－ｂｅｉｎｇｂｕｔａｌｓｏｏｎｓｏｃｉａｌｓｔａｂility，productivity
andequality，ａｓｗｅｌｌａｓｏｎｎａｔｉｏｎａｌ，regionalandworldpeace．Ｆｏｏｄsecurity，
ｔｈｕｓ，ｉｓｖｉｔａｌｌｙｉｍｐｏｒｔａｎｔｔｏａＵｐｅｏｐｌｅａｎｄａｌｌｃｏｕｎｔｒｉｅｓａｔａＵｔｉｍｅｓａｎｄｔｏｔｈｅ
internationalcommunityasawhole．
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６．以下の点については明らかである：

(a)持続可能な生産、食料の入手可能性を改善するために貧困を撲滅すべきである。

（b)食料はベイシック・ヒューマン・ニーズ（人間が生きて行くうえで基本的に必要な

もの）であり、全ての人権のうちで最も基礎となるものである。

に)開発計画（アジェンダ）のなかにおいては食料安全保障とそれに関連する社会開発

プログラムに最も高い優先順位が与えられなければならない。

（｡)平和で、安定的で、さまざまなことが実現可能な社会的、経済的、政治的環境は持

続的な食料安全保障を実現するうえでの基本的な条件である。

（e)政治的な不安定性および全て紛争は食料安全保障を達成するうえでの大きな障害と

なる。

（f)主食に関してその入手可能性を確保し分配を行ううえで平等が－特に女性と子

供に対する－必ず確保されなければならない。

(9)食料生産手段の利用と所有権の保持に関して女性は男性と平等でなければならな

い◎

(h)農村および共同体の開発は持続的な食料安全保障を実現するための前提条件であ

る。

(i)公正な貿易は持続的な食料安全保障を達成するためのひとつの重要な要素である。

(j)人口の早期安定は持続的な食料安全保障を実現するうえで最も基本的な条件である。

（k)意思決定権を女`性に委ねることが人口増加の速度を弛め、結果的に人口増加を安定

化させる最もよい方法であると考えられている；

(1)意思決定権を女性に与えるうえでの重要な最初の方策は、女性に対する教育とリプ

ロダクテイブ・ライツ（再生産に関わる権利）を確保し、全ての面におけるリプロダク

テイブ・ヘルス・ケアを提供することである。
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国際食料安全保障・人ロ・開発・議員会議開く<ジュネーブ宣言〉

６．Thefollowingpointsareself-evident8

（a)povertymustbeeradicatedtoimprovesustainableproductionandaccess
tofood；

（b)foodisabasichumanneed，constitutingoneofthemostfundamentalof
allhumanrights；

（c)food-securityandrelatedsocial-develOpmentprogrammesshouldbe
giventhehighestpriorityondevelopmentagendas；

(d)apeacefuLstableandenablingsocial,economicandpoUiticalenvironment
isafundamentalconditionforattainingsustainablefoodsecurity；

（e)politicalinstabilityandaUformsofconflictaremajorhindraIucestothe
achievementoffoodsecurity；

（f)equalaccesstoanddistributionofstaplefoodsuppliesmustbeensure｡，
especiallyforwomenandchUdren；

（８）womenmusthaveequalaccessto，andrighttoownershipof，ｔｈｅｍeans
ofproductionoffoodsupplies；

（h)ruralandcommunitydevelopmentisaprerequisitetosustainablefood
security；

(i)fairtradeisakeyelementinachievingsustainablefoodsecurity；

（j)theearlystabilizationofpopulationisaprimaryconditionforrealizing
sustainablefoodsecurity；

（k)thebestprospectforslowingandeventuallystabilizingpopulationgｒｏｗｔｈ
ｉｓｔｏｐｕｔｄｅｃｉｓｉｏｎ－ｍａｋｉｎｇｐｏｗｅｒｉｎｔｈｅｈａｎｄｓｏｆｗｏｍｅｎ；

(1)animportantfirststepininvolvingwomenindecisionmakingistoensure
theireducation，reproductiverightsandprovidethemwithreproductivehealth
careinａＵｉｔｓａｓｐｅｃｔｓ；
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⑪余剰食料の意図的な浪費は嘆かわしいことである。食品の廃棄物を最小限にするよ

うにすべきである。

７．効果的な行動のための鍵は、「擁護｣、「対話」そして「パートナーシップ」であ

る。それは－人権と基本的な自由および全ての人の平等を「擁護」すること、全ての

団体の利益を共通のものとするための「対話」を行うこと、本当の参加型のプロセスを実

現するための「パートナーシップ」を育むことであり、これらは、良き統治（グッド・ガ

バナンス）にとって不可欠の構成要素である。

行動の呼びかけ

８．私達、国会議員は政府と市民社会を結ぶ重要な存在であり、人々のニーズを代弁す

るものであり、法律を議決し採択することで私達の政府の行政部門に、世界食料サミット

初日に採択される「世界の食料安全保障に関するローマ宣言」と「世界食料サミット行動

計画」の公約の実行を強く要請するための触媒として活動する立場である。この立場か

ら、全ての議員に以下の事柄を呼びかける：

（a)「世界の食料安全保障に関するローマ宣言」と「世界食料サミット行動計画」をそ

れぞれの議会で議題とし、国民の注目を喚起する。

（b)報道機関がローマで合意された公約を幅広く報道するよう働きかけ、食料安全保障

を妨げる根本的な原因、特に人口に関連する要因の持つ重要性に対する認識を促進させ

る。そして、これらの問題を解決するためには、国レベル、地域レベル、国際レベルでの

一致協力した行動が必要であるという認識を促進する。

に)全ての人々－特に女'性、子供、最貧困層、最も脆弱な立場にいる人一に

対する人権および基本的自由を促進し保護する。

（｡)食料安全保障に影響を与える意思決定過程およびその実行を行ううえで男女の十分

なそして平等な参画を促進する。
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国際食料安全保障・人口・開発・議員会議開く〈ジュネーブ宣言〉

（lnIthedeliberatedestructionofsurplusfoodmustbedeplored，ａｎｄａｌｌｓｔｅｐｓ
ｍｕｓｔｂｅｔａｋｅｎｔｏｍｉｎｉｍｉzethewastageoffood．

７．Thekeystoeffectiveactionareadvocacy，dialogueandpartnership-
advocacyofhumanrightsandfundamentalfrｅｅｄｏｍｓａｎｄｏｆｅｑｕａｌｉｔｙｆｏｒａＵ；
dialoguetoensurethattheinteresｔｓｏｆａｌｌｐａｒｔｉｅｓａｒｅｔａｋｅｎｉｎｔｏａｃCount；and
partnershiptoensureatrulyparticipatoryprocess・Theseareintegral
componentsofgoodgovernance．

ＣＡＬＬＴＯＡＣＴＩＯＮ

８．WeParliamentarians，asthecruciallinkbetweengovernmentandcivil

societyandthemainchannelofcommunicationtoarticulatethepeople,sneeds，
aredeterminedtoactascatalyststourgetheExecutiveBranchofourGovernmentｓ

ｔｏｉｍｐｌｅｍｅｎｔｔｈｅｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔｓｓｅｔｆoｒｔｈｉｎｔｈｅＲｏｍｅＤｅｃｌａｒａｔｉｏｎｏｎWorld

FoodSecurityandtheWorldFoｏｄＳｕｍｍｉｔＰ１ａｎｏｆＡｃｔｉｏｎ，ｂｏｔｈｏｆｗｈｉｃｈｗｉｌｌｂｅ
ａｄＯｐｔｅｄａｔｔｈｅｏpeningsessionoftheWorldFoodＳｕｍｍｉｔ・Wethereforecallon
Parliamentarianseverywhere：

（a)TotabletheRomeDeclarationandWorldFoodSummitPlanofActionin

theｉｒＰａｒｌｉａｍｅｎｔｓａｎｄｔｏｂｒｉｎｇｔｈｅｍｔｏｔheattentionofthepublic；

（b)Toencouragenationalmediatogivewidecovemgetothecommitments

agrｅｅｄａｔＲｏｍｅａｎｄｔｏｐｒｏｍｏｔｅａｗａｒｅｎｅｓｓoftheimportanceoftheunderlying
causesoffoodinsecurity，inparticularthoserelatedtopopulationfactors，and
oftheneedforconcertedcoUectiveactionatthenational，regionaland
internationalleveltoaddressthem；

（c)Ｔｏｐｒｏｍｏｔｅａｎｄｐｒｏｔｅｃｔｔｈｅｈｕｍａｎｒｉｇhtsandfundamentalfreedomsof

allｐｅｏｐｌｅａｎｄｉｎｐａｒｔｉｃｕｌａｒｏｆｗｏｍｅｎ，children，ｔｈｅｐｏｏｒａｎｄｔｈｅｖｕｌｎｅｒａｂｌｅ；

（｡)Topromotethefullandequalparticipationofwomenandmenindecision
makingandactionsthataffecttheirfoodsecurity；
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（e)農村の食料生産者、特に女性が、金融制度の利用、適切な技術や、土地、水などの

生産資源を男性と同様に平等に利用し所有することができるような立法を行う。

（f)国際人口開発会議行動計画において定義された意味における、家族計画と性に関す

る健康を含むリプロダクテイブ・ヘルス（再生産に関わる健康）サービスを男女ともに利

用できるようにすることでリプロダクテイブ・ライツ（再生産に関わる権利）が確保でき

るよう促進する。

(9)万人が教育を受ける機会を促進する－特に女性や少女が教育を受けることがで

きるようにする－ことで、社会および開発のすべての側面において彼女達の参加が促

進され、再生産に関わる健康の分野を含む意思決定過程における女性の役割を改善するこ

とができ、その結果、金融制度や農業技術そして栄養資源が身近なものとなり、容易に利

用できるようになる。

（h)若者がヘルスケア、教育そしてさまざまな機会を持てるような政策を支援する。そ

してこれらは若者の食料安全保障活動への参加を促す。

（i)食料安全保障問題と栄養失調の問題を解決に導くためには、いかなる行動が適切で

あるかを明らかにするために、特に極端な貧困状態にある人や少数民族、障害者などリス

クを抱えた人々など社会的に不利な立場に置かれたグループを参加させる。

（j)国家開発政策の一部として農村の経済・社会開発を促進し、いかなるときにおいて

も人口が片寄る最大の原因となっている、急増する農村から都市への人口移動の主因を解

決する方法を探す。

（k)国家開発計画を立てるうえで水の問題を考慮に入れることは不可欠であり、それが

適切な地域では雨水を有効に利用した農業を促進する。

(1)地域共同体レペルにおける農業開発を刺激し、それが適切な場所における天水農

業、農業技術普及サービス、訓練および環境と調和的な農業技術の移転を促進することを

含む各国の食料と水の安全保障能力を高めるような投資を増大させるような法的枠組みと

政策を作り出す。
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国際食料安全保障・人口・開発・議員会議開く〈ジュネーブ宣言＞

（e)Toenactlegislationprovidingruralproducersoffood，especiallywomen，
ｗｉｔｈｅｑｕａｌａｃｃｅｓｓｔｏａｎｄｏｗｎｅｒｓｈｉｐｏfproductiveassetsmCludmgcredit，
appropriatetechnology，Ｉａｎｄａｎｄｗａｔｅｒ；

（f)Topromoteandensurereproductiverightsbymakingreproductivehealth
servicesavailabletowomenandｍｅｎ，includingfamilyplanningandsexual
healthservices，ａｓｄｅｆｉｎｅｄｉｎｔｈｅＰｒｏｇｒａｍｍｅｏｆＡｃｔｉｏnofthelnternational
ConferenceonPopulationandDevelopment；

(9)Topromoteuniversalaccesstoeducation，ｅｓｐｅｃｉａｌｌｙｏｆｗｏｍｅｎａｎｄｇｉｒｌｓ
ｓｏａｓｔoenhancetheirparticipationinaUaspectsofsocietyanddevelOpment，
ａｎｄｔｈｅｒｅｂｙｉｍｐｒｏｖｅｗｏｍｅｎｓｒｏｌｅｓｉｎdecisionmaking，includingintheareaof

reproductivehealth，andincreasetheiraccesstoanduseｏｆｃｒｅｄｉｔ，ａgricultural
technologyandnutritionalresources；

（h)Tosupportpoliciesthatprovideyouthwithbetteraccesstohealthcare，
educationandOpportunitiesandthatpromotetheirparticipationinfoodsecurity
activities；

（i)Toinvolvepeopleatrisk，especiallytheextremelypoorandmembersof

disadvantagedgroups，suchasmmoritiesandthedisabled，inidentifying
apprOpriateactionstoaddressfoodinsecurityandmalnutrition；

（j)ToencouragetheeconomicandsocialdevelOpmentofruralareasaspart
ofnationaldevelOpmentpoliciesthatseektoaddresstheprincipalcausesof
acceleratedmigrationfromruraltourbanareas，ｗｈｉｃｈｈａｓｇｉｖｅｎｒｉｓｅｔｏｔｈｅ
ｌａｒｇｅｓｔｐopulationshiftofalltimes；

（k)TOensurethatwaterisanintegralpartofnationaldevelopmentplanning
andencouragethedevelOpmentofrain-fedagriculturewhereappropriate；

(1)Todeveloplegislativeframeworksandpoliciesthatstimulateagricultural
develOpmentatthecommunitylevelandthatprovideforincreasedinvestmentin

nationalcapacityｂｕｉｌｄｉｎｇｉｎｆｏｏｄａｎｄｗａｔｅｒｓｅｃｕｒｉｔｙ，includingrain-water
harveStingwhereappropriate；extensionservices；traini、ｇ；andthetransferof
environmentallysoundagriculturaltechnology；
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、地下水管理の改善を行うことで、イヒ学物質による地下水の汚染、森林伐採、砂漠化

や集約的農業による急傾斜地における土壌侵食、灌概地域における塩害、そして水位の低

下など水に関連する問題の解決を図る゜

（､)海水および淡水における漁業資源の持続的利用と生物的多様性の保護のための国際

協定および条約の早期批准と実行を促進する。

（o)これまで確立された方法による農業研究一各国の研究所で行われている農業研

究、特に各地域に適応するための研究や、参加型の研究一を支援する。環境の価値と

その保護に必要となる経費を経済活動に組み込み、環境を保護するためのインセンティブ

を与えるような税の体形を構築する新しい学際的研究を促進する。

（p)生産の各分野ごとに公正で合理的な経済・貿易制度を構築するという点も含め、農

業、林業、漁業を環境保護と持続可能な開発の観点から見直す。

（q)より合理的な経済政策を策定するよう各国政府行政部門に働きかけていく。このよ

り合理的な経済政策は有限な地球環境を守り、人口問題を解決するうえで必要不可欠な公

正な世界貿易システムの構築を助けることになるだろう。

（r)世界貿易機関（ＷＴＯ）合意を含む国際的な協定が、各国の文化的な慣行、特に伝

統的な主食が持つ文化的慣行を侵害し、また農業生産と環境に悪影響を与えることのない

よう検証するべきである。

（s)食料輸入国と輸出国の協力と関係を強化し制度化する。そして食料を脅迫や政治的

・経済的圧力、一方的な制裁の押しつけを含む、いかなる搾取のための手段としても使わ

ないようにする。
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国際食料安全保障・人口・開発・蟻貝会議開く〈ジュネーブ宣言〉

ImIToimproveground-watermanagementandaddresssuchwater-related
problemsaspollutionofaquifersbychemicals；soilerosloncausedby
deforestation，desertificationandintensiveagriculture；salinisationofirrigated
areas；andrecedingwatertables；

（､)Topromotetheearlyratificationandimplementationofintemational
agreementsandconventionsdesignedtosustaintheuseandconservationof

fisheriesresourcesandofmarineandfreshwaterbiodiversity；

（o)Tosupportestablishedagriculturalresearch，particularlyadaptiveand
participatoryresearch，especiallythroughnationalinstitutions，andpromote
newformsofinterdisciplinarypolicyresearchforthepurposeofbuildingatax
systemthatprovidesincentivestoprotecttheenvironment，takingintoaccount
thevalueandcostofenvironmentalprotectionineconomicactivity；

（p)Toreviewtheagricultural，forestryandfisheryindustriesfromthe

perspectiveofenvironmentalpreservationandsustainabledevelopmentｗｉｔｈａ
ｖｉｅｗｔｏｂｕｉｌｄｉｎｇａｆａｉｒａｎｄｒｅａsonableeconomicandtradingsystemforeach
sectionofproduction；

（q)ToencouragetheExecutiveBranchofGovernmentstoformulatemore

rationaleconomicpoliciesthatwillhelptobuildanequitableglobaltrading
systemessentialtopresewingthefiniteglobalenvironmentandaddressing
populationconcerns；

（r)Ｔoexammeinternationalagreements，includmgthosewiththeWorld

TradeOrganization（ＷＴＯ)，toensurethattheconditionsimposedbysuch
agreementsdonotviolateculturalpracticesincludingthosearoundtraditional

foodstaplesoradverselyaffectagriculturalproductionandtheenvironmentin
thecountriesconcerned；

（s)Toencouragetheexpansionandinstitutionalizationofcooperative
relationsbetweenfood-importingandfood-exportingcountriesandthe
assurancethatfoodwillnotbeuseｄａｓａｆｏｒｍｏｆｔｈｒｅａｔ，politicalandeconomic

pressureoranymeansofexploitation，includingsanctionsimposedunnaterally；
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（t)食料安全保障を妨げる人的コストに関し、先進国と途上国の間の文化的、社会的連

帯を促進する。

(u)先進国と途上国の間で経験、アイデア、技術の交流を図るための協力関係を促進す

る。

（v)国際的な金融機関の政策や構造調整プログラムが食料安全保障に与える影響を検討

し、見直すよう奨励する。

（w)各国政府に対して食料安全保障分野で活動する多国間機関間の活動調整を行うよう

要請する。

私達はこれらの宣言を実行に移すために献身的に働く

私達国会議員は「行動への呼びかけ」の実行を成功させ、ここに述べられた挑戦を果た

すための追加的な資金や資源の動員、そして、または新たなチャンネルを作るために深く

関わり、献身的に働く。そのために、私達はすべての国の政策および意志決定者に「世界

の食料安全保障に関するローマ宣言」と「世界食料サミット行動計画」の公約を実行に移

すためにはこれらの公約に高い優先順位を与えることが必要であり、そのための政治的な

意志が必要であるということを呼びかける。そして、また私達は、全ての国に対し、近年

の主要な国際会議、特に国際人口開発会議（ＩＣＰＤ）および第４回世界女性会議（ＦＷ

ＣＷ）においてなされた公約を実行することを呼びかけ、もし必要であるならば各国のそ

して国際的な優先順位を組み替えることを強く求めるものである。
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国際食料安全保障・人ロ・開発・議員会議開く<ジュネーブ宣言〉

（t)Topromoteculturalandsocialsolidarityamongthepeopleofdeveloped
anddevelopingcountriesconcemingthehumancostoffoodinsecurity；

（u)Toencouragepartnershipbetweendevelopedanddevelopingcountriesｔｏ
ｅｘｃｈａｎｇｅｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅｓａｓｗｅｌｌａｓｉdeasandtechnologies；

（v)Toencouragetheinternationalfinancialinstitutionstoexamineand

reviewtheimpactoftheirpoliciesandstructuraladjustmentprogrammeson
foodsecurity；

（w)Tourgenationalgovemmentstofacilitatecoordination

multilateralOrganizationｓｗｏｒｋｍｇｉｎｔｈｅａｒｅａｏｆｆｏｏｄｓｅｃｕｒｉｔｙ．
ａｍｏｎｇ

ＤＥＤＩＣＡＴＩＯＮ

WeParliamentarianscommitanddedicateourselvestothesuccessful

implementationｏｆｔｈｉｓＣａｌｌｔｏＡｃｔｉｏｎａｎｄｔｏｔｈｅｅｆｆｅctivemobilizationand/orre

-channelingoftheadditionalresourcesneededatthenationalandinternational

levelstomeetthechallengessetforthherein・Ｗｅｔｈｅｒｅｆｏｒｅｃａｌｌｏnpolicyand

decisionmakersinallcountriestodemonstratethepoliticalwillrequiredtogive
highprioritytotranslatingthecommitmentsｓｅｔｆｏｒｔｈｉｎｔｈｅＷｏｒｌｄＦｏｏｄ

ＳｕｍｍｉｔＰｌanofActionmtoconcreteaction，Wealsostronglyurgeallcountries

ｔｏｈｏｎｏｕｒｔｈｅｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔｓｔｈｅｙｍａｄｅａｔｔｈｅｒｅｃｅｎｔｍａＪｏｒinternational

conferences，inparticularthelnternationalConferenceonPopulationand
DevelOpmentandtheFourthWorldConferenceonWomen，andtore-ordertheir

nationalandinternationalprioritiestodoso，ｉｆｒｅｑｕｉｒｅｄ．
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○
’
○
年
に
も
な
っ
て
ま

だ
、
四
億
人
以
上
も
飢
え
さ
せ
て
い
る
つ
も

り
か
」
と
い
う
発
一
言
を
行
い
、
多
く
の
途
上

国
の
共
感
を
得
た
。
こ
の
発
言
が
共
感
を
得

た
と
こ
ろ
に
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
難
し
さ

が
象
徴
的
に
出
て
い
る
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
内
容
に
関
し
、
日
本
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｢世界食料サミット」開く

②重ての人に倉llll室

に
と
っ
て
は
農
業
貿
易
の
扱
い
が
一
つ
の
焦

点
と
な
っ
た
。
こ
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め

に
食
料
サ
ミ
ッ
ト
文
書
を
最
終
的
に
決
め
る

高
級
事
務
レ
ベ
ル
協
議
に
日
本
か
ら
は
松
岡

利
勝
、
谷
津
義
男
の
両
衆
議
院
議
員
が
ロ
ー

マ
を
訪
れ
、
国
会
議
員
と
し
て
の
立
場
か

ら
、
各
国
と
の
交
渉
を
行
っ
た
。
そ
の
中

で
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
が
主
張
し
て
い
た
「
サ

ミ
ッ
ト
の
文
書
か
ら
将
来
の
農
業
交
渉
が
影

響
を
受
け
な
い
」
と
す
る
主
張
を
排
除
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
が
継
続

的
に
主
張
し
て
き
た
「
貿
易
の
自
由
化
や
比

較
優
位
性
を
唯
一
の
指
針
と
す
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
い
う
主
張
を
盛
り
込
み
、
サ
ミ
ッ

ト
文
書
の
中
か
ら
比
較
優
位
性
を
尺
度
と
す

る
と
い
う
文
言
は
削
除
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
農
業
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
を

折
り
込
む
こ
と
で
、
日
本
の
主
張
を
か
な
り

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
サ
ミ
ッ
ト
の

場
で
も
日
本
国
の
藤
本
孝
雄
・
農
林
水
産
大

臣
が
ス
テ
イ
ッ
メ
ン
ト
を
発
表
、
国
内
生
産

の
維
持
拡
大
に
努
め
、
食
料
の
安
定
供
給
を

目
指
す
考
え
を
表
明
し
た
。

さ
ら
に
、
桜
井
新
・
衆
議
院
議
員
が
議
長

を
務
め
た
国
際
食
料
安
全
保
障
・
人
口
・
開

発
議
員
会
議
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
宣
言
に
つ
い
て

言
及
し
、
食
料
自
給
の
確
保
な
ど
日
本
の
主

張
が
ま
た
世
界
の
国
会
議
員
の
主
張
で
も
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。

人
口
と
の
関
連
で
見
る
と
、
食
料
安
全
保

障
を
実
現
す
る
う
え
で
、
人
口
問
題
が
重
要

で
あ
る
と
い
う
認
識
は
、
カ
イ
ロ
の
国
際
人

口
開
発
会
議
行
動
計
画
を
食
料
サ
ミ
ッ
ト
行

動
計
画
の
中
に
そ
の
ま
ま
組
み
込
む
形
で
取

り
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、
家
族
計
画
、
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
お
よ
び
ラ
イ
ッ
の

取
り
扱
い
を
巡
っ
て
は
ロ
ー
マ
教
会
（
バ
チ

カ
ン
市
国
）
他
数
か
国
が
採
択
を
留
保
し

た
。こ
の
よ
う
に
、
食
料
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
お
よ

び
行
動
計
画
に
は
、
日
本
の
主
張
を
か
な
り

盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
全
体

の
基
調
は
自
由
貿
易
の
推
進
で
あ
り
、
市
場

志
向
的
な
農
業
生
産
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ

ウ
ン
ド
お
よ
び
Ｗ
Ｔ
Ｏ
合
意
か
ら
日
本
は
大

き
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
｜
方
、
人
口
の

増
加
予
測
を
前
提
と
し
た
食
料
需
給
を
考
え

て
い
く
と
き
、
輸
入
だ
け
に
頼
る
こ
と
で
果

た
し
て
充
分
な
の
か
と
い
う
疑
問
が
ぬ
ぐ
い

き
れ
な
い
。
｜
国
の
国
民
の
将
来
に
責
任
を

持
つ
国
会
議
員
立
場
と
し
て
は
食
料
の
安
全

保
障
を
確
保
す
る
た
め
の
自
給
ｌ
特
に

食
料
の
生
産
基
盤
ｌ
を
守
る
こ
と
は
不

可
欠
の
要
請
と
な
る
。

現
在
、
食
料
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
こ

れ
ま
で
の
「
余
剰
」
を
前
提
と
し
て
き
た
考
え

方
を
、
こ
れ
か
ら
は
「
不
足
」
を
前
提
と
し
て

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
の
は
、

Ｆ
Ａ
Ｏ
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立
っ
て
開

か
れ
た
国
際
食
料
安
全
保
障
・
人
口
・
開
発

議
員
会
議
で
リ
ソ
ー
ス
パ
ー
ソ
ン
を
務
め
た

ワ
ー
ル
ド
。
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
の
レ
ス
タ
ー

・
ブ
ラ
ウ
ン
所
長
で
あ
る
。

国
際
合
意
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
は
現
実
問

題
と
し
て
非
常
に
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
環
境

維
持
や
持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら
、
各
国
の

農
業
や
環
境
を
守
る
こ
と
の
で
き
る
Ｗ
Ｔ
Ｏ

の
よ
り
合
理
的
な
ル
ー
ル
を
構
築
す
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
で
あ
る

マ
フ
。

「
ロ
ー
マ
宣
言
」
文
は
和
英
対
訳
で
、

次
頁
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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、嚢M1關瀧弱､霊､闘囹R=雪籠葱爾■■■圧

ｌ我々各国首脳又は代表者は、国連食糧農業機関の招請によって開催された世界食料サ
ミットに集い、全ての人は、十分な食料に対する権利及び飢餓から解放される基本的権

利に即した安全で栄養的な食料を入手する権利を有することを再確認する。

２我々は、世界の食料安全保障（foodsecurityforall）の達成と、全ての国で飢餓の
撲滅のための努力を継続し、まず2015年までに栄養不足人口を現在の水準の半分に半減
することを目指すとの政治的意思と各国及び共通の誓約について宣誓する。

３我々は、世界全体で8億以上の人々が、そして特に開発途上国における人々が基礎的

な栄養のニーズに応えるだけの十分な食料を得ていないことは耐え難いと考える。この
状態は容認できるものではない。食料供給は相当程度増加しているが、食料の入手機会
の制約と家庭及び国レベルで食料購入に必要な所得が引き続き不十分であること、食料
需給が不安定なこと、並びに自然的及び人的災害により、基礎的な食料のニーズは満た
されていない。世界人口の増加や天然資源への圧力が見込まれることに鑑みれば、飢餓

と食料不安の問題は、地球的規模のものであり、今後緊急かつ決然とした一致した行動
がとられない限り継続し、いくつかの地域においては劇的に増加するとみられる。

４我々は、平和で安定し、人々の能力を助長するような政治的、社会的及び経済的環境

が不可欠な基礎であり、これによって各国が食料安全保障と貧困の解消に適切な優先順

位を与えることが可能になることを再確認する。民主主義、開発の権利を含む全ての人
権と基本的な自由の推進と保護、及び男女の十分で平等な参加は、持続可能な世界の食
料安全保障の達成のために必須である。

ｲ０



｢世界食料サミット」ローマ宣言

、ＩＥＩ〕ＩｌＲ１１１ｌＯ､

ＩＲＬＤＯＯＤＳＥ（【_ＲｌＴ１

Ｗｅ，theHeadsofStateandGovernment，orourrepresentatives，ｇａｔｈｅｒｅｄａｔｔｈｅ
ＷｏｒｌｄＦｏｏｄＳｕｍｍｉｔａｔtheinvitationoftheFoodandAgricultureOrganization
oftheUnitedNations，reaffirmtherightofeveryonetohaveaccesstosafeand

nutritiousfoo。，consistentwiththerighttoadequatｅｆｏｏｄａｎｄｔｈｅfund2ment21

rightofeveryonetobefreefromhunger．

Ｗｅｐｌｅｄｇｅｏｕｒｐｏｌｉｔｉｃａｌｗｉｌｌａｎｄｏｕｒｃｏｍｍｏｎａｎｄｎａｔｉｏｎａｌｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔｔｏ

ａchievingfoodsecurityfor・ａｌｌａｎｄｔｏａｎｏｎｇｏｉｎｇｅｆｆｏｒｔｔｏｅｒａｄｉcatehungerinall
countries，ｗｉｔｈａｎｉｍｍｅｄｉａｔｅｖｉｅｗｔｏｒｅｄｕｃｉｎｇｔhenumberofundernourished

peOpleｔｏｈａｌｆｔｈｅｉｒｐｒｅｓｅｎｔｌｅｖｅｌｎｏｌａｔｅｒｔｈａｎ2015.

Weconsideritintolerablethatmorethan800millionpeoplethroughouｔｔｈｅ
ｗｏｒｌｄ，andparticularlyindevelopingcountries，ｄｏｎｏｔｈａｖｅｅｎｏｕｇｈｆｏｏｄｔｏｍｅｅｔ

ｔｈｅｉｒbasicnutritionalneeds・Thissituationisunacceptable・Foodsupplieshave
increasedsubstantially，butconstraintsonaccesstofoodandcontinuing
inadequacyofhouseholdandnationalincomestopurchaｓｅｆｏｏｄ，instabilityof
supplyanddemand，ａｓｗｅｌｌａｓｎａｔｕｒａｌａｎｄｍａｎ－ｍａｄｅｄｉｓａsters，preventbasic

foodneedsfrombeingfulfilled・Theproblemsofhungerandfoodinsecurity
haveglobaldimensionsandarelikelytopersist，ａｎｄｅvenincreasedramatically
insomeregions，unlessurgent，determinedandconcertedactionistaken，given
theanticipatedincreaseinthewor1.,ｓpopulationａｎｄｔｈｅｓｔｒｅｓｓｏｎｎａｔｍｎｌ
ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ．

Wereaffirmthatapeaceful，stableandenablingpolitical，socialandeconomlc●

environmentistheessentialfoundａｔｉｏｎｗｈｉｃｈｗｉｌｌｅｎａｂｌｅＳｔａｔｅｓｔｏｇｉveadequate
prioritytofoodsecurityandpovertyeradication，Democracy，promotionand

protectionofallhumａｎｒｉｇｈｔｓａｎｄｆｕｎｄａｍｅｎｔａｌｆｒｅｅｄｏｍｓ，includingtherightto
development，ａｎｄｔｈｅｆｕＵａｎｄｅｑｕａｌｐａｒｔｉｃｉｐａｔｉｏｎｏｆｍｅｎａｎｄｗｏｍｅｎａｒｅ

ｅｓｓｅｎｔｉａｌｆｏｒachievingsustainablefoodsecurityforaU．

‘』



５貧困は食料不安の一つの主要な原因であり、貧困解消についての持続可能な進展は食

料の入手機会の改善にとって重大である。紛争、テロリズム、腐敗及び環境劣化も食料

不安を著しく助長する。

主食を含む食料の増産が図られなければならない。この増産は、天然資源の持続可能

な管理、特に工業国における持続不可能な消費と生産の撤廃及び世界人口の早期安定化

という枠組みの中で行われるべきである。我々は、特に開発途上国の農村地域におい

て、女性の食料安全保障に対する基礎的な貢献と、男女間の平等が確保される必要性を

認識する。農村地域の再活性化もまた、社会的安定を促進し、多くの国が直面している

農村から都市への過剰な人口移動を是正することを助けるため、優先事項の一つでなけ

ればならない。

６我々は、現在及び未来の世代の食料安全保障を達成するという我々の責任を果たすた

め、直ちに行動を起こすことの緊急性を強調する。食料安全保障の達成という複雑な任

務の一義的な責任は各国政府が負うべきである。各国政府は、人々の能力を助長するよ

うな環境を発展させるとともに、平和並びに社会的、政治的、経済的な安定、公平と男

女平等を確保する政策を採用しなければならない。我々は、各国社会及び多様な形で国

際社会の安定そのものにも脅威を与える飢餓の大規模な継続に深い憂慮を表明する。世

界的な枠組みの中で、世界の食料安全保障の達成に向けた諸計画について、各国政府は

また相互に積極的に協力し、更に国連諸機関、融資機関、政府間機関及び非政府機関並

びに公的部門及び民間部門と協力すべきである。

７食料は、政治的、経済的圧力の手段として利用すべきではない。我々は、国際的な協

力と団結の重要性、並びに国際法及び国連憲章に背馳し、食料安全保障を危うくする一

方的措置の採用を抑制する必要性を再確認する。

８我々は、食料安全保障の達成に向けて、人的資源の開発、研究及びインフラに対する

投資を導く政策を採用する必要性を認識する。我々は、雇用と所得の創出を奨励し、ま

た生産資源及び財源への公平なアクセスを促進しなければならない。我々は、貿易が食

料安全保障達成のための－つの重要な要素であることに合意する。我々は、生産者及び
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『世界食料サミット」ローマ宣言

PovertyisamaJorcauseoffoodinsecurityandsustainableprogresslnpoverty
●

p

eradicationiscriticaltoimprovｅａｃｃｅｓｓｔｏｆｏｏｄ・Conflict，terrorlsm，corruption
0

andenvironmentaldegradationalsocontributesignificantlytofoodinsecurity，
Increasedfoodproduction，includingstaplefo０．，ｍustbeundertakenThis
shouldhappeｎｗｉｔｈｉｎｔｈｅｆｒａｍｅｗｏｒｋｏｆｓｕｓｔａｉｎａｂlemanagementofnatural
resources，eliminationofunsustainablepatternsofconsumptionandproduction，
particularlyinindustrializedcountries，andearlystabUizationoftheworld

population・Weacknowledgethefundamentalcontributiontofoodsecuｒｉｔｙｂｙ
ｗｏｍｅｎ，particularlyinruralareasofdevelopingcountries，ａｎｄｔｈｅｎｅｅｄｔｏ
ｅｎｓｕｒｅｅｑｕａｌｉｔｙｂｅｔｗｅｅｎｍｅｎａｎｄｗｏｍｅｎ・Revitalizationofruralareasmust

ａｌｓｏｂｅａｐｒｉｏｒｉｔｙｔｏｅｎｈａｎｃｅｓｏcialstabnityandhelpredresstheexcesslverateb

ofrulPal-urbanmigrationconfrontingmanycountries．

Weemphasizetheurgencyoftakingactionnowtofulfilourresponsibilityto
achievefoodsecurityforpresentandfuturegenerations・Attainingfoodsecurity
isacompleｘｔａｓｋｆｏｒｗｈｉｃｈｔｈｅｐｒｉｍａｒｙｒｅｓｐｏｎｓibilityrestswithindividual

governments、Ｔｈｅｙｈａｖｅｔｏｄｅｖｅｌｏｐａｎｅｎａｂｌｉｎｇｅｎｖironmentandhavepolicies
thatensurepeace，ａｓｗｅｌｌａｓｓｏｃｉａｌ，politicalandeconomicstabilityandequity
andgenderequality・Weexpressourdeepconcernoverthepersistenceofhunger
which，ｏｎｓｕｃｈａｓｃａｌｅ，constitutesathreatbothtonationalsocietiesand，
throughavarietyofways，ｔｏｔｈｅｓｔａｂｉｌｉｔｙｏｆｔｈｅｉnternationalcommunityitself・
Withintheglobalframework，govermnentsshouldalsocooperateactivelywith
oneanotherandwithUnitedNationsorganizations，financialinstitutions，inter
-governmentalandnon-governmentalorganizations，andpublicandprivate
sectors，onprogrammesdirectedtowardtheachievementoffoodsecurityforalL

Ｆｏｏｄｓｈｏｕｌｄｎｏｔｂｅｕｓｅｄａｓａｎｉｎｓｔｒｕｍentforpoliticalandeconomlcpressure．
●

Wereaffirmtheimportanceofinternationalcooperationandsolidarityaswell
ａｓｔｈｅｎｅｃｅｓｓｉｔｙｏｆｒｅｆｒａｉｎｉｎｇｆｒｏｍunilateralmeasuresnotinaccordancewith

theinternationallawandtｈｅＣｈａｒｔｅｒｏｆｔｈｅＵｎｉｔｅｄＮａｔｉｏｎｓａｎｄｔｈａｔｅｎｄａｎｇｅｒ
ｆｏｏｄｓｅｃｕｒｉｔｙ．

WerecognizetheneedtoadOptpoliciesconducivetoinvestmentinhuman

resourcedevelOpment，researchandinfrastructureforachievingfoodsecurity・
Wemustencouragegenerationofemploymentandincomes，andpromote
equitableaccesstoproductiveandfinancialresources・Ｗｅａｇｒｅｅｔｈａｔｔｒａｄｅｉｓａ
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消費者が、利用可能な資源を経済的に健全かつ持続可能な形で活用することを奨励する

ような食料貿易及び全般的貿易政策を追求することに合意する。我々は、生産力の低い

地域と高い地域の双方における持続可能な農業、漁業、林業及び農村開発が食料安全保

障にとって重要であることを認識する。我々は、食料安全保障を達成するための農業

者、漁業者、林業者、先住民及び食料分野に関係する全ての人々並びに彼らの組織が効

果的な研究と普及の支援を受けて果たす基礎的な役割を認識する。我々の持続可能な開

発政策は、人々、特に女性の十分な参加と権能付与、所得の公平な配分、保健及び教育
へのアクセス並びに若年者への機会の付与を推進する。戦争、内紛、自然災害又は気候

に関連する生態系の変化の影響を受けている者を含め、適切な食生活のための十分な食

料を生産又は購買によって得られない人々に特別の注意が払われるべきである。我々

は、病害虫、干ばつ及び砂漠化を含む天然資源の劣化、魚の乱獲及び生物多様性の喪失

と戦うための緊急行動の必要性を自覚する。

９我々は、持続可能な食料安全保障のための政策の実施に向けた各国の行動を強化する

ため、途上国のための対外債務の救済を含め全ての供給源からの技術的及び財政的な資

源の動員と、その配分・利用の最適化のため、努力することを決意する。

10食料安全保障の多面的な性格により、各国による一致した行動と、各国の行動を補足

し強化するための効果的な国際的努力が必要となることを確信し、我々は次の誓約を行

う。

･我々は、貧困の解消と持続的な平和のための最も良い条件を創出するように立案さ

れ、男女平等で十分な参加を基礎として、全ての人のための持続可能な食料安全保障

を達成することに最も資する政治的、社会的及び経済的環境の確保に努める。

･我々は、貧困と不平等を解消し、及び全ての人がいかなる時にも十分で、栄養上適切

かつ安全な食料を入手する物理的及び経済的機会並びに食料の効果的な利用を改善す

ることを目的とした政策を実行する。

．我々は、農業の多面的機能を考慮しつつ、生産力の高い地域及び低い地域において、

家庭、国、地域及び地球レベルで十分かつ信頼できる食料供給にとづて不可欠で、病

秤



『世界食料サミット」ローマ宣言

keyelementinachievingfoodsecurity・Ｗｅａｇｒｅｅｔｏｐｕｒｓｕｅｆｏｏｄｔｒａｄｅａｎｄｏｖｅrall
tradepoliciesthatwillencourageourproducersandconsumerstoutilize
avaUableresourcesinaneconomicaUysoundandsustainableｍａｎｎｅｒ・We
recognisetheimportanceforfoodsecurityofsustainableagriculture，ｆisheries，
forestryandruraldevelopmentinlowaswellashighpotentialareas，We
acknowledgethefundamentalrolｅｏｆｆａｒｍｅｒｓ，fishers，foresters，indigenous
peOpleandtheircommunities，ａｎｄａｌｌｏｔｈｅｒｐｅＯｐｌｅｉｎｖｏｌｖｅｄｉｎｔｈｅfoodsector，
andoftheirorganizations，supportedbyeffectiveresearchandextension，ｍ●

attainingfoodsecurity，Oursustainabledevelopmentpolicieswillpromotefull
participationandempowermentofpeOple，especiallyｗｏｍｅｎ，anequitable
distributionofmcome，accesstohealthcareandeducation,andopportunitiesfor
youth・Particularattemionshouldbegiｖｅｎｔｏｔｈｏｓｅｗｈｏｃａｎｎｏｔｐｒｏｄｕｃｅｏｒ
ｐｒＣｅureenoughfoodforanadequatediet，includingthoseaffectedbywar，civil
strife，naturaldisasterorclimaterelatedecologicalchanges・ＷｅａｒｅｃｏｎｓｃＩｏｕｓｏ

ｏｆｔｈｅｎｅｅｄｆｏｒｕｒｇｅｎｔａｃｔｉｏｎｔｏｃｏｍｂａｔｐｅｓｔｓ，drought，andnaturalresource

degradationiｎｃｌｕｄｉｎｇｄｅｓertification，overfishinganderoslonofbiological
●

diversity．

Ｗｅａｒｅｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄｔｏｍａｋｅｅｆｆｏｒｔｓｔｏmobilize，andoptimizetheallocationand

utilisationof，techniealandfinancialresourcesfromallsources，including
externaldebtrelieffordevelopingcountries，toreinforcenationalactionsto
implementsustainablefoodsecuritypolicies．

Convincedthatthemultifacetedcharacteroffoodsecuritynecessitatesconcerted
nationalaction，andeffectiveinternationaleffortstosupplementandreinforce
nationalaction，ｗｅｍａｋｅｔｈｅｆｏＵｏｗｉｎｇｃｏｍｍｉｔｍｅｎｔｓ：

・ＷｅｗｉＵｅｎｓｕｒｅａｎｅｎａｂｌｉｎｇｐｏｌｉｔｉｃａｌ，social，andeconomlcenvIronment
● の

designedtocreatethebestconditionsfortheeradicationofpovertyaｎｄｆｏｒ
ｄｕｒａｂｌｅｐｅａｃｅ，basedonfullandequalparticipatiｏｎｏｆｗｏｍｅｎａｎｄｍｅｎ，
whichismostconducivetoachievingsustainablefoodsecurityforall；

・Ｗｅｗｉｌｌｉｍｐｌｅｍｅｎｔｐｏｌｉｃｉｅｓａｉｍｅｄａｔeradicatingpovertyandinequalityand
improvingphysicalandeconomicaccessbyall，ａｔａｌｌｔｉｍｅｓ，tosufficient，
nutritionallyadequateandsafefoodanditseffectiveutilization；

・Wewillpursueparticipatoryandsustainablefood，agriculture，fisheries，
forestryandruraldevelopmentpoliciesandpracticesinhighandlow

#５



害虫、干ばつ及び砂漠化に立ち向かうために必須な、参加型かつ持続可能な食料、農
業、漁業、林業及び農村開発政策と行動を追求する。

･我々は、食料、農産物貿易及び全般的貿易政策が、公正かつ市場指向的な世界の貿易
システムを通じて、世界の食料安全保障の促進に資することを確保するよう努力す

る。

･我々は、自然的災害及び人的な危機状況を防止し及びこれらに備え、また一時的かつ

緊急な食料需要に対して、回復、復興、開発及び将来のニーズを満たす能力を促すよ
うな方法で対応するよう努力する。

･我々は、人的資源、持続可能な食料・農業・漁業及び林業システム及び農村開発を助

長するため、生産力の高い地域及び低い地域において、公的及び民間投資の最適な配

分と利用を促進する。

･我々は、国際社会と協力しつつ、あらゆるレベルにおいて世界食料サミット行動計画

を実行し、監視し、及びフォローアップを行う。

lｌ我々は、世界食料サミット行動計画を実行することを支援し、そのために行動するこ

とを宣誓する。

1996年１１月13日、ローマ市

“



｢世界食料サミット」ローマ宣言

potentialareas,whichareessemimtoadequateandr61iablefoodsuppliesat
thehousehold，national，regionalandgloballevels，ａｎｄｃｏｍｂａｔｐｅｓｔｓ，
droughtanddesertification，consideringthemultifunctionalcharacterof
agriculture；

・Wewillstrivetoensurethatfood,agriculturaltradeandoveralltradepolicies
areconducivetofosteringfoodsecurityforaUthroughafairandmarket-
orientedworldtradesystem；

・ＷｅｗｉＵｅｎｄｅａｖｏｕｒｔｏｐｒｅｖｅｎｔａｎｄｂｅｐｒeparedfornaturaldisastersandman
-madeemergenciesandtomeettransitoryandemergencyfoodrequlre-

0

mentsinwaysthatencouragerecovery，rehabilitation，developmentanda
capacitytosatisfyfutureneeds；

・Wewillpromoteoptimalallocationanduseofpublicandprivateinvestments
tofosterhumanresources，sustainableｆｏｏｄ，agriculture，fisheriesand
forestrysystems，andruraldevelOpment，inhighandlowpotentialareas；

・Ｗｅｗｉｌｌｉｍｐｌｅｍｅｎｔ，monitor，ａｎｄｆｏｌｌｏｗ－ｕｐｔｈｉｓＰｌａｎｏｆＡｃｔｉｏｎａtalllevels
incooperationwiththeinternationalcommunity．

WepledgeouractionsandsupporttoｉｍｐｌｅｍｅｎｔｔｈｅＷｏｒｌｄＦｏｏｄＳｕｍｍｉｔＰｌａn
ofAction．

Ｒｏｍｅ，１３Ｎｏｖｅｍｂｅｒｌ９９６
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世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
の
概
要

と
今
後
の
我
が
国
の
対
応

１
は
じ
め
に

昨
年
十
一
月
、
ロ
ー
マ
に
お
い
て
世
界
の

約
一
九
○
ヶ
国
か
ら
首
脳
及
び
閣
僚
ク
ラ
ス

が
出
席
し
て
、
「
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開

催
さ
れ
た
。
本
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
今
後
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
食
料
・
農
業
及
び
食
料
安

全
・
保
障
の
問
題
が
人
類
共
通
の
重
要
課
題

と
な
る
と
見
込
ま
れ
る
中
で
、
こ
れ
ら
の
問

題
に
対
す
る
世
界
の
認
識
を
高
め
る
と
と
も

に
、
飢
餓
・
栄
養
不
良
の
撲
滅
と
食
料
安
全

厚
鶴
の
達
成
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

食
料
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
背
景
と
な
っ
た
世

界
の
食
料
問
題
を
め
ぐ
る
課
題
と
し
て
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

２
食
料
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
背
景

「
政
策
声
明
（
ロ
ー
マ
宣
言
）
」
及
び
「
行
動
計

画
」
に
は
、
今
後
各
国
や
国
際
機
関
が
採
る

べ
き
政
策
の
指
針
や
具
体
的
な
方
策
が
示
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
踏

ま
え
、
世
界
の
食
料
安
全
保
障
を
達
成
す
る

た
め
の
協
調
的
な
対
応
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
の
概
要

と
今
後
の
我
が
国
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

簡
単
に
紹
介
す
る
。

第
一
は
、
中
長
期
的
な
世
界
の
食
料
需
給

動
向
で
あ
る
。
世
界
の
人
口
は
、
今
後
も
大

幅
に
増
加
し
、
二
○
五
○
年
に
は
九
八
億
人

１
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世界食料サミットの概要と今後の我が国の対応

３
食
料
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
の
調
整

昨
年
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
一
連
の
食
料
サ
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
最
終
的
な
調
整
段
階

ミ
ッ
ト
準
備
会
合
に
お
い
て
は
、
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
各
国
間
の
立
場
の
相
違
を
背
景
と
し

で
採
択
さ
れ
る
「
政
策
声
明
」
及
び
「
行
動
計
た
案
文
調
整
作
業
が
精
力
的
に
行
わ
れ
た
。

画
」
の
内
容
に
つ
い
て
各
国
間
で
事
務
レ
ペ

ル
の
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
特
に
九
月

（
現
状
対
比
七
二
％
増
）
に
達
す
る
も
の
と
見

込
ま
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
よ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
人
口
増
加
に
対
応
す
る
だ
け
で
も
七

六
％
の
食
料
増
産
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に

食
生
活
の
高
度
化
に
よ
る
需
要
の
増
加
も
勘

案
し
た
場
合
に
は
、
世
界
全
体
で
一
二
五
％

と
い
う
大
幅
な
食
料
増
産
が
必
要
と
試
算
し

て
い
る
。
他
方
、
供
給
面
を
み
る
と
、
食
料

生
産
は
、
農
用
地
の
面
積
拡
大
の
制
約
や
地

球
環
境
問
題
の
顕
在
化
等
生
産
拡
大
を
図
る

上
で
の
種
々
の
制
約
要
因
が
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
大
幅
な

食
料
需
要
の
増
加
に
対
応
し
て
、
各
国
の
協

調
の
下
に
世
界
的
規
模
で
安
定
し
た
供
給
を

い
か
に
確
保
す
る
か
が
、
中
長
期
的
な
重
要

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

第
二
は
、
国
際
農
産
物
市
場
の
短
期
的
な

不
安
定
性
の
問
題
で
あ
る
。
上
記
の
中
長
期

的
な
問
題
に
加
え
、
農
産
物
輸
出
国
の
豊
凶

等
に
よ
る
需
給
及
び
価
格
の
大
幅
な
変
動
と

い
っ
た
現
在
及
び
将
来
と
も
起
こ
り
得
る

「
短
期
的
な
問
題
」
も
、
食
料
安
全
保
障
の
達

成
の
上
で
の
重
要
課
題
で
あ
る
。
現
に
、
農

産
物
輸
出
国
の
減
産
に
よ
る
近
年
の
国
際
穀

物
価
格
の
急
激
な
上
昇
に
よ
り
、
輸
入
国
、

特
に
低
所
得
食
料
不
足
国
は
少
な
か
ら
ぬ
影

響
を
受
け
て
い
る
。

第
三
は
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
飢
餓
・

栄
養
不
良
問
題
で
あ
る
。
現
在
、
開
発
途
上

国
を
中
心
に
約
八
億
人
が
慢
性
的
な
栄
養
不

足
に
直
面
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況

は
、
人
道
的
見
地
は
も
と
よ
り
、
食
料
の
国

際
需
給
の
安
定
化
や
開
発
政
策
上
の
観
点
か

ら
も
見
過
ご
し
得
な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅲ
我
が
国
の
主
張

我
が
国
は
、
世
界
最
大
の
食
料
純
輸
入
国

と
な
り
、
食
料
自
給
率
も
供
給
熱
量
ベ
ー
ス

で
四
六
％
と
先
進
国
の
中
で
も
異
例
に
低
い

水
準
に
あ
る
こ
と
、
中
長
期
的
な
世
界
の
食

料
需
給
は
今
後
不
安
定
的
な
局
面
が
現
れ
て

く
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
等
の
事
情
を

踏
ま
え
、
一
貫
し
て
次
の
よ
う
な
主
張
を

行
っ
た
。

①
食
料
安
全
保
障
の
問
題
は
、
人
口
・
食

料
・
環
境
と
の
密
接
な
関
連
を
踏
ま
え
て
議

論
す
べ
き
、
ま
た
、
途
上
国
の
み
な
ら
ず
食

料
輸
入
先
進
国
も
含
め
た
多
面
的
な
課
題
と

し
て
捉
え
る
べ
き
。

②
食
料
安
全
保
障
の
達
成
の
た
め
に
は
、

国
内
生
産
、
輸
入
及
び
備
蓄
を
各
国
の
状
況

に
応
じ
て
適
切
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
が
、
中
で
も
国
内
生
産
の
維
持
が

重
要
。
ま
た
、
農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
に

つ
い
て
の
認
識
が
重
要
。

③
農
産
物
貿
易
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
、

自
由
化
や
比
較
優
位
を
唯
一
の
指
針
と
す
る

こ
と
は
不
適
切
。

④
途
上
国
の
援
助
に
つ
い
て
は
、
効
率
的

な
実
施
が
必
要
。

妙



②
主
要
な
論
点
と
議
論
の
概
要

サ
ミ
ッ
ト
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
最

終
的
な
準
備
会
合
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う

な
諸
点
を
巡
っ
て
な
お
調
整
を
要
す
る
事
項

が
残
っ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
貿
易
に
つ
い
て
は
、
食
料
安

全
保
障
の
た
め
に
は
一
層
の
自
由
化
が
必
要

で
あ
る
と
す
る
米
国
や
ケ
ァ
ン
ズ
・
グ
ル
ー

プ
と
、
国
内
生
産
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す

べ
き
と
す
る
我
が
国
、
中
国
、
韓
国
等
の
意

見
の
相
違
が
あ
り
、
ま
た
、
農
業
の
多
面
的

機
能
の
認
識
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
重
視
す

べ
き
と
す
る
我
が
国
、
Ｅ
Ｕ
等
と
、
農
業
保

護
の
口
実
と
な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
米
国
、

豪
州
等
の
間
で
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
先
進
国
が
、
食
料
安
全
保
障

の
達
成
の
た
め
に
は
、
民
主
主
義
や
基
本
的

人
権
の
尊
重
、
家
族
計
画
等
の
人
口
政
策
の

必
要
性
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
途
上
国
が

強
硬
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
「
行
動
計
画
」

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
に
つ
い
て
も
、
多

く
の
先
進
国
が
国
連
シ
ス
テ
ム
全
体
と
し
て

の
取
り
組
み
を
重
視
す
べ
き
と
主
張
し
た
の

に
対
し
、
途
上
国
は
Ｆ
Ａ
Ｏ
が
中
心
的
な
役

割
を
果
た
す
べ
き
と
主
張
し
、
大
き
く
意
見

が
相
違
し
て
い
た
。

③
最
終
調
整

食
料
安
全
保
障
の
捉
え
方
や
そ
の
達
成
手

法
等
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
農
業
物
輸
出

国
と
輸
入
国
、
或
い
は
先
進
国
と
途
上
国
と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
た

が
、
各
国
と
も
対
立
を
前
面
に
出
す
こ
と
に

よ
り
食
料
サ
ミ
ッ
ト
自
体
を
失
敗
さ
せ
る
の

は
避
け
た
い
と
の
観
点
か
ら
、
十
月
三
十
一

日
に
至
っ
て
よ
う
や
く
サ
ミ
ッ
ト
文
書
の
案

文
に
つ
い
て
最
終
調
整
を
了
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

主
要
な
調
整
事
項
に
つ
い
て
の
決
着
振
り

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
貧
困
根
絶
や
食
料
の
入
手
機
会
の
確
保

に
関
連
し
て
の
人
口
政
策
の
扱
い
に
つ
い
て

は
、
一
部
途
上
国
が
宗
教
・
倫
理
上
の
理
由

か
ら
な
る
家
族
計
画
等
の
人
口
政
策
へ
の
言

及
に
反
発
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
、
国

際
人
口
・
開
発
会
議
Ｃ
九
九
四
年
・
カ
イ

ロ
）
の
報
告
書
及
び
行
動
計
画
と
整
合
性
を

保
持
し
つ
つ
実
施
す
る
と
の
表
現
で
決
着
。

②
貿
易
に
つ
い
て
の
扱
い
は
、
二
層
の

自
由
化
」
や
「
比
較
優
位
」
へ
の
言
及
を
避

け
、
食
料
及
び
農
産
物
貿
易
に
つ
い
て
は
全

体
の
貿
易
政
策
と
併
せ
、
「
公
正
で
市
場
指

向
的
な
シ
ス
テ
ム
」
を
通
じ
た
食
料
安
全
保

障
の
強
化
に
資
す
る
と
の
表
現
で
決
着
。
ま

た
、
貿
易
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
食
料

安
全
保
障
を
達
成
す
る
た
め
の
二
つ
の
重

要
な
要
素
」
と
の
表
現
に
落
ち
着
き
、
輸
出

国
が
主
張
し
て
い
た
貿
易
の
役
割
を
突
出
さ

せ
る
よ
う
な
表
現
振
り
を
回
避
。

③
農
業
の
多
面
的
機
能
の
扱
い
に
つ
い
て

は
、
最
終
的
に
は
農
産
物
貿
易
に
関
す
る
議

論
の
進
展
が
図
ら
れ
る
過
程
で
、
全
体
的
な

文
言
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
つ
つ
基
本
的
に
我

が
国
の
主
張
が
維
持
さ
れ
る
形
で
決
着
。

り
「
ロ
ー
マ
宣
言
」
及
び
「
行
動
計
画
」

以
上
の
よ
う
に
、
立
場
の
異
な
る
各
国
の

意
見
調
整
を
経
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た

「
ロ
ー
マ
宣
言
」
及
び
「
行
動
計
画
」
は
、
我
が

国
の
主
張
も
か
な
り
の
程
度
反
映
さ
れ
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
サ
ミ
ッ
ト
文
書
に
お
い
て
は
、

世
界
の
食
料
安
全
保
障
の
達
成
と
、
二
○
一

五
年
ま
で
の
栄
養
不
足
人
口
の
半
減
を
目
指

し
て
、
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
な
環
境

の
整
備
、
貧
困
の
解
消
、
持
続
可
能
な
農
林

水
産
業
生
産
、
農
業
及
び
農
村
開
発
の
た
め

３Ｄ



世界食料サミットの概要と今後の我が国の対応

４
食
料
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
約
一
九
○
ケ

国
か
ら
首
脳
ま
た
は
閣
僚
級
の
政
府
代
表
が

出
席
し
、
我
が
国
か
ら
は
藤
本
農
林
水
産
大

臣
が
政
府
首
席
代
表
と
し
て
出
席
し
た
。
会

議
で
は
、
冒
頭
ロ
ー
マ
法
王
、
伊
大
総
領
、

国
連
事
務
総
長
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
事
務
局
長
の
基
調

演
説
が
あ
り
、
続
い
て
、
準
備
会
合
で
事
務

レ
ベ
ル
の
合
意
が
な
さ
れ
て
い
た
「
ロ
ー
マ

宣
言
」
及
び
「
行
動
計
画
」
が
拍
手
を
も
っ
て

採
択
さ
れ
た
。

各
国
代
表
の
演
説
に
お
い
て
は
、
会
議
の

冒
頭
採
択
さ
れ
た
「
ロ
ー
マ
宣
言
」
等
に
対
す

る
支
持
を
表
明
し
つ
つ
、
世
界
の
食
料
安
全

曝
障
の
達
成
に
向
け
て
各
国
が
自
ら
の
立
場

に
立
っ
て
最
も
重
要
と
考
え
る
点
を
改
め
て

強
調
す
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。
す

な
わ
ち
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
の

農
産
物
輸
出
国
は
、
食
料
安
全
爆
障
の
た
め

に
は
自
由
な
貿
易
シ
ス
テ
ム
が
重
要
と
の
点

を
強
調
し
、
途
上
国
は
自
ら
抱
え
る
問
題
を

の
投
資
の
推
進
等
、
今
後
各
国
が
協
調
し
て

取
り
組
む
べ
き
七
つ
の
行
動
計
画
及
び
具
体

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

今
回
の
食
料
サ
ミ
ッ
ト
は
、
各
国
の
首
脳

や
閣
僚
が
一
堂
に
会
し
て
今
後
の
食
料
安
全

保
障
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ

た
と
い
う
点
で
、
ま
た
、
二
十
一
世
紀
に
向

け
た
食
料
・
農
業
問
題
及
び
食
料
安
全
保
障

問
題
の
重
要
性
に
つ
い
て
世
界
の
人
々
に
訴

え
る
機
会
と
な
っ
た
と
い
う
点
で
、
極
め
て

有
意
義
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
我
が
国
の
立
場
か
ら
み
て
も
、

「
ロ
ー
マ
宣
言
」
や
「
行
動
計
画
」
に
は
、
我
が

国
の
主
張
が
か
な
り
の
程
度
取
り
込
ま
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

挙
げ
つ
つ
国
際
社
会
か
ら
の
支
援
を
要
請
す

る
と
い
う
構
図
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
我
が
国
の
代
表
演
説
で

は
、
食
料
安
全
保
障
の
達
成
の
た
め
に
は
、

国
内
生
産
、
輸
入
及
び
備
蓄
の
適
切
な
組
み

的
施
策
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
（
資
料
参

昭
へ
）
。

５
食
料
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
と
今
後
の
我
が
国
の
対
応

し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
農
産
物
貿
易
を

め
ぐ
る
輸
出
国
と
輸
入
国
の
立
場
の
相
違

や
、
人
口
政
策
に
関
す
る
サ
ミ
ッ
ト
文
書
の

記
述
に
つ
い
て
一
部
の
途
上
国
が
留
保
を
表

明
し
た
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
今
回
の

サ
ミ
ッ
ト
に
よ
っ
て
全
て
の
点
に
つ
い
て
各

国
の
認
識
が
一
致
し
た
と
い
う
訳
で
は
な
い

の
も
事
実
で
あ
る
。

我
が
国
と
し
て
は
、
今
回
の
食
料
サ
ミ
ッ

ト
の
成
果
を
踏
ま
え
、
今
後
各
種
の
国
際
会

議
に
お
い
て
も
、
我
が
国
の
考
え
方
が
一
層

理
解
さ
れ
、
各
々
の
成
果
に
反
映
さ
れ
て
い

合
わ
せ
が
基
本
で
あ
り
、
中
で
も
持
続
可
能

な
国
内
生
産
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
農
業
の

多
面
的
機
能
の
認
識
が
重
要
で
あ
る
こ
と
等

を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
と
し
て

は
、
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
踏
ま
え
、
食
料
・

農
業
分
野
を
我
が
国
の
国
際
協
力
の
重
点
分

野
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
、
｜
層
努
力
し

て
い
く
旨
を
表
明
し
た
。
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く
よ
う
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
途
上
国
に
対

す
る
国
際
協
力
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
諸
国

《資科》鍵
:理:!｣:::.

｢政策声明（ローマ宣言)」

及び「行動計画」の概要
鍵

::騨署:

蕊！

の
自
助
努
力
に
よ
る
食
料
増
産
へ
の
取
り
組

み
や
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
開
発
を
支
援

す
る
た
め
、
財
政
事
情
が
厳
し
い
中
で
よ
り

｜
層
効
果
的
な
協
力
の
実
施
に
つ
い
て
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
農
林
水
産
省
・
国
際
協
力
計
画
課
）

蕊

５２



上海の都市化と経済発展セミナ

上
海
の
都
市
化
と
経
済
発
展

ｏ
左･左学金くｻ･ガケキン＞

･経済博士

･1949年中国生まれ

･中国上海社会科学院経済学修士課程修了
米国ピッツバーグ大学経済学博士課程修
了

･主な著書

「中国の年金制度」（1996年）
「上海の流動人口」（1995年）
他、多数

上
海
は
中
国
で

学
金
〈
上
海
社
会
科
学
院
副
院
長
〉

番
大
き
な
都
市
で
、
上

”
上
海
の
都
市
化
と
経
済
発
展
”
に
つ
い
て
、
三

つ
の
視
点
か
ら
お
話
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
番
目
は
、
上
海
人
ロ
の
高
齢
化
が
も
た
ら
し

た
新
し
い
問
題
の
要
因
に
つ
い
て
ｏ
二
番
目
は
、

外
部
か
ら
入
っ
て
く
る
流
動
人
ロ
が
、
上
海
の
経

済
発
展
に
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
。
三
番
目

は
、
九
○
年
代
に
お
け
る
上
海
の
都
市
化
と
経
済

発
展
に
つ
い
て
で
す
。

先
ず
、
皆
様
が
最
も
興
味
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

上
海
の
経
済
を
中
心
に
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

海
の
経
済
発
展
は
、
他
の
地
域
よ
り
急
速
に

進
ん
で
い
ま
す
。
上
海
の
経
済
成
長
率
あ
る

い
は
、
中
国
全
体
に
占
め
る
経
済
活
動
の
比

率
が
、
他
の
都
市
よ
り
は
以
前
か
ら
高
く
、

a３



一
方
内
陸
部
の
経
済
成
長
は
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

上
海
は
、
六
○
年
代
か
ら
一
家
庭
で
、
子

供
を
産
む
数
が
一
人
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

全
国
的
な
規
模
で
は
八
○
年
代
に
入
っ
て
、

や
っ
と
一
家
庭
で
二
人
の
子
を
産
む
と
い

う
、
置
き
換
え
水
準
の
レ
ベ
ル
に
達
し
た
の

で
す
。
し
た
が
っ
て
上
海
の
高
齢
化
は
他
の

地
域
よ
り
は
、
早
く
進
ん
で
い
ま
す
。

一
九
九
五
年
時
点
で
、
六
○
歳
以
上
の
上

海
人
口
は
、
全
人
口
の
一
七
％
、
六
五
歳
以

上
の
人
口
は
、
一
二
・
四
％
に
達
し
て
い
ま

す
。
二
○
二
五
年
に
な
る
と
、
六
○
歳
以
上

の
人
口
は
全
人
口
の
三
○
％
に
達
す
る
見
込

み
で
、
上
海
人
口
の
高
齢
化
は
さ
ら
に
急
速

に
進
み
ま
す
。

五
○
年
代
と
六
○
年
代
に
生
ま
れ
た
世
代

の
人
達
は
現
在
、
三
○
代
か
ら
四
○
代
の
人

達
で
、
二
○
年
た
っ
た
時
点
で
は
、
六
○
歳

に
な
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
年
寄
り
で
、
こ

の
人
達
を
支
え
る
若
者
の
数
が
少
な
く
な
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
現
状
下
で
、
上
海
が
一
番
早

く
進
め
た
の
が
、
老
人
の
生
活
保
障
体
制
で

す
。
一
九
九
四
年
ま
で
は
、
老
人
に
対
す
る

生
活
費
を
、
勤
務
先
だ
っ
た
会
社
が
退
職
金

と
し
て
支
払
っ
て
い
ま
し
た
。
勤
務
先
の
会

社
が
小
規
模
で
、
退
職
者
が
多
い
場
合
に

は
、
全
退
職
金
の
支
払
い
が
不
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
て
新
し
い
会
社
は
年

寄
り
が
少
な
く
、
退
職
金
を
支
払
う
機
会
が

あ
り
ま
せ
ん
。
退
職
金
を
払
う
企
業
と
、
退

職
金
を
払
わ
な
い
企
業
の
差
が
大
き
く
な
り

ま
し
た
。

上
海
市
政
府
は
、
社
会
保
障
制
度
を
導
入

し
た
結
果
、
す
べ
て
の
企
業
に
、
各
企
業
の

収
益
、
あ
る
い
は
社
員
給
与
の
何
割
か
を
税

金
と
し
て
市
政
府
に
納
め
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
小
企
業
と
個
人
の
企
業
か
ら
も
何
割
か

を
所
得
税
と
し
て
市
政
府
に
納
め
ま
す
。
退

職
者
は
、
市
政
府
の
保
障
制
度
か
ら
退
職
金

を
受
け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
す
べ
て
の
企
業
が
市
政
府
に
納
め

る
退
職
金
準
備
金
の
比
率
は
、
市
の
全
収
入

の
二
五
・
五
％
に
達
し
て
お
り
、
全
国
で
一

番
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
労

働
者
個
人
が
市
政
府
に
納
め
る
退
職
金
準
備

金
の
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
は
四
％
で
す
。
外
国

の
専
門
家
の
中
に
は
、
な
ぜ
上
海
は
市
政
府

に
納
め
る
退
職
金
準
備
金
の
比
率
が
、
合
わ

せ
る
と
二
九
・
五
％
に
達
す
る
の
か
、
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
疑
問
に
感
じ
る
人
が
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

現
在
、
企
業
あ
る
い
は
個
人
が
納
め
た
退
職

金
準
備
金
は
、
そ
れ
を
納
め
た
時
点
で
、
そ

れ
を
す
べ
て
退
職
者
に
払
う
の
で
は
な
く
、

そ
の
一
部
を
、
貯
蓄
に
ま
わ
し
て
い
る
の
で

す
。
こ
の
お
金
は
、
二
○
年
後
の
高
齢
化
社

会
に
使
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。
今
、
こ
れ

だ
け
の
金
額
を
貯
蓄
に
回
し
て
も
、
二
○
年

後
に
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
二
つ
問
題
が
生
じ
ま
す
。
上
海
の
企

業
は
退
職
金
準
備
金
を
市
政
府
に
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
大
変
な
負
担
に
な

り
、
市
場
の
競
争
率
が
低
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
も
う
一
つ
は
一
部
を
貯
蓄
に
回
し
て
、

二
○
年
後
に
使
お
う
と
し
て
い
る
資
金
を
ど

の
よ
う
に
活
用
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

で
き
る
だ
け
、
た
く
さ
ん
の
お
金
を
蓄
え
た

い
の
で
す
。
現
在
、
中
国
は
イ
ン
フ
レ
率
が

非
常
に
高
く
、
イ
ン
フ
レ
率
が
銀
行
の
利
子

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
貯
蓄
に
回
し
た
退
職

金
準
備
金
で
政
府
が
基
金
を
作
り
、
そ
こ
に

預
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
を
さ
ら
に
研
究
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

5イ
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最
近
の
中
国
の
農
村
の
人
口
が
、
都
市
に

流
れ
て
く
る
比
率
は
、
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
中
国
は
、
沿
岸
地
域
、
例
え
ば

上
海
と
か
広
州
な
ど
の
地
域
が
、
著
し
く
発

展
し
て
い
ま
す
。
そ
の
地
域
の
労
働
者
だ
け

で
は
、
労
働
力
を
満
た
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
同
時
に
、
大
都
市
の
生
活
レ
ベ
ル
、
収

入
が
高
い
た
め
、
農
村
か
ら
人
口
が
流
入
し

て
く
る
の
で
す
。
流
入
し
た
人
々
は
、
建
築

現
場
の
労
働
者
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
建

築
現
場
な
ど
の
労
働
力
は
現
地
で
い
く
ら
募

集
し
て
も
、
そ
れ
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
労
働
力
は
、
外
部
か
ら
の

流
動
人
口
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

上
海
の
収
入
や
生
活
レ
ベ
ル
が
高
ま
る
に

つ
れ
て
、
お
手
伝
い
さ
ん
を
雇
う
家
も
ふ
え

ま
し
た
。
お
手
伝
い
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
が
、

農
村
か
ら
流
入
し
た
人
達
で
す
。
上
海
の
流

動
人
口
が
一
九
八
○
年
時
点
で
は
七
五
万

人
、
一
九
八
八
年
に
は
一
二
五
万
人
に
、
一

九
九
三
年
で
は
二
五
一
万
人
に
達
し
ま
し

た
。

こ
の
傾
向
か
ら
、
四
～
五
年
後
に
は
、
そ

の
流
動
人
口
が
、
二
倍
に
な
る
と
予
測
さ

れ
、
上
海
の
経
済
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
上
海
市
政
府
側

か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
流
動
人
口
が
様
々

な
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
見
方
も

あ
り
、
大
い
に
憂
慮
し
て
い
る
点
は
、
大
き

く
分
け
て
三
つ
で
す
。

一
番
目
は
、
流
動
人
口
が
上
海
の
イ
ン
フ

ラ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
環
境
問
題
に
影
響
を

も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
上
海

の
交
通
渋
滞
は
ひ
ど
く
、
さ
ら
に
数
百
万
の

流
動
人
口
が
加
わ
る
と
、
さ
ら
に
状
況
は
悪

化
し
ま
す
。

二
番
目
は
、
流
動
人
口
が
、
犯
罪
率
を
高

め
る
こ
と
で
す
。
上
海
の
有
名
な
女
流
作
家

が
、
流
動
人
口
の
犯
罪
者
に
殺
害
さ
れ
る
事

件
も
起
き
て
い
ま
す
。

三
番
目
は
、
流
動
人
口
に
よ
り
、
上
海
市

の
労
働
者
の
失
業
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
最
近
、
上
海
の
一
部
の
企
業
は
不
景
気

で
、
ほ
ぼ
二
五
万
人
の
労
働
者
が
、
短
期
間

の
失
業
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
一

五
万
人
に
も
達
す
る
若
者
が
失
業
し
て
お

り
、
合
計
四
○
万
人
が
失
業
し
て
い
ま
す
。

上
海
市
政
府
は
こ
の
失
業
問
題
に
つ
い
て
、

深
い
憂
慮
を
表
し
て
い
ま
す
。

市
政
府
側
は
、
流
動
人
口
が
上
海
に
流
入

し
た
こ
と
で
、
高
い
失
業
率
を
生
み
出
し
た

と
の
見
方
を
し
、
流
動
人
口
を
制
限
す
る
措

置
を
と
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
案
内
役
、
デ
パ
ー
ト
の
店
員
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ガ
ー
ル
な
ど
に
は
、
流
動
人

口
を
使
わ
な
い
。
こ
れ
ら
の
職
は
、
上
海
の

人
達
が
、
つ
き
た
い
仕
事
だ
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

私
は
、
学
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
政
策
に

つ
い
て
は
賛
成
で
き
ま
せ
ん
。
今
上
海
の
多

く
の
労
働
者
が
失
業
し
て
い
る
の
は
、
企
業

間
の
競
争
か
ら
起
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
上
海
の
労
働
者
の
給
料
は
、
他
の
地
域

に
比
べ
る
と
、
七
○
％
は
高
い
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
と
上
海
の
土
地
の
値
段
は
、
他
の

地
域
に
比
べ
る
と
何
倍
も
高
い
と
思
い
ま

す
。こ
う
い
う
前
提
で
、
上
海
と
外
部
の
労
働

力
の
競
争
は
、
相
手
に
な
り
ま
せ
ん
。
も

し
、
市
政
府
の
政
策
で
流
動
人
口
を
制
限
し

ま
す
と
、
紡
績
企
業
、
建
設
企
業
な
ど
、
流
露

動
人
口
に
依
存
す
る
企
業
は
、
消
滅
し
て
し



ま
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
企
業
が
、
倒
産
し
て

し
ま
う
と
、
上
海
の
全
体
の
失
業
率
は
さ
ら

に
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

私
は
、
流
動
人
口
と
上
海
の
労
働
者
間
の

仕
事
の
分
担
は
、
あ
る
程
度
で
き
て
お
り
、

相
互
に
補
う
役
割
を
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。例
え
ば
、
建
築
現
場
の
仕
事
は
、
上
海
の

労
働
者
は
あ
ま
り
や
り
た
が
り
ま
せ
ん
。
も

し
流
動
人
口
を
使
わ
な
い
場
合
は
、
上
海
の

労
働
者
が
こ
れ
に
代
わ
る
こ
と
に
な
り
、
賃

金
を
大
幅
に
上
げ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
い
ま

す
。
中
国
が
、
進
め
て
い
る
市
場
開
放
は
、

労
働
力
が
自
由
に
流
動
す
る
自
由
も
含
め
て

い
ま
す
。

上
海
の
経
済
発
展
の
話
を
す
る
前
に
、
上

海
と
中
国
政
府
の
関
係
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。一
九
八
○
年
代
に
は
、
上
海
の
財
政
は
、

市
政
府
の
財
政
以
外
は
中
央
政
府
に
納
め
て lillllllIlll1li

い
ま
し
た
。
当
時
、
上
海
が
中
央
政
府
に
納

め
た
財
政
は
全
国
の
財
政
収
入
の
六
分
の
一

に
達
し
ま
し
た
。
上
海
政
府
は
、
ほ
と
ん
ど

の
収
入
を
中
央
政
府
に
納
め
て
い
た
の
で
、

土
地
開
発
を
す
る
資
金
も
な
く
、
住
宅
、
道

路
事
情
が
非
常
に
悪
か
っ
た
の
で
す
。
当
時

の
上
海
の
経
済
発
展
の
模
様
を
撮
影
す
る
場

合
は
、
二
○
年
代
か
ら
三
○
年
代
に
か
け
て

発
展
し
た
郊
外
で
し
た
。

一
九
八
八
年
に
な
り
、
中
央
政
府
は
上
海

に
、
中
央
政
府
に
支
払
う
金
額
を
決
め
た
、

特
別
な
措
置
を
と
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
一
○
五
億
元
を
中
央
政
府
に
支
払
え

ば
、
残
り
の
資
金
は
、
全
部
上
海
市
政
府
が

自
由
に
使
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
し

か
も
、
イ
ン
フ
レ
が
ひ
ど
く
、
上
海
市
政
府

が
よ
り
多
く
の
資
金
を
、
上
海
市
の
都
市
開

発
、
経
済
発
展
に
投
入
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
、
上
海
の
総
生
産
が
、
二
四
○
○
億

元
と
な
り
、
税
収
は
六
○
○
億
元
で
す
。
税

金
の
内
訳
は
、
六
○
○
億
元
の
一
一
一
分
の
二
を

中
央
政
府
に
支
払
い
、
三
分
の
一
は
上
海
の

財
政
に
使
っ
て
い
ま
す
。
’
九
九
四
年
、
中

央
政
府
は
分
税
制
度
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
一
つ
は
地
方
税
、
も
う
一
つ
は
中
央

と
地
方
が
共
有
す
る
分
業
税
で
す
。

中
央
政
府
が
、
分
税
制
度
を
実
施
し
た
の

は
、
中
央
政
府
が
よ
り
多
く
の
税
金
を
得
る

た
め
で
す
。

過
去
二
年
間
の
統
計
を
見
る
と
、
中
央
税

は
地
方
税
よ
り
そ
の
増
加
率
が
鈍
く
な
っ
て

い
ま
す
。
最
近
、
上
海
が
目
覚
ま
し
い
経
済

発
展
を
遂
げ
て
い
る
の
は
、
上
海
の
地
方
税

が
増
え
て
い
る
こ
と
と
、
外
国
企
業
が
上
海

に
多
く
投
資
を
し
て
い
る
た
め
で
す
。
例
を

あ
げ
る
と
、
一
つ
は
上
海
の
浦
東
経
済
開
発

区
の
開
発
で
す
。

一
九
九
○
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
、
浦

東
地
区
の
開
発
へ
の
外
国
資
本
は
、
一
○
○

億
ド
ル
に
達
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
企
業
が

浦
東
地
区
に
、
ア
ジ
ア
で
一
番
高
い
ビ
ル
を

建
て
る
計
画
も
あ
り
ま
す
。
外
国
の
企
業
が

投
資
す
る
場
合
、
土
地
を
買
う
の
で
は
な

く
、
五
○
年
か
ら
七
○
年
の
長
期
間
借
り
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
外
国
の
投
資
家
が
中
国

で
、
土
地
価
格
に
つ
い
て
協
議
し
、
借
り
る

土
地
の
価
値
を
決
め
る
専
門
家
の
助
言
で
効

率
的
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
個
人
と
し
て
は
、
土
地
の
価
格
を
高
く
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設
定
し
た
場
合
は
、
経
済
の
発
展
に
悪
い
影

響
を
も
た
ら
す
と
思
い
ま
す
。

地
方
財
政
の
増
加
と
外
国
資
本
の
導
入
に

よ
り
、
上
海
の
最
近
の
道
路
、
交
通
、
住
宅

の
問
題
な
ど
に
、
大
き
な
改
善
が
あ
り
ま
し

た
。
八
○
年
代
に
中
国
が
経
済
改
革
を
始
め

た
当
時
、
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
額
が
九
・
六

億
元
、
一
九
九
三
年
に
は
そ
の
額
が
一
七
二

億
元
に
達
し
て
い
ま
す
。

上
海
の
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
え

ば
、
二
つ
の
大
き
な
橋
、
大
規
模
な
ト
ン
ネ

ル
と
立
体
高
速
道
路
が
あ
り
ま
す
。

上
海
の
交
通
事
情
が
最
近
急
に
よ
く
な

り
、
住
宅
投
資
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
’
九

七
九
年
の
上
海
の
住
宅
面
積
は
二
四
五
万

㎡
、
一
九
九
三
年
に
は
六
一
六
万
㎡
、
’
九

九
五
年
に
は
八
○
○
万
㎡
に
達
し
、
上
海
住

民
の
住
宅
事
情
は
、
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

外
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
上
海
に
投
資
し

て
、
高
級
住
宅
を
建
て
、
外
国
人
に
貸
す
傾

向
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
度
に
た
く
さ

ん
建
て
る
と
売
れ
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

上
海
で
家
を
借
り
る
の
な
ら
、
今
が
チ
ャ
ン

ス
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
、
上
海
が
都
市
計
画
を
進
め

る
中
で
起
き
た
現
象
と
し
て
、
上
海
市
中
心

に
あ
っ
た
住
宅
、
工
場
な
ど
を
、
郊
外
に
移

す
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
昔
は
上
海
市
の
都
心

に
は
、
簡
易
住
宅
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
ら
を
政
府
が
買
い
取
っ
て
、
ほ
か
に
住

ま
わ
せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
多
額
の
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
外
国
の
企
業
が
、
都
心
の
簡

易
住
宅
地
を
買
い
取
り
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
を
建

て
れ
ば
、
都
心
の
住
民
は
郊
外
に
安
い
土
地

を
買
い
、
家
を
建
て
て
住
む
よ
う
に
な
り
ま

す
。上
海
で
は
こ
の
現
象
を
都
市
の
空
洞
化
と

い
い
、
も
と
も
と
上
海
の
都
心
に
住
ん
で
い

た
人
達
が
、
ほ
と
ん
ど
郊
外
に
移
り
、
都
心

は
ビ
ジ
ネ
ス
ビ
ル
街
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
上
海
の
人
口
分
布
と

人
口
密
度
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

従
来
、
上
海
の
都
心
の
人
口
分
布
は
高
く
、

一
九
八
二
年
に
一
価
当
た
り
の
人
口
密
度
は

二
万
七
○
○
○
人
で
、
郊
外
は
九
三
七
人
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
三
年
に
は
、
都
心

の
人
口
密
度
は
四
六
一
○
人
に
な
り
ま
し

た
。
’
九
八
二
年
の
都
心
の
面
積
が
二
三
○

Ｍ
だ
っ
た
の
が
、
’
九
九
三
年
に
は
二
七
五

七
Ｍ
に
な
り
、
面
積
が
約
九
倍
も
拡
大
し
た

か
ら
で
す
。

都
心
と
郊
外
の
人
口
密
度
が
変
化
し
た
の

は
、
従
来
、
都
心
の
人
口
密
度
は
高
く
、
郊

外
の
人
口
密
度
が
低
か
っ
た
か
ら
で
す
。

人
口
密
度
と
土
地
の
価
格
は
密
接
に
関
係

が
あ
り
、
人
口
密
度
が
高
け
れ
ば
、
土
地
の

価
格
も
高
く
な
り
ま
す
。
上
海
で
土
地
を
購

入
あ
る
い
は
、
借
り
る
場
合
は
、
郊
外
の
ほ

う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
都
心
の
土
地
価
格

は
、
人
口
密
度
が
減
少
傾
向
に
あ
る
の
で
、

い
ず
れ
下
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
私
が
す
す
め
る
の
は
、
価
値
が
上
が
る

傾
向
に
あ
る
都
心
に
近
い
郊
外
に
土
地
を

買
っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
口
が
郊
外
に
移
り
、
都
心
部
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
上
が
低
下
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
郊
外
の
土
地
価
格
は
、
都
心
よ
り

安
い
た
め
、
大
規
模
総
合
ス
ー
パ
ー
が
建

ち
、
品
物
の
値
段
も
都
心
部
よ
り
安
い
た

め
、
多
く
の
顧
客
を
奪
っ
て
い
ま
す
。

以
上
が
上
海
人
口
の
分
布
の
傾
向
で
す
。

上
海
が
大
き
な
経
済
発
展
を
遂
げ
た
の

は
、
産
業
構
造
の
変
化
に
理
由
が
あ
り
ま

す
。
外
国
の
投
資
は
上
海
の
工
業
部
門
に
対

し
て
で
し
た
。
そ
の
た
め
上
海
の
製
造
業
は
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発
達
し
ま
し
た
が
、
貿
易
と
金
融
関
連
が
遅

れ
て
い
ま
し
た
。
上
海
の
め
ざ
し
て
い
る
三

つ
の
目
標
は
、
貿
易
、
金
融
、
経
済
の
中
心

と
な
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
発
展
で

す
。
産
業
対
策
の
変
化
に
と
も
な
い
、
就
業

率
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
’
九
八
二
年
に

は
、
農
業
部
門
は
二
五
・
七
％
、
製
造
業
約

五
一
％
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
一
三
・
二
％
で
し

た
。
一
九
九
四
年
に
は
、
農
業
九
・
五
％
、

サ
ー
ビ
ス
業
一
一
一
四
・
三
％
、
五
六
・
一
％
が
製

造
業
で
す
。
将
来
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
労
働

者
が
さ
ら
に
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
一
方
、

農
業
と
製
造
業
の
労
働
力
は
、
だ
ん
だ
ん
減

少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
業
に
つ

い
て
は
中
央
政
府
の
政
策
に
従
い
、
大
き
く

二
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
｜
っ

は
、
伝
統
的
な
サ
ー
ビ
ス
業
、
一
つ
は
現
代

的
な
サ
ー
ビ
ス
業
で
、
保
険
、
銀
行
な
ど
金

融
機
関
へ
の
就
職
は
、
ほ
と
ん
ど
中
央
政
府

の
政
策
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

進
出
し
て
い
る
外
国
企
業
が
、
上
海
で
土

地
を
借
り
た
り
、
買
う
の
は
、
五
な
い
し
一

○
年
後
に
、
上
海
で
事
業
を
す
る
た
め
で

す
。
も
し
、
五
年
か
ら
一
○
年
後
に
、
上
海

で
直
接
外
国
企
業
が
事
業
が
で
き
な
い
な
ら

ば
、
撤
退
す
る
で
し
ょ
う
。
現
在
、
地
方
政

府
が
、
外
国
の
銀
行
が
国
内
で
人
民
元
の
交

換
業
務
を
行
え
る
よ
う
中
央
政
府
に
、
要
求

を
し
て
い
ま
す
。

上
海
が
そ
の
モ
デ
ル
ヶ
ー
ス
と
な
っ
て
お

り
、
成
功
し
た
場
合
に
は
、
全
国
に
広
め
、

世
界
的
規
模
の
貿
易
に
携
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
中
国
の
サ
ー
ビ
ス
業
や
他
の
部
門
に

も
さ
ら
に
外
国
へ
の
自
由
化
を
す
す
め
て
い

き
ま
す
。

外
国
の
企
業
が
中
国
国
内
に
も
た
ら
す
影

響
力
が
国
内
銀
行
の
競
争
力
を
高
め
る
こ
と

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
国
内
企
業

の
過
保
護
的
な
政
策
は
と
ら
な
い
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
日
本
と
中
国
は
、
地
理
的
に
も

近
く
、
友
好
的
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
中
国

は
大
き
な
市
場
を
持
っ
て
お
り
、
日
本
企
業

が
海
外
に
投
資
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
す
る
な
ら

ば
、
上
海
を
選
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

上
海
科
学
院
に
は
、
中
国
の
社
会
法
律
諮

問
機
関
が
あ
り
、
上
海
の
経
済
と
投
資
に
つ

い
て
詳
し
い
資
料
を
得
る
場
合
は
、
私
が
皆

様
に
こ
の
機
関
と
接
触
を
と
り
、
無
料
で
情

報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

上
海
市
を
訪
れ
た
日
本
輸
出
入
銀
行
の
方

に
、
な
ぜ
、
日
本
の
自
動
車
産
業
が
、
中
国

に
進
出
す
る
こ
と
に
積
極
的
で
は
な
い
の
か

と
聞
き
ま
し
た
。
私
が
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し

た
と
き
に
感
じ
た
こ
と
は
、
日
本
の
車
の
品

質
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
中
国
の
自
動

車
産
業
は
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
や
最
近

で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー

ス
と
提
携
し
て
い
ま
す
。
湖
北
省
と
広
州

は
、
す
べ
て
ド
イ
ツ
の
自
動
車
会
社
と
提
携

し
て
い
ま
す
。
唯
一
、
天
津
だ
け
は
、
日
本

の
ダ
イ
ハ
ツ
と
提
携
し
て
い
ま
す
。

今
、
国
内
の
大
き
な
自
動
車
産
業
の
市
場

は
、
タ
ク
シ
ー
部
門
で
す
。
中
国
で
は
ほ
と

ん
ど
の
地
域
が
、
ダ
イ
ハ
ツ
製
で
す
が
、
車

が
小
さ
す
ぎ
て
あ
ま
り
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
日
本
の
大
き
い
自
動
車
会
社
が
中
国
と

提
携
し
自
動
車
を
製
造
す
る
と
い
い
と
思
い

ま
す
。

中
国
の
庶
民
の
経
済
レ
ベ
ル
は
、
自
動
車

を
買
う
レ
ベ
ル
ま
で
は
達
し
て
お
ら
ず
、
多

く
の
人
が
買
い
や
す
く
な
っ
た
の
が
オ
ー
ト

バ
イ
で
す
。
中
国
で
オ
ー
ト
バ
イ
の
事
業
に

投
資
を
し
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

餌



総理府・平成７年度国勢調査結果を発表

我が国の人口ピラミツト〔平成7年(,995年),0月,日現在〕

鰯老年人口(`鐘以上の人ﾛ）

(万人〕 (万人）
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･平成７年国勢調査による10月１日現在の総人口（確定数）は、125,570,246人

･平成２年に比べ1,959,079人、率にして1.6％増加

･人口増加率は昭和55年以降低下を続け、この５年間は戦後最低

･人口増加率は埼玉県（5.5％）が最高、以下滋賀県（5.3％)、千葉県（4.4％)、沖

縄県（4.2)、奈良県（4.0％）などとなっており、１７県で全国平均を上回る

・13都県で人口が減少、人口減少率の最高は島根県と長崎県（共に1.2％）

・男女別人口は、男子が61,574,398人、女子が63,995,848人、女子が男子よりも

2,421,450人多い

図我が国の人ロの推移

〔大正９年(1920年)～平成７年(1995年)〕

人
ロ
増
加
率
克
）

０
５
０
５

２
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１
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０
０
０
０

２
０
８
８

１
１

人
ロ
（
百
万
人
）

仙
如
０

９年１４５年１０１５２０２５３０３５４０４５５０５５６０２年７
(1920)('２５）（'30）（'３５）（'４０）（'４５）（'５０）（'５５）（'60〉（'８５）（'７０）（'７５）「80）C85）（'９０）（'95）
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平成７年国勢調査による総人口の確定数は125,570,246人



総理府・平成７年度国勢調査結果を発表

"都県で老年人ﾛが年少人ﾛ悪工面葛

･年少人口（15歳未満の人口）は、総人口の15.9％

･生産年齢人口（15～64歳の人口）は、総人口の69.4％

･老年人口（65歳異常の人口）は、総人口の14.5％

･22都県で、老年人口が年少人口を上回る

｡島根県と高知県で老年人口の割合が２割を超える（島根県21.7％、高知県20.6％）
･すべての都道府県で、老年人口の割合が拡大、年少人口の割合が縮小

･未婚率は男女共に上昇し、男子が32.1％、女子が24.0％

･25～29歳の未婚率は男子が66.9％、女子が48.0％になり、男女共に調査開始（大正
９年）以来最高

･25～29歳の未婚率は、男女共に東京都が最高（男子75.8％、女子59.4％）

・一般世帯数は43,899,923世帯、平成２年に比べ7.9％増加

・一般世帯の1世帯当たり人員は2.82人で、平成２年に引き続き世帯規模が縮小
・一人世帯は11,239,389世帯で、平成２年に比べ１９．７％増加

･都道府県人口に占める一人世帯の割合は東京都（16.0％）が最高、以下北海道、神
奈川県、京都府、鹿児島県（いずれも10.6％）などとなっている

．高齢単身世帯（65歳以上の一人世帯）は2,202,160世帯、平成２年に比べ35.6％増
加、６５歳以上人口の12.1％を占める

．高齢単身世帯のうち、男子は460,159世帯、女子は1,742,001世帯、６５歳以上人口に
占める割合はそれぞれ6.1％、１６．２％

･65歳以上人口に占める高齢単身世帯の割合は鹿児島県（21.5％）が最高、以下大阪
府（17.5％)、東京都（17.3％)、高知県（17.2％)、宮崎県（１５．５％）などとなっ
ている
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社会施設の入所者は50万人を超える

･施設等の世帯人員（注）は1,793,829人、平成２年に比べ3.0％増加

注）学校の寮・寄宿舎の学生・生徒、病院・療養所の入院者、社会施設の入所者、自衛隊

営舎内居住者、矯正施設の入所者など

．このうち社会施設の入所者（注）は524,527人、うち65歳以上は325,813人

注）老人ホーム，児童保護施設などの入所者

表１全国の主要指標（平成２年・７年）

7〕内亘Ｒの筈
軍齢不詳」及び１世帯の種類小評」ｃ

一致しない

6２

(注）「年齢不詳」及び「世帯の種類不詳」の者は、総人ロに含めて表示してあるため、それぞれの内訳の合計と

(1)平成７年
（1995年）

(2)平成２年
(1990年）

5年間の増減
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総理府・平成７年度国勢調査結果を発表

表２都道府県別主要指標〈平成７年）

注）老年化指数＝(65歳以上人口÷15歳未満人口)×100
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表２都道府県別主要指標（平成７年）（続き）
(割合：総人口＝100）

6４

未婚率(％）

男 順位 女 順位

25～29歳の未婚率(％）

男 順位 女 順位

一般世帯
世帯数

一般世帯
世帯人員 卜均人員 頁位
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表２都道府県別主要指標（平成７年）（続き）
。＝ＩＣ、

6５

(宴１１今宮殿人、－１，，１

一人世帯(割合：総人口＝100）

総数 割合(％） 順位

高齢単身世帯

総数 男 女

65iiilM｣ﾆﾉⅡ.に占めるi:HM6単身雌IlUD1ilI合(%）

総数 順位 男 順位 女 順位
全国 11,239 389 9.0 2,202,160 460,159 1,742,001 12.1 6.1 16.2道
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１５

５
０
０
１
１

１
４
４
３
３

350

253

453

616

626

２
６
６
５
５

615

682

738

409

148

２
３
３
６
６

１
３
３
２
２

７３５

５７１

715

207

478

９
４
１
８
５

１
１
１
１

８
７
９
８
５

８２
８
８
６
１
１

５

４
６
５
５
６

２
２
０
９
４

３
６
５
７
５

８
１
２
１
１

３
０
６
９
１

１
２
１
１
２

３
３
４
１
５

８
８
７
４

２
１
１

５

４６鹿児島県

４７沖縄県

190

8８

4４１

４１３

1０

６

６
９

３

2８

６
０
７
２

009

914

1１

４

729

433

４
６

６
１

280

481

１
４

２
１

５
１

１

1４

８
７

５
８

３
５

９
７

２
１

７
９

１

1６



表３年齢（各歳),男女別人ロ（平成７年）
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6６

総数 男 女

50～54歳 8Ⅲ９２１，９１８ ４，４２１，７８７ ４，５００．１３１

ｎ
Ｕ
１
▲
ワ
】
ｎ
ｄ
ｊ
４

５
Ｐ
ｏ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
Ｄ
Ｐ
ｐ

１
１
１
１
１

５２９

８７０

８１７

８７４

８３０

３４６

１５３

４１４

３７８

６２７

９
７
０
８
５

５
２
０
２
０

７
９
９
９
９

251

393

511

788

844

770

942

916

945

924

O95

760

903

590

783

55～59歳 ７ 953 480 3Ⅱ９０６ ６２１ 4,046 859

５
６
７
８
９

５
５
５
５
５

１
１
１
１
１

672

460

569

618

631

９
２
５
９
５

７
１
７
６
４

５
５
５
９
８

825

７１９

７６９

７９３

７９８

２１４

９３６

５７７

８０２

０９２

７
０
９
５
３

４
４
９
２
３

８
７
７
８
８

365

５７６

９０８

１６７

７５３

60～64歳 ７ 475 1０９ ３，６１１ 948 3.863 1６１

０
１
２
３
４

６
６
６
６
６

１
１
１
１
１

566

495

505

475

432

573

647

440

２５８

１９１

２
５
６
０
６

６
２
２
１
８

７
７
７
７
６

856

277

730

919

166

８０３

７７０

７７８

７６４

７４６

７１７

３７０

７１０

３３９

０２５

65～69歳 ６ 396 078 2,998 706 3,397 372

Ｒ
】
〈
。
【
ｌ
【
己
。
）

〔
。
（
ｏ
〔
。
〔
ｏ
ｈ
Ｄ

１
１
１
１
１

１
７
１
３
２

６
２
８
３
９

３
３
２
２
１

０６９

２３７

２４７

７００

８２５

648

628

603

573

544

860

847

318

453

228

２
８
７
０
８

１
９
７
６
４

７
６
６
６
６

209

390

929

247

507

70～74歳 ４ 695 1６７ 1００４１ ５５８ ２，７５３ 609

０
１
２
３
４

７
７
７
７
７

１ 113

999

922

861

797

Ｒ
】
戸
ｏ
【
ｌ
ｎ
０
ｄ
Ｌ

ｎ
Ｕ
ｑ
）
Ｑ
１
万
Ｉ
Ｑ
Ｕ

ｎ
Ｕ
ワ
』
Ｑ
Ｕ
０
Ｕ
庁
Ｉ

４９６

４３０

３７１

３３６

３０６

５６２

６２７

２３７

６８６

４４６

617

568

551

525

491

346

608

080

290

285

75～79歳 ３，２８９ ０６７ 1，２６０ ４１１ 2,028 ６５６

貝
】
（
ｏ
【
ｌ
〔
□
。
】

汗
Ｉ
毎
Ｉ
Ｐ
Ｉ
庁
－
勺
Ｉ

ワ
》
貝
）
（
Ｕ
０
）
〔
５

ｌ
Ｑ
Ｕ
４
ｎ
）
８

Ｒ
）
〔
。
（
◎
（
Ｃ
ｌ
、

０７２

２０６

１１３

７１９

９５７

312

247

245

233

220

171

321

812

068

030

９
０
４
６
６

９
９
９
７
６

４
３
３
３
３

9０１

８８５

３０１

６５１

９１８

80～84歳 2,300 765 824 492 1,476 ２７３

０
１
２
３
４

８
８
８
８
８

542

５１５

４６１

４１９

３６２

８
１
４
９
３

９
４
７
０
４

１
１
３
２
８

202

188

164

145

122

470

880

889

548

705

339

326

296

273

240

７２８

２６１

４８５

６６１

１３８

85～89歳 1．１３６ 823 361 957 774 866

５
６
７
８
９

８
８
８
８
８

319

272

225

187

132

２
６
９
７
９

６
０
７
９
７

２
３
２
０
８

５
７
１
７
０

０
８
７
５
３

１

942

986

092

334

603

８
４
４
９
３

１
８
５
２
０

２
１
１
１

320

320

187

763

276

90～94歳 367 802 1００ ２１９ 267 583

０
１
２
３
４

９
９
９
９
９

３
８
１
４
９

１
８
７
５
３

１

845

487

960

030

480

２
４
９
３
９

３
２
１
１

４３６

７２０

４３７

８４３

７８３

１
３
２
０
９

８
６
５
４
２

409

767

523

187

697

95～99歳 6８ 944 1５ 705 5３ ２３９

Ｒ
〉
（
。
【
ｌ
Ｒ
）
。
〉

０
〕
。
〕
。
〕
Ｑ
）
、
）

６
７
２

２
１
１

７
４

１
６
６
２
９

６
９
３
４
０

３
４
５
７
８

１
２
０
６

７
３
２
０

１
０
８
７

ａ
４
２
Ｌ

６７９

０
３

２
１
９
６
３

１９０

４６４

７１６

０３６

８３３

100歳以上 ６ 1７６ 1．２０５ ４ ９７１

年齢不詳 1３０ 973 8８，５０６ 4２ ４６７

総数 男 女

総数 125.570,246 ６１，５７４，３９８ 63,995,848

O～4歳 ５ 995 254 3,070 015 2,952 239

０
１
２
３
４

１
１
１
１
１

191

201

185

208

209

578

008

263

065

340

609

614

606

619

619

216

989

889

493

428

２
６
８
８
９

８
８
７
８
８

５
５
５
５
５

362

010

374

572

912

5～9歳 ６ 540 6７１ 3,349 827 3．１９０ 844

５
６
７
８
９

１
１
１
１
１

231

269

311

349

378

252

637

187

829

766

629

640

672

690

706

916

746

371

873

９１８

１
９
８
８
１

０
１
３
５
７

６
６
６
６
６

336

888

816

956

848

10～14歳 ７ 477 805 3Ⅲ８２６ 968 3,650 ８３７

1０

１１

１２

１３

１４

１
１
１
１
１

９
０
６
１
９

３
９
０
１
２

４
４
５
５
５

０
５
８
５
７

５
８
６
１
８

２
２
８
７
６

736

762

770

７７３

７８３

１０３

４９２

６８８

７２７

９５８

７０３

７２７

７３６

７３７

７４５

１４７

７９３

１８０

９８８

７２９

15～19歳 ８ 557 958 4．３８５ 775 4，１７２ 1８３

５
６
７
８
９

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

600

642

708

756

850

305

394

325

325

609

０
３
５
８
６

２
４
７
９
４

８
８
８
８
９

866

556

464

934

955

770

798

832

857

903

439

838

861

391

654

20～24歳 ９ 895 ００１ ５，０４１ 228 ４，８５３ 773

０
１
２
３
４

２
２
．
２
２
２

１
２
２
１
１

918

009

035

989

940

874

782

857

775

713

１８９

７
６
１
３

２
３
１
８

０
０
０
９

か
９
，

１
１
１

345

784

176

951

972

937

981

999

977

956

529

908

681

824

741

25～29歳 ８ 788 1４１ ４，４５２ 125 ４，３３６ ０１６

５
６
７
８
９

２
２
２
２
２

１
１
１
１
１

883

852

815

８１６

４２０

O50

166

863

136

926

５
７
０
０
８

５
３
２
２
１

９
０
９
９
７

370

672

132

１５１

８００

927

014

895

895

702

680

494

７３１

９８５

１２６

30～34歳 ８ 126 455 4．１１３ ８４９ 4.012 ６０６

０
１
２
３
４

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１

７６０

６４７

６１２

５６３

５４３

０６０

９４７

２９４

１０１

０５３

８０１

８３４

８１６

７９０

７８０

３４８

５６６

４０３

８２５

７０７

８６８

８１３

７９５

７７２

７６２

７１２

３８１

８９１

２７６

３４６

35～39歳 ７ 822 221 3,945 809 3.876 ４１２

５
６
７
８
９

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
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494
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４

40～44歳 ９ ００６ ０７２ 4Ⅱ５２７ 352 ４０４７８ 720

０
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２
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４

４
４
４
４
４

１
１
１
１
２
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666

781
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008

O95

822
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８
９
４
６
８

３
８
０
４
０

８
８
８
９
０

１

1８８

１４１

５３１

０９３

４９９ 1

823

827

886

940

000
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632
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45～49歳 1０ 618 366 ５ 328 335 ５ 290 0３１

５
６
７
８
９

４
４
４
４
４

２
２
２
２
１
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391

371

265
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１４８

８
０
９
８

８
０
８
３

Ｏ
２
１
１

Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１１７

（
◎
（
Ｏ
Ｐ
Ｄ
｛
、
ｎ
ｏ

５
（
Ｕ
ｑ
Ｕ
Ｏ
Ｌ
ワ
』

。
】
（
ご
Ｐ
Ｄ
ｎ
》
か
Ｉ

０
０
１
【
１
０

８
０
８
２
１

０
１
１
１
７

口
■
０
０

１
１
１
１

439

322

８３６

００９
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総理府・平成７年度国勢調査結果を発表

付平成７年国勢調査主な調査時期

<問い合わせ先＞

総務庁統計局（〒162東京都新宿区若松町19番1号）

国勢統計課審査発表係0３（5273）１１５６

(インターネット）統計局ホームページアドレス

http://www.ｓtat・ｇｏ・ｊｐ

(ＦＡＸサービス）0３（5273）１１１０

6７

(参考）今回公表した「総人口の確定数」は、平成７年12月22日に公表した要計表による人口を1,742人上回った。

集計の区分 集計の内容
公表（予定）時期

全国結果 都道府県別結果

速報集計 要計表による人口

抽出速報集計

男女別人ロ及び世帯数の
速報

約１％の世帯の調査票を
用いての主要結果の速報

平成７年12月22日

平成８年６月28日

基本集計

(全数集計）
第１次基本集計

第２次基本集計

第３次基本集計

男女・年齢等の属性、世
帯・住居等に関する結果
(人口・世帯の確定数）

労働力状態、産業別構成
等に関する結果

職業別構成等に関する結
果

平成８年11月29日

平成９年1月

公表予定

平成10年３月

公表予定

平成８年７月31日

～11月29日

平成８年９月～

9年１月公表予定

平成９年10月～

10年３月公表予定



にゅうすふぉ－らむ

【
北
京
加
日
飯
田
和
郎
】
釦
日
付
共

産
党
機
関
紙
「
人
民
日
報
」
は
、
中
国
の

今
年
の
食
糧
総
生
産
量
は
昨
年
の
４
億

６
５
０
０
万
少
を
上
回
る
４
億
７
５
０

０
万
少
に
達
し
、
史
上
最
高
に
な
る
と

の
見
通
し
を
報
じ
た
。
経
済
成
長
が
続

く
中
国
が
皿
世
紀
前
半
に
食
糧
の
輸
入

大
国
に
な
り
、
世
界
的
食
糧
危
機
を
招

く
と
す
る
米
研
究
機
関
の
予
測
も
あ
る

中
で
「
食
糧
自
給
」
を
誇
示
す
る
よ
う
に

記
事
は
１
面
ト
ッ
プ
で
伝
え
ら
れ
た
。

国
家
統
計
局
の
情
報
に
よ
る
も
の

で
、
豊
作
の
理
由
は
一
部
地
域
で
水
害

が
発
生
し
た
も
の
の
、
天
候
が
お
お
む

園・口食糧生産、■今年…史上血最高一・
人
民
日
報
冒
羅
』
を
誇
示

に
功
う
す
ふ
ぉ
ｌ
ら
む

ね
順
調
だ
っ
た
た
め
。
ま
た
①
各
地
方

政
府
の
リ
ー
ダ
ー
が
率
先
し
て
食
糧
増

産
に
力
を
入
れ
た
②
食
糧
の
買
い
入
れ

価
格
が
上
が
り
、
農
民
の
生
産
意
欲
が

高
ま
っ
た
③
農
業
生
産
技
術
が
向
上
し

た
Ｉ
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
．

中
国
の
耕
地
面
積
は
地
球
全
体
の
耕

地
面
積
の
７
％
し
か
な
い
が
、
世
界
総

人
口
の
皿
％
を
養
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
農
地
の
工
業
用
地
転
化
も
進
み
、

現
在
の
農
業
生
産
水
準
に
と
ど
ま
る
な

ら
、
二
○
○
○
年
に
は
１
０
０
０
万
少

の
食
糧
が
不
足
す
る
と
い
う
専
門
家
の

試
算
も
あ
る
。
「
食
糧
生
産
は
特
別
な

重
要
性
を
持
つ
」
（
李
鵬
首
相
）
わ
け

だ
。農
業
省
な
ど
関
係
部
門
は
メ
デ
ィ
ア

な
ど
を
使
い
、
西
側
研
究
機
関
に
よ
る

「
食
糧
危
機
元
凶
説
は
悪
質
な
中
傷
」
と

反
論
す
る
一
方
、
今
年
か
ら
二
○
○
○

献じ

年
ま
で
に
年
間
総
生
産
量
を
５
億
少
に

引
き
上
げ
る
５
年
計
画
を
立
て
て
お

り
、
初
年
度
の
好
成
績
の
予
測
に
ま
ず

は
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い
る
よ
う
だ
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
。
十
・
｜
）
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東
京
都
で
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人

口
が
十
四
歳
ま
で
の
年
少
人
口
を
初
め

て
上
回
っ
た
こ
と
が
、
総
務
庁
の
国
勢

調
査
を
も
と
に
し
た
東
京
都
分
の
基
本

集
計
結
果
で
分
か
っ
た
。
都
で
は
こ
の

傾
向
は
し
ば
ら
く
継
続
す
る
と
み
て
お

り
、
首
都
・
東
京
も
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
を
迎
え
た
と
い
え
そ
う
だ
。

デ
ー
タ
は
九
五
年
十
月
に
実
施
し
た

国
勢
調
査
の
う
ち
、
人
口
な
ど
に
関
す

る
第
一
次
基
本
集
計
結
果
を
ま
と
め

た
。
老
年
人
口
は
百
五
十
三
万
六
百
九

十
五
人
で
、
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は

九
○
年
に
実
施
し
た
前
回
調
査
の
一
○

・
五
％
か
ら
一
三
・
○
％
に
拡
大
。
一

方
、
年
少
人
口
は
百
四
十
九
万
九
千
百

二
十
六
人
で
、
前
回
の
一
四
・
六
％
か

ら
一
二
・
二
％
に
低
下
し
て
い
る
。

九
○
年
の
国
勢
調
査
ま
で
は
、
全
都

道
府
県
で
年
少
人
口
が
老
年
人
口
を
上

回
っ
て
い
た
。
今
回
の
国
勢
調
査
に
基

■ｕ困匹ｴ.■
都②老年人口

初めて嘩少｣Ｔ
ＪＬ回る■．
65歳以上し13%に

我
々
の
世
界
は
今
や
政
治
的
指
導
者

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
ほ
ど
の
速

さ
で
変
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
技
術
の

進
歩
だ
け
が
原
因
で
は
な
い
。
人
□
の

急
増
、
加
速
す
る
経
済
成
長
、
そ
し
て

拡
大
し
続
け
る
人
類
の
需
要
と
自
然
が

持
つ
能
力
の
限
界
と
の
衝
突
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

今
日
で
は
人
口
の
増
加
を
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
さ
え
難
し
い
。
’
九
五
○

年
以
降
に
生
ま
れ
た
人
の
数
は
、
人
類

が
直
立
し
て
か
ら
そ
れ
ま
で
の
四
百
万

年
の
間
に
誕
生
し
た
人
口
を
上
回
っ
て

い
る
。

世
界
経
済
の
成
長
ペ
ー
ス
は
も
っ
と

速
い
。
九
五
年
ま
で
の
十
年
間
の
総
生

産
額
は
、
文
明
の
誕
生
か
ら
一
九
五
○

づ
く
基
本
集
計
は
二
十
九
都
府
県
で
発

表
し
て
い
る
が
、
う
ち
十
六
部
県
で
年

少
と
老
年
の
人
口
比
率
が
逆
転
し
て
い

る
。こ
の
ほ
か
、
集
計
結
果
に
よ
る
と
都

区
部
の
人
口
は
七
百
九
十
六
万
七
千
六

百
十
四
人
で
、
六
○
年
か
ら
維
持
し
て

邇函

■■人L

liliiiJJJ
J臺鷺
■曇■L■■

年
ま
で
の
総
生
産
額
を
上
回
っ
て
い

る
。
途
上
国
の
経
済
成
長
は
さ
ら
に
勢

い
が
あ
る
。
中
国
は
九
五
年
ま
で
の
五

年
間
に
一
人
当
た
り
の
所
得
が
五
割
以

上
増
加
し
た
。

中
国
は
自
動
車
中
心
の
交
通
体
系
の

構
築
を
目
指
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対

し
一
部
の
学
者
が
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

る
。
同
国
の
人
口
密
度
は
欧
米
人
の
想

像
を
超
え
て
お
り
、
欧
米
流
の
経
済
モ

デ
ル
を
そ
の
ま
ま
世
界
に
適
用
す
る
の

は
無
理
が
あ
る
。

天
然
資
源
に
対
す
る
需
要
の
増
加

ペ
ー
ス
も
驚
異
的
だ
。
そ
の
増
加
ぶ
り

は
地
球
の
能
力
の
限
界
を
超
え
始
め
、

漁
場
の
消
滅
、
地
下
水
面
の
下
降
、
森

林
の
減
少
、
野
生
生
物
の
絶
滅
な
ど
の

き
た
八
百
万
人
台
を
割
り
込
ん
だ
。
ま

た
高
齢
単
身
世
帯
数
は
二
十
六
万
四
千

六
百
三
十
六
世
帯
と
、
前
回
よ
り
四
一

・
二
％
の
増
加
。
人
口
は
千
百
七
十
七

万
三
千
六
百
五
人
で
、
前
回
よ
り
○
・

七
％
減
少
し
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
六
・
十
・
｜
）

形
で
表
れ
て
い
る
。

表
土
の
流
出
に
よ
り
人
口
増
加
を
賄

う
食
糧
生
産
は
困
難
だ
。
ま
た
世
界
の

平
均
気
温
は
上
昇
を
続
け
、
米
大
陸
を

襲
っ
た
熱
波
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
量

に
影
響
、
価
格
の
上
昇
を
も
た
ら
し

た
。
ま
た
気
象
災
害
に
よ
る
損
失
保
険

の
支
払
い
が
増
え
て
お
り
、
温
暖
化
の

経
済
的
影
響
は
す
で
に
現
実
の
も
の
に

な
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
が
次
の
世
代
の
た
め
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
次
の
二
つ

だ
。
ま
ず
人
口
の
安
定
化
。
政
界
で
も

ビ
ジ
ネ
ス
界
で
も
リ
ー
ダ
ー
が
こ
の
問

題
に
つ
い
て
発
言
す
る
こ
と
が
必
要

だ
。
第
二
は
気
候
の
変
動
の
安
定
化

だ
。
使
い
捨
て
社
会
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル

へ
産
業
を
再
構
築
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
構
造
も
見
直
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
現
在
の
ト
レ
ン
ド
を
逆
転
さ

せ
る
こ
と
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
な
の
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
六
・
十
・
七
）
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東
京
商
工
会
議
所
（
稲
葉
輿
作
会
頭
）

は
、
１
．
蛆
ま
で
低
下
し
た
合
計
特
殊

出
生
率
（
１
人
の
女
性
が
生
涯
に
産
む

平
均
子
供
数
）
を
何
と
か
回
復
さ
せ
よ

う
と
、
「
少
干
化
問
題
を
考
え
る
懇
談

会
」
を
設
け
、
７
日
初
会
合
を
開
い

た
。
来
年
３
月
に
政
府
へ
の
提
言
を
ま

と
め
る
。

会
合
で
は
、
高
山
憲
之
・
一
橋
大
教

授
が
「
男
女
の
賃
金
格
差
が
縮
小
し
、

子
育
て
が
価
値
を
生
ま
な
く
な
る
一

方
、
社
会
は
依
然
と
し
て
妊
婦
や
子
連

れ
に
対
し
て
温
か
く
な
い
」
と
基
調
報

告
し
た
。

旧
人
の
委
員
の
う
ち
、
女
性
メ
ン

バ
ー
は
、
小
泉
清
子
・
鈴
乃
屋
会
長
、

今
野
由
梨
・
ダ
イ
ヤ
ル
サ
ー
ビ
ス
社

長
、
脇
田
直
枝
・
電
通
Ｅ
Ｙ
Ｅ
社
長
の

３
人
だ
が
、
う
ち
１
人
か
ら
は
「
『
子

供
は
欲
し
い
が
夫
は
要
ら
な
い
』
と
い

う
価
値
観
が
女
性
の
な
か
に
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
。
頼
り
が
い
の
あ
る
男
性
が
い

な
い
こ
と
も
晩
婚
化
の
一
因
」
と
の
発

言
も
あ
っ
た
。

四匹虹出
生
率
の
低
下
に
霊
窒

・
霧
が
少
子
化
懇
設
實
提
言

合
計
特
殊
出
生
率
は
一
九
九
三
年
に

１
．
妬
に
低
下
し
た
後
、
翌
年
に
は
１
．

卵
ま
で
回
復
し
た
が
、
九
五
年
に
１
．

蛆
と
史
上
最
低
を
更
新
。
将
来
の
労
働

力
や
購
買
力
な
ど
へ
の
影
響
も
必
至

で
、
東
商
は
「
企
業
、
地
域
と
し
て
で

き
る
こ
と
か
ら
考
え
よ
う
」
と
の
狙
い

で
懇
談
会
を
設
置
し
た
。

【
磯
野
彰
彦
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
。
十
・
八
）

【
マ
ニ
ラ
７
日
Ⅱ
佐
藤
浩
章
】
中
国

が
二
○
一
○
年
に
小
麦
と
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
輸
入
を
年
間
二
千
七
百
万
少
前
後

に
拡
大
し
、
結
果
と
し
て
国
際
市
場
価

格
が
○
・
二
’
○
・
四
％
程
度
上
昇
す
る

と
予
測
し
て
い
る
こ
と
が
、
七
日
ま
で

邇匿江

鯛裏
上が▲るみ

に
わ
か
っ
た
。
マ
ニ
ラ
で
開
い
た
ア
ジ

ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

関
連
の
農
業
セ
ミ
ナ
ー
で
中
国
農
業
科

学
研
究
院
の
担
当
者
が
明
ら
か
に
し

た
。
報
告
で
は
、
穀
物
全
体
の
需
要
量

が
二
○
一
○
年
に
五
億
千
三
百
万
ト
ン
に

日
本
の
将
来
人
口
推
計
に
つ
い
て
、

四
年
ぶ
り
の
見
直
し
を
進
め
て
き
た
厚

生
省
人
口
問
題
研
究
所
は
八
日
、
従
来

の
同
研
究
所
の
見
通
し
よ
り
、
一
生
結

婚
し
な
い
女
性
の
割
合
が
高
ま
り
、
結

婚
し
た
夫
婦
間
の
子
供
の
数
も
減
少
傾

向
が
進
む
、
と
の
見
解
を
明
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
内
に
も
発
表
さ

れ
る
人
口
推
計
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
二

○
一
五
年
に
一
・
八
○
ま
で
回
復
す
る

と
し
て
き
た
合
計
特
殊
出
生
率
（
一
人

の
女
性
が
生
涯
に
産
む
子
供
の
数
）
が

さ
ら
に
低
下
し
、
日
本
の
高
齢
化
率
が

高
ま
る
の
は
必
至
と
み
ら
れ
、
年
金
や

医
療
保
険
制
度
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
そ
う
だ
。

同
研
究
所
は
、
結
婚
や
出
産
の
動
向

を
も
と
に
、
定
期
的
に
日
本
の
将
来
人

皿亟

女
性
の
晩
一
婚
・
非
婚
一
段
と
。
■

Ⅱ
少
・
子
化
に
拍
車
、
高
齢
化
率
上
昇

増
加
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
そ
の
一

方
で
都
市
化
な
ど
で
国
内
自
給
は
一
層

困
難
に
な
り
、
二
○
○
○
年
に
は
小
麦

と
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
合
計
で
二
千
四
百
万

少
の
海
外
調
達
が
必
要
と
な
る
と
い
う
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
六
・
十
・
八
）

ロ
を
推
計
。
日
本
の
社
会
保
障
制
度
の

基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
き
た
。

推
計
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
要
因

は
、
一
生
結
婚
し
な
い
人
の
割
合
を
示

す
「
生
涯
未
婚
率
」
。
九
二
年
の
推
計
で

は
、
女
性
の
未
婚
率
の
上
昇
は
ほ
と
ん

ど
が
晩
婚
化
に
よ
る
一
時
的
な
現
象
と

し
、
最
終
的
に
は
二
％
で
止
ま
る
と

し
て
き
た
。

し
か
し
、
同
研
究
所
が
八
日
、
人
口

問
題
審
議
会
に
示
し
た
考
え
方
で
は
、

「
晩
婚
化
傾
向
は
非
婚
化
に
つ
な
が
る
」

と
位
置
付
け
、
結
婚
し
な
い
女
性
の
割

合
が
二
％
よ
り
も
さ
ら
に
高
ま
る
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。

ま
た
、
夫
婦
の
子
供
の
数
に
つ
い
て

も
、
「
初
婚
年
齢
の
上
昇
に
と
も
な

い
、
以
前
よ
り
減
少
傾
向
が
進
む
」
と
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【
ワ
シ
ン
ト
ン
９
日
共
同
】
米
国
勢

調
査
局
は
９
日
、
世
界
の
人
口
は
ア
ジ

ア
や
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
諸
国
の
発
展

途
上
国
を
中
心
に
増
え
続
け
二
○
○
○

年
に
は
約
Ⅲ
億
人
に
達
し
、
来
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
も
増
加
を
続
け
る
と
予
測

す
る
「
世
界
人
ロ
概
観
」
二
九
九
六
年

版
）
を
発
表
し
た
。

概
観
に
よ
る
と
、
現
在
約
躯
億
人
の

世
界
の
人
口
は
二
○
○
○
年
ま
で
に
約

３
億
人
増
加
。
そ
の
後
増
加
率
は
わ
ず

か
な
が
ら
低
下
す
る
も
の
の
、
途
上
国

で
出
産
年
齢
に
達
す
る
女
性
の
増
加
が

主
な
要
因
と
な
っ
て
世
界
の
人
口
は
増

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
合
計
特
殊
出
生
率
が

従
来
の
推
計
よ
り
も
下
が
る
こ
と
は
ほ

ぼ
確
実
。
一
一
○
二
五
年
に
二
五
・
八
％

に
達
す
る
と
し
て
き
た
高
齢
者
人
口

（
六
十
五
歳
以
上
）
の
割
合
も
、
さ
ら
に

高
ま
る
と
み
ら
れ
る
。

同
研
究
所
は
九
二
年
推
計
で
、
合
計

特
殊
出
生
率
は
九
四
年
の
一
・
四
九
を

底
に
上
昇
に
転
じ
、
二
○
一
五
年
以
降

囮１世■界■ハロ、・二千年にはⅢ億人
ア
ジ
ア
は
一
億
七
千
万
人
増
卍

え
続
け
、
二
○
二
○
年
ご
ろ
に
は
約
乃

億
人
に
な
る
と
い
う
。

増
加
は
途
上
国
に
集
中
し
、
ア
ジ
ア

全
体
で
は
二
○
○
○
年
ま
で
に
約
１
億

７
６
０
０
万
人
増
え
る
が
、
う
ち
中
国

だ
け
で
約
４
４
０
０
万
人
増
え
る
。

ま
た
世
界
的
に
高
齢
者
が
増
え
る
傾

向
が
あ
り
、
概
観
は
閖
歳
以
上
の
人
口

の
二
○
二
○
年
ご
ろ
ま
で
の
増
加
率
は

全
世
代
平
均
の
２
倍
以
上
に
な
る
、
と

み
て
い
る
。

｜
方
、
疾
病
に
よ
る
死
亡
数
予
測
で

は
、
や
は
り
途
上
国
を
中
心
に
二
○
’

○
年
ま
で
に
エ
イ
ズ
で
約
５
０
０
０
万

は
一
・
八
○
で
安
定
す
る
と
し
て
き
た

が
、
実
際
に
は
九
五
年
に
過
去
最
低
の

一
・
四
三
に
落
ち
込
み
、
推
計
の
甘
さ

を
指
摘
す
る
声
も
出
て
い
た
。
研
究
所

で
は
、
人
口
問
題
審
議
会
で
の
意
見
を

も
と
に
、
さ
ら
に
推
計
モ
デ
ル
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
最
終
結
果
の

と
り
ま
と
め
は
年
内
に
な
る
見
通
し
。

（
日
本
経
済
新
聞
一
九
九
六
・
十
・
九
）

世
界
中
か
ら
飢
餓
を
な
く
し
、
食
糧

の
安
全
保
障
を
達
成
す
る
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
か
ｌ
食
糧
問
題
を
議
題

に
し
た
初
め
て
の
首
脳
級
会
議
で
あ
る

「
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
十
一
月
に
ロ
ー

マ
で
開
か
れ
る
。

声
明
の
案
文
づ
く
り
が
大
詰
め
を
迎

え
、
日
本
国
内
で
も
食
糧
自
給
率
や
食

糧
安
保
を
め
ぐ
る
議
論
が
出
て
き
た
。

食
糧
の
確
保
に
悩
む
途
上
国
の
こ
と
を

考
え
て
ほ
し
い
の
に
、
内
向
き
の
食
糧

安
保
論
が
目
立
つ
の
は
気
に
か
か
る
。

た
と
え
ば
「
飢
え
な
い
た
め
に
、

も
っ
と
自
給
率
を
高
め
る
べ
き
だ
」
と

い
う
議
論
は
、
も
っ
と
も
ら
し
い
が
、

十
分
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。

日
本
の
食
糧
自
給
率
は
、
供
給
熱
量

に
換
算
す
る
と
四
六
％
で
あ
る
。
半
分

以
上
を
海
外
に
頼
っ
て
い
る
。
需
給
が

将
来
ひ
っ
迫
し
て
、
外
国
か
ら
輸
入
で

人
が
死
亡
す
る
、
と
し
て
い
る
。

概
観
は
「
世
界
人
口
は
長
い
年
月
を

か
け
て
一
九
五
○
年
に
約
沁
億
人
に
達

し
た
。
だ
が
、
そ
の
後
わ
ず
か
別
年

團匹函

食
糧
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て

・
朝
日
新
聞
社
説
よ
り

き
な
く
な
っ
た
ら
大
変
だ
と
い
う
。

自
給
率
は
高
い
に
越
し
た
こ
と
は
な

い
。
し
か
し
、
自
給
率
の
低
下
は
国
民

の
食
生
活
の
欧
風
化
に
よ
る
要
因
が
大

き
い
。
畜
産
物
の
生
産
に
必
要
な
飼
料

穀
物
の
大
半
は
、
海
外
の
農
地
に
頼
っ

て
い
る
の
が
実
情
だ
。

米
国
産
の
飼
料
で
生
産
さ
れ
た
牛
肉

や
卵
、
東
南
ア
ジ
ア
産
の
エ
ビ
、
イ
タ

リ
ア
産
の
パ
ス
タ
。
飽
食
の
結
果
と
し

て
下
が
っ
た
自
給
率
を
、
日
本
の
食
糧

危
機
と
と
ら
え
る
の
は
お
か
し
い
。

世
界
に
は
い
ま
、
必
要
最
低
限
の
栄

養
す
ら
と
れ
な
い
人
々
が
八
億
人
も
い

る
。
な
の
に
「
豊
か
な
食
生
活
」
を
守
る

こ
と
に
懸
命
で
、
将
来
の
自
国
の
食
糧

不
足
を
心
配
す
る
日
本
の
姿
は
、
途
上

国
の
人
々
に
は
身
勝
手
と
映
る
こ
と
だ

ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
傭

で
、
そ
の
数
を
は
る
か
に
上
回
る
約
妬

億
人
が
増
え
る
計
算
に
な
る
」
と
指
摘

し
た
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
・
十
｜
）
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にゆうす肉､お－ら

え
は
お
こ
た
れ
な
い
。
農
水
省
に
よ
る

と
、
農
地
を
最
大
限
に
活
用
す
れ
ば
、

二
○
○
五
年
に
な
っ
て
も
一
人
一
日
二

千
百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
（
い
ま
は
約
二
千
六

百
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）
の
食
糧
を
国
内
で
供

給
で
き
る
。
三
十
年
前
の
食
生
活
で
済

む
の
な
ら
、
一
○
○
％
自
給
は
可
能
で

あ
る
。

主
食
の
備
蓄
、
輸
入
先
の
分
散
、
そ

れ
に
「
保
険
」
と
し
て
の
潜
在
生
産
力
の

維
持
。
日
本
の
食
糧
確
保
に
は
、
こ
の

三
つ
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ

ろ
う
。

だ
が
、
日
本
の
使
命
は
そ
こ
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
の
設
立
を
記
念
し
た
「
世
界
食
糧

デ
ー
」
（
十
六
日
）
の
今
年
の
テ
ー
マ

は
、
「
飢
餓
と
栄
養
不
良
と
の
戦
い
」
で

あ
る
。
豊
か
な
日
本
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
飢
餓
と
貧
困
の
撲
滅
へ
の
貢

献
だ
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
の
農
業
団
体
の
反

応
は
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
期
待
と
ず
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
「
途
上
国
に
食
糧
を
回

す
た
め
に
、
日
本
は
輸
入
を
減
ら
す
べ

き
だ
」
と
主
張
す
る
が
、
そ
こ
に
は
内
向

き
の
保
護
貿
易
論
が
見
え
隠
れ
す
る
。

日
本
が
食
糧
を
買
わ
な
け
れ
ば
、
価

格
が
下
が
っ
て
、
途
上
国
は
購
買
量
を

増
や
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ

れ
は
一
時
的
で
、
価
格
の
下
落
は
世
界

の
生
産
者
の
意
欲
を
そ
ぎ
、
生
産
量
の

減
少
、
相
場
の
再
上
昇
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。

国
内
農
業
の
競
争
力
を
高
め
て
海
外

依
存
度
を
減
ら
せ
ば
、
世
界
の
食
糧
需

給
の
緩
和
に
貢
献
す
る
と
し
て
も
、
そ

れ
で
途
上
国
の
食
糧
問
題
が
根
本
的
に

解
決
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

援
助
は
ど
う
か
。
現
物
援
助
は
、
災

害
時
な
ど
緊
急
時
の
救
済
策
と
し
て
有

効
だ
が
、
安
易
に
続
け
る
と
、
む
し
ろ

途
上
国
の
農
業
発
展
の
障
害
に
な
る
。

や
は
り
、
途
上
国
に
自
前
の
農
業
生
産

力
を
つ
け
る
か
、
食
糧
を
買
え
る
だ
け

の
経
済
力
を
つ
け
る
の
が
基
本
で
あ

る
。日
本
を
は
じ
め
先
進
国
は
、
途
上
国

の
自
助
努
力
を
支
援
す
る
と
い
う
姿
勢

で
臨
む
べ
き
だ
。

農
業
分
野
で
の
協
力
は
、
食
糧
増
産

に
と
ど
ま
ら
ず
、
経
済
の
自
立
的
な
発

展
に
つ
な
が
る
。
資
源
収
奪
型
の
食
糧

生
産
を
持
続
型
に
変
え
て
い
け
ば
、
地

球
環
境
の
改
善
に
も
つ
な
が
る
。

食
糧
サ
ミ
ッ
ト
を
、
広
く
世
界
の
食

糧
問
題
に
目
を
開
く
機
会
に
し
た
い
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
・
十
七
）
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【
北
京
加
日
Ⅱ
”
湯
浅
健
司
】
中
国
政

府
は
農
業
の
低
迷
な
ど
で
増
大
す
る
農

村
の
余
剰
労
働
力
を
、
沿
海
部
な
ど
の

都
市
へ
積
極
的
に
移
動
さ
せ
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
。
政
府
は
豊
か
な
沿
海
部

の
地
方
政
府
に
、
貧
し
い
地
域
の
経
済

発
展
を
支
援
す
る
よ
う
求
め
て
お
り
、

労
働
力
の
移
動
も
そ
の
一
環
だ
。
し
か

し
、
都
市
部
も
国
有
企
業
改
革
に
よ
る

失
業
問
題
を
抱
え
て
お
り
、
中
央
政
府

の
方
針
へ
の
反
発
は
避
け
ら
れ
な
い
。

全
国
的
な
余
剰
労
働
力
は
中
国
の
経
済

発
展
を
大
き
く
左
右
す
る
問
題
に
な
り
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始
め
て
い
る
。

中
国
の
英
字
紙
チ
ャ
イ
ナ
デ
ィ
リ
ー

に
よ
れ
ば
、
中
央
政
府
は
最
近
、
北
京

で
農
業
労
働
力
に
関
す
る
会
議
を
開
い

た
。
こ
の
中
で
労
働
省
幹
部
は
、
二
○

○
○
年
ま
で
に
農
村
の
余
剰
労
働
力
は

一
億
四
千
万
人
に
達
す
る
と
の
試
算
を

示
－
）
、
彼
ら
を
秩
序
あ
る
方
法
で
都
市

部
へ
移
動
さ
せ
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
と
い
う
。

農
村
人
口
は
八
億
人
以
上
と
み
ら

れ
、
そ
の
余
剰
労
働
力
は
九
五
年
末
時

点
で
一
億
二
千
万
人
と
さ
れ
る
。
労
働

省
の
試
算
だ
と
五
年
間
で
二
千
万
人
も

増
え
る
こ
と
に
な
る
。

中
央
政
府
は
九
一
年
か
ら
四
川
省
や

湖
北
省
な
ど
農
業
依
存
度
の
大
き
い
八

省
を
対
象
に
、
農
民
を
職
業
訓
練
し
て

都
市
部
に
送
り
込
む
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
多
く
の
都
市
部
は
こ
れ
ら

「
出
稼
ぎ
労
働
者
」
が
社
会
問
題
を
引
き

起
こ
す
と
し
て
、
受
け
入
れ
に
は
消
極

的
だ
。
治
安
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
首

禰
鋸
（
。

５
卜
β
・
‐
。
。
‐
・
円
■
〃
．
、
巴
‐
０
０
．
３
’
定
ｆ
●
’
グ
…
供
‐
１
７
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【
北
京
皿
日
Ⅱ
湯
浅
健
司
】
中
国
政

府
は
二
十
四
日
、
食
糧
の
長
期
的
な
需

要
と
供
給
予
測
を
明
ら
か
に
し
た
食
糧

白
書
を
発
表
し
た
。
今
後
人
口
が
急
速

に
増
加
し
て
も
、
国
内
の
農
業
生
産
や

流
通
体
制
の
整
備
な
ど
に
よ
り
「
輸
入

依
存
度
は
国
内
需
要
量
の
五
％
以
内
に

抑
え
ら
れ
る
」
と
し
て
、
基
本
的
に
自

給
自
足
は
可
能
だ
と
結
論
付
け
て
い

る
。
中
国
が
食
糧
問
題
に
絞
っ
た
白
書

を
ま
と
め
た
の
は
初
め
て
。
国
内
外
で

都
北
京
も
、
今
年
に
入
っ
て
地
方
出
身
及
ん
だ
と
さ
れ
る
。
市
民
の
間
に
は

者
の
就
労
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て
い
「
出
稼
ぎ
労
働
者
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
」

都
市
部
で
は
中
央
政
府
が
打
ち
出
し
農
村
の
経
済
発
展
を
い
か
に
実
現
す

て
い
る
国
有
企
業
改
革
の
影
響
で
、
経
る
か
は
、
中
国
政
府
に
と
っ
て
頭
の
痛

営
難
に
陥
っ
て
い
る
企
業
の
倒
産
が
加
い
問
題
だ
。
中
央
政
府
は
豊
か
な
沿
海

連
す
る
見
通
し
で
、
失
業
者
の
増
加
も
部
の
省
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
、
農
村

中
国
紙
に
よ
る
と
、
広
東
省
広
州
で
区
を
責
任
を
も
っ
て
経
済
援
助
す
る
よ

は
六
月
末
ま
で
に
再
就
職
の
あ
っ
せ
ん
う
求
め
た
通
達
を
出
し
た
と
い
わ
れ

な
る
一
方
で
、
内
陸
部
出
身
で
就
労
を
（
日
本
経
済
新
聞

認
め
ら
れ
た
労
働
者
は
二
十
八
万
人
に

■輿増蝋灘蝋鱗獣■■一
将
来
の
食
糧
危
機
を
指
摘
す
る
声
が
広

り

が
り
、
世
界
の
食
糧
需
給
の
焦
点
と
し

て
注
目
さ
れ
る
中
で
、
中
国
政
府
が
公

式
見
解
と
し
て
危
機
説
を
否
定
し
た
。

白
書
は
ま
ず
建
国
以
来
の
農
業
の
変

遷
を
紹
介
し
「
都
市
住
民
の
貧
困
問
題

は
ほ
ぼ
解
決
さ
れ
た
」
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
食
糧
増
産
の
成
果
を
強
調
。
国

民
一
人
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量

は
一
日
二
千
七
百
二
十
七
獣
憎
と
世
界

の
平
均
水
準
に
近
付
い
た
が
、
穀
物
を

直
接
摂
取
す
る
割
合
が
減
り
肉
や
魚
な

ど
畜
水
産
品
を
食
べ
る
割
合
が
高
ま
っ

た
と
分
析
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
傾
向
か
ら
今
後
の
食
糧
需

要
を
、
人
口
が
現
在
よ
り
約
一
億
人
増

え
十
三
億
人
と
な
る
二
○
○
○
年
が
五

億
少
、
人
口
十
四
億
人
と
な
る
二
○
一

○
年
は
五
億
五
千
万
少
、
同
十
六
億
人

の
一
一
○
三
○
年
に
は
六
億
四
千
万
少
と

予
測
。
需
要
を
満
た
す
に
は
年
平
均
の

生
産
量
を
二
○
一
○
年
ま
で
は
一
％
、

※耕地面積は年末

そ
れ
以
降
は
○
・
七
％
伸

ば
し
、
不
足
分
を
輸
入
で

ま
か
な
う
と
し
て
い
る
。

中
国
の
今
年
の
食
糧
生

産
高
は
前
年
実
績
を
約
二

％
上
回
り
、
過
去
最
高
の

四
億
八
千
万
少
に
達
す
る

見
通
し
。
白
書
は
需
要
を

満
た
す
た
め
①
農
業
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
に
よ
る
単
位
面
積
当
た
り

の
生
産
性
向
上
②
耕
地
の
新
規
開
墾
③

食
糧
消
費
の
節
約
④
生
産
量
の
一
○
％

と
い
わ
れ
る
流
通
過
程
で
の
損
失
の
低

減
⑤
科
学
技
術
に
よ
る
飼
料
効
率
の
向

上
ｌ
と
い
っ
た
措
置
が
必
要
と
し

て
い
る
。

イ
ー
ン
フ
ー
フ
轡
界
笠
や

飼
料
確
保
課
題
に

躍筆況艸掴血書駿麺噸Ⅷ蠕鵬
・
ウ
ォ
ッ
チ
研
究
所
の
レ
ス
タ
ー
・
ブ

ラ
ウ
ン
所
長
は
、
二
○
三
○
年
に
二
億

’
三
億
六
千
万
少
の
食
糧
が
不
足
す
る

と
指
摘
。
海
外
経
済
協
力
基
金
は
、
二

○
一
○
年
に
一
億
三
千
六
百
万
少
強
の

食
糧
が
不
足
す
る
と
の
見
通
し
を
明
ら

か
に
し
て
い
た
。
海
外
で
は
、
概
し
て

工
業
化
の
進
展
に
伴
う
耕
地
面
積
の
減

少
を
強
調
す
る
見
解
が
多
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
白
書
は
、
「
九
○
年
代

ま
で
は
毎
年
三
十
万
紗
以
上
の
面
積
が

減
少
し
た
が
、
最
近
で
は
同
二
十
万
鯵

の
減
少
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
と
反

論
。
か
ん
が
い
設
備
の
あ
る
現
在
の
耕

地
面
積
は
四
千
九
百
三
十
三
万
鯵
で
、

今
後
は
政
府
が
農
業
整
備
に
重
点
投
資

す
る
こ
と
で
二
○
○
○
年
に
は
五
千
一
一
一

刀



にゅうすふぉ－らむ

百
三
十
万
鯵
、
一
一
○
三
○
年
に
は
六
千
究
所
海
外
部
長
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

六
百
七
十
万
粉
に
拡
大
し
て
い
く
と
の
白
書
は
農
業
基
盤
整
備
な
ど
に
必
要
な

目
標
も
掲
げ
た
。
白
書
は
九
五
％
以
上
資
金
の
調
達
方
法
に
は
触
れ
て
い
な

の
自
給
率
を
維
持
し
「
世
界
の
脅
威
と
い
。
肉
食
志
向
の
強
ま
り
に
伴
う
飼
料

は
な
ら
な
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

の
確
保
に
つ
い
て
も
不
明
確
。
今
後
こ

日
本
の
専
門
家
は
「
農
地
の
開
墾
や
う
し
た
問
題
が
国
内
外
で
の
議
論
の
焦

流
通
段
階
の
ロ
ス
を
少
な
く
す
る
な
ど
点
に
な
り
そ
う
だ
。

の
対
策
を
進
め
れ
ば
中
国
は
食
糧
を
自

（
北
京
Ⅱ
湯
浅
健
司
）

絵
で
き
る
。
問
題
は
資
金
の
手
当
て
（
日
本
経
済
新
聞

だ
」
（
白
石
和
良
・
農
水
省
農
業
総
合
研

一
九
九
六
・
十
・
二
十
四
）

』
１
刑
…
一
蕊
蕊
溺
對
削
剥
別
…
蕊
１
１
一
二
｛
潅
一
蕊
荊
ｌ
凱
蕊
蕊
則
鷲
１
‐
劉
刹
》

,!;:lDIi1Ul

J蕊■
一
ｉ
ｌ
ｒ
賎
睦
藤
拙
騨
－
，
‐
‐
ｉ
８
Ｄ
ｌ
－
价
阯
域
．
童
一
一
一
》
Ｌ
』
２
尹
罷
雛
騨
群
罰
悠
Ⅲ
１
－
‐
１
併
詐
ｉ
ｌ
群
Ｊ
ｉ
・
‐

白
石
和
良
農
水
省
農
業
総
合
研
究
所

海
外
部
長

し
ら
い
し
・
か
ず
よ
し
一
九
四
二

年
生
ま
れ
。
六
六
年
農
水
省
に
入
り
、

在
中
国
日
本
大
使
館
勤
務
な
ど
を
経

て
、
八
七
年
同
省
農
業
総
合
研
究
所

へ
。
九
五
年
か
ら
現
職
。
著
書
に
「
中

国
社
会
風
俗
事
情
」
。

ｘ
ｘ

●
中
，
国
の
人
ロ
の
八
割
は
「
農
民
」
で
あ

る
。
正
確
に
は
「
農
村
戸
籍
」
の
人
た
ち

で
あ
る
。
中
国
の
戸
籍
制
度
の
特
徴

は
、
「
都
市
戸
籍
」
と
「
農
村
戸
籍
」
が
現

在
も
厳
然
と
区
別
さ
れ
、
一
種
の
身
分

jLiIllllilli
一
貯
ｒ
鈩
雅
酔
い
叩
ｉ
ｌ
研
１
－
－
－
．
Ｊ
、
．
｜
弓
一
Ｆ
，
・
駅
・
・
・
岼
舩
静
晒
佇
石
ｌ
‐
’
１
；
い
…
い
い
。
，
．
Ｂ
ｌ
」
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｐ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
卜
｛

制
度
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

・
自
立
政
策
は
成
功

中
国
が
近
代
化
を
実
現
し
、
経
済
発

展
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
八

割
を
占
め
る
農
民
た
ち
を
近
代
化
さ

せ
、
経
済
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
不

可
欠
の
要
件
で
あ
る
。
わ
ず
か
二
割
の

都
市
戸
籍
の
者
だ
け
が
豊
か
に
な
っ
て

も
、
国
家
全
体
の
経
済
発
展
の
達
成
は

不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
改
革
開
放
政
策
の
実
施
に

当
た
っ
て
、
中
国
政
府
が
考
え
た
こ
と

は
、
ま
ず
、
農
業
、
農
村
で
の
改
革
を

先
行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

改
革
の
中
心
は
、
「
自
分
で
考
え
、
行

動
す
る
」
農
民
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
、
人
民
公
社
と
い
う
枠
組

み
に
押
し
込
め
て
上
意
下
達
に
よ
る
集

団
農
作
業
を
押
し
つ
け
る
こ
と
で
は
な

く
、
農
民
自
ら
の
発
想
と
責
任
に
よ
っ

て
、
請
け
負
わ
せ
た
農
地
を
経
営
さ
せ

る
と
い
う
方
式
へ
の
転
換
で
あ
る
。

こ
の
政
策
は
見
事
に
成
功
し
、
農
業

生
産
は
飛
躍
的
に
増
大
し
、
農
民
の
生

活
を
大
き
く
向
上
さ
せ
、
さ
ら
に
、
都

市
部
な
ど
を
含
め
た
第
二
段
階
の
改
革

開
放
政
策
の
た
め
の
基
盤
を
も
作
り
上

げ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
、
困
っ
た
事
態

が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
「
自
分
で
考

え
、
行
動
す
る
」
よ
う
に
な
っ
た
農
民

た
ち
が
政
府
の
命
令
を
余
り
聞
か
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
傾
向
は
、
「
都
市
化
願
望
」
と
「
利
益

追
求
願
望
」
の
二
つ
の
潮
流
と
な
っ
て

表
れ
て
い
る
。
両
者
と
も
、
本
来
当
然

の
願
望
で
あ
っ
て
、
経
済
発
展
の
バ
ネ

に
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
別
に
当
惑
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い

が
、
問
題
は
、
そ
の
実
現
の
方
法
と
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
。
九
億
人
余
の
農
民
た

ち
が
一
斉
に
こ
う
し
た
願
望
の
追
求
に

走
っ
た
ら
中
国
は
一
体
ど
う
な
っ
て
し

ま
う
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
の

混
乱
ぶ
り
は
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
る

》
っ
。

・
農
地
破
壊
や
公
害

「
都
市
化
願
望
」
と
「
利
益
追
求
願
望
」

は
、
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

が
、
両
者
が
引
き
起
こ
し
て
い
る
問
題

は
①
農
村
の
都
市
化
、
工
業
化
の
無
秩

序
な
進
展
の
趨
勢
（
す
う
せ
い
）
②
食
糧

生
産
の
安
定
的
増
大
に
対
す
る
懸
念
の

発
生
で
あ
る
。

「
都
市
化
願
望
」
が
最
初
に
具
体
的
な

形
態
を
と
っ
て
表
れ
た
の
は
、
当
て
も

な
く
職
探
し
に
大
都
市
へ
向
か
っ
た
農

民
た
ち
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
既
成
の

都
市
に
は
、
農
民
た
ち
を
受
け
入
れ
る

余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
が
現
実
で
あ

る
。
都
市
側
と
し
て
は
農
民
た
ち
の
受

け
入
れ
を
拒
否
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ

こ
で
、
農
民
た
ち
が
始
め
た
の
が
自
前

の
「
農
村
の
都
市
化
」
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
結
果
は
、
無
秩
序

な
都
市
化
、
工
業
化
の
進
展
で
あ
り
、

農
地
の
大
量
破
壊
と
一
部
の
郷
鎮
企
業

（
農
村
の
小
規
模
企
業
）
に
よ
る
公
害
の

垂
れ
流
し
で
あ
っ
た
。
総
合
的
に
計
画

し
、
推
進
す
る
組
織
体
が
形
成
さ
れ
な

い
ま
ま
進
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

う
し
た
事
実
が
拡
大
、
継
続
す
れ
ば
、
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中
国
全
土
で
環
境
は
破
壊
さ
れ
、
経
済

は
逆
に
停
滞
、
縮
小
へ
追
い
込
ま
れ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。
従
っ
て
、
今
後
必

要
な
こ
と
は
農
民
自
身
に
よ
る
農
村
の

都
市
化
、
工
業
化
を
い
か
に
し
て
組
織

的
、
合
理
的
に
進
め
て
い
く
か
で
あ
る
。

他
方
、
「
利
益
追
求
願
望
」
は
、
農
業

生
産
に
お
い
て
は
、
作
目
間
の
は
こ
う

成
長
と
な
っ
て
表
れ
て
い
る
。
農
民
た

ち
は
儲
（
も
う
）
か
る
も
の
だ
け
を
作
り

た
が
り
、
儲
か
ら
な
い
食
糧
（
穀
物
）
生

産
を
敬
遠
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
一
大
事
で
あ
る
。
農
地
面
積
が
人
口

に
比
し
て
著
し
く
少
な
い
中
国
に
と
っ

て
は
、
単
位
面
積
当
た
り
カ
ロ
リ
ー
生

産
量
の
高
い
穀
物
は
、
国
民
を
そ
の
国

土
で
扶
養
し
て
い
く
う
え
で
最
も
重
要

な
作
物
だ
か
ら
で
あ
る
。
毎
日
三
万
五

千
人
ず
つ
増
大
し
て
い
る
十
二
億
人
余

の
国
民
を
食
べ
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
中
国
に
と
っ
て
は
、
食
糧
生

産
が
人
口
増
や
畜
産
物
消
費
の
増
大
に

よ
る
需
要
増
に
こ
た
え
ら
れ
な
い
懸
念

が
生
ず
る
の
は
極
め
て
深
刻
な
事
態
な

の
で
あ
る
。

中
国
が
食
糧
自
給
の
達
成
を
放
棄
し

た
ら
ど
う
な
る
か
。
世
界
中
の
食
糧
の

買
い
あ
さ
り
で
は
足
り
ず
、
次
に
想
定

さ
れ
る
の
は
難
民
の
流
出
で
あ
る
。
こ

う
し
た
事
態
の
発
生
は
何
と
し
て
も
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
り
、

中
国
政
府
も
そ
の
責
任
の
重
さ
は
痛
感

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
今
後
必
要
な
こ

と
は
、
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
想

定
さ
れ
て
い
る
二
○
三
○
年
、
十
六
億

人
と
い
う
関
門
を
通
過
す
る
ま
で
の
間

必
要
な
食
糧
を
い
か
に
し
て
確
保
す
る

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
国
に
は
そ

の
た
め
の
熱
意
と
潜
在
的
な
能
力
は
あ

る
が
、
足
り
な
い
の
は
そ
れ
を
顕
在
化

さ
せ
る
資
金
と
技
術
で
あ
る
。

・
浪
費
資
源
活
用
も

中
国
が
混
乱
し
た
場
合
、
最
も
影
響

を
受
け
る
の
は
我
が
国
で
あ
る
。
中
国

の
安
定
が
我
が
国
の
安
定
に
は
不
可
欠

と
す
る
立
場
か
ら
、
現
在
中
国
の
農

業
、
農
村
が
抱
え
て
い
る
右
の
二
つ
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
我
が
国
に
何

が
で
き
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
前
者
の
組
織
的
な
農
村
の
都

市
化
、
工
業
化
の
問
題
は
、
言
っ
て
み

れ
ば
、
高
度
経
済
成
長
と
農
業
、
農
村

と
の
調
整
の
問
題
で
あ
り
、
農
業
、
農

村
の
再
組
織
化
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の

面
で
は
我
が
国
の
農
政
は
豊
富
な
経
験

を
有
し
て
い
る
。
そ
の
経
験
は
正
反
含

め
て
中
国
の
農
民
、
農
村
に
と
っ
て
も

有
益
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
必
要
な
こ

．
‐
１
ｉ
１
ｂ
ｌ
蓋
偏
可
．
ｉ
ふ
う
‐
Ｊ
・
’
１
…
｜
》
｜
：
．
；
・
革
・
〉
ご
途
…
・
６
１
，
』
：
Ｉ
子
｜
…
》
」
：
ｉ
…
‐

農
水
省
、
鳥
取
大
学
な
ど
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
中
央
ア
ジ
ア
の
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
共
和
国
と
共
同
で
、
塩
害
で
利
用
で

と
は
我
が
国
の
経
験
を
そ
の
ま
ま
持
ち

込
む
の
で
は
な
く
、
そ
の
長
短
を
真
蟄

（
し
ん
し
）
に
総
括
し
た
上
で
の
中
国
の

実
態
に
配
慮
し
た
応
用
動
作
で
あ
る
。

後
者
の
食
糧
自
給
達
成
の
問
題
に
対

し
て
は
、
農
業
技
術
と
資
金
面
で
の
協

力
と
な
ろ
う
。
中
国
は
巨
大
な
資
源
浪

費
国
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

農
作
物
の
収
種
、
輸
送
、
加
工
に
お
け

…
い
、
Ｊ
鐸
；
…
．
ｉ
ｉ
ｉ
…
…
！
１
１
月
…
…
…
：
Ｊ
Ｙ
ｉ
・
Ｉ
、
．
；

ロシア

五ｍ区
~､ヨカザフスタン

熟邇.＝麺

カザフスタンタン

■
■
■
警
震
嘉
璽
曇
■
。

アラル海

ｷﾙｷﾞｽﾀﾝ

＜中鬮
ｷﾙｷﾞｽﾀﾝ

蕊
蕊
懸

鳶！

ｳｽﾞﾍﾟｷｽﾀﾌ

イラン

き
な
く
な
っ
た
農
地
を
再
生
す
る
技
術

開
発
に
乗
り
出
す
。
現
地
に
実
験
施
設

を
設
け
、
地
表
に
た
ま
っ
た
塩
分
を
除

去
す
る
と
と
も
に
、
塩
害
の
再
発
を
防

ぐ
栽
培
技
術
を
研
究
す
る
。
無
計
画
な

潅
概
（
か
ん
が
い
）
が
も
た
ら
す
塩
害
は

途
上
国
を
中
心
に
拡
大
し
、
砂
漠
化
の

大
き
な
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、

国
際
協
力
に
よ
る
対
策
を
急
ぐ
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
の
協
力
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
の
は
農
水
省
の
国
際

農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
、
鳥
取
大

の
ほ
か
佐
賀
大
学
、
大
成
建
設
の
グ

ル
ー
プ
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
側
は
気
象
庁

を
中
心
に
複
数
の
政
府
機
関
で
構
成
す

る
大
き
な
ロ
ス
の
存
在
で
あ
る
。
逆
に

言
え
ば
、
利
用
で
き
る
資
源
は
相
当
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
農
作
物
や
農

地
の
未
利
用
資
源
、
浪
費
資
源
の
有
効

活
用
を
図
る
総
合
的
利
用
技
術
と
資
金

協
力
を
セ
ッ
ト
に
す
れ
ば
、
中
国
の
食

糧
問
題
解
決
に
大
き
な
展
望
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
・
二
十
八
）

薑
警
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こゅうすふお－らむ

る
委
員
会
が
実
施
機
関
と
な
る
。
環
境

庁
の
地
球
環
境
研
究
計
画
の
一
環
で
、

事
業
費
は
約
七
千
万
円
。

実
験
は
今
秋
か
ら
三
年
の
予
定
で
、

同
国
南
部
の
ク
ジ
ル
オ
ル
ダ
川
内
で
実

施
す
る
。
塩
害
の
た
め
放
置
さ
れ
た
農

地
に
面
積
一
一
’
三
砂
の
実
験
施
設
を
二

カ
所
設
置
。
地
下
に
。
ハ
イ
プ
を
通
し
地

表
部
分
の
塩
分
を
水
で
洗
い
流
す
。
土

壌
か
ら
ナ
ト
リ
ウ
ム
分
を
分
離
し
や
す

く
す
る
薬
剤
を
組
み
合
わ
せ
、
効
率
的

に
塩
分
を
取
り
除
く
技
術
を
開
発
す

る
。実
験
場
で
は
稲
、
小
麦
、
大
麦
な
ど

を
栽
培
し
土
壌
改
良
の
効
果
を
検
証
す

る
。
ま
た
、
耐
塩
、
除
塩
性
の
植
物
の

栽
培
実
験
を
実
施
す
る
。
さ
ら
に
塩
害

を
引
き
起
こ
さ
な
い
潅
概
、
排
水
、
栽

培
技
術
の
開
発
を
進
め
る
。

継
続
的
に
農
地
と
し
て
利
用
で
き
る

総
合
的
な
農
業
技
術
の
確
立
を
目
指

す
。実
験
地
域
は
、
ア
ラ
ル
海
に
注
ぐ
シ

ル
ダ
リ
ア
川
か
ら
大
量
の
農
業
用
水
を

取
水
し
て
利
用
を
続
け
た
結
果
、
土
壌

の
塩
害
化
や
ア
ラ
ル
海
の
面
積
縮
小
と

い
っ
た
環
境
破
壊
を
招
い
た
。
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
側
は
日
本
と
の
研
究
成
果
を
今

後
の
対
策
に
生
か
し
た
い
考
え
だ
。

塩
害
に
よ
る
劣
化
土
壌
の
研
究
で

は
、
実
態
調
査
の
実
例
は
多
い
が
、
日

本
が
現
地
で
実
験
に
乗
り
出
す
の
は
珍

し
い
。
砂
漠
緑
化
で
は
璽
泉
大
学
と
ク

ポ
タ
な
ど
の
研
究
チ
ー
ム
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
現
地
州
政
府
と
組
ん
で
実
証

試
験
を
始
め
て
い
る
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
六
・
十
・
二
十
八
）

誤
…
ｉ
１
息
１
‐
：
！
；
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１
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－
ｉ
；
…
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【
北
京
幻
日
Ⅱ
大
江
志
伸
】
二
十
七

日
の
中
国
の
英
字
紙
「
チ
ャ
イ
ナ
・
デ

イ
リ
ー
」
に
よ
る
と
、
今
年
一
月
か
ら

八
月
ま
で
の
中
国
の
穀
物
輸
入
量
は
昨

年
同
期
比
七
一
％
増
の
八
百
四
十
三
万

少
と
急
増
し
た
。
中
国
農
業
省
は
豊
作

下
の
輸
入
急
増
の
理
由
に
つ
い
て
、
｜

部
地
域
で
は
な
お
食
糧
が
不
足
し
て
お

り
、
物
価
対
策
の
面
で
も
海
外
市
場
か

ら
の
調
達
が
欠
か
せ
な
い
た
め
と
し
て

い
る
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
六
。
十
。
二
十
八
）

中
西
績
介
総
務
庁
長
官
は
二
十
九
日

の
閣
議
で
「
高
齢
社
会
白
書
」
を
報
告
、

了
承
さ
れ
た
。
「
白
書
」
は
、
わ
が
国
の

高
齢
化
が
今
後
急
速
に
進
展
し
、
六
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
平
成
三
十

二
年
（
二
○
一
一
○
年
）
に
三
千
二
百
七
十

三
万
人
と
な
り
、
高
齢
化
率
は
二
五
・

五
％
に
達
す
る
と
予
想
。
四
人
に
一
人

以
上
が
高
齢
者
と
い
う
か
つ
て
な
い
高

齢
化
社
会
の
到
来
へ
の
準
備
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
る
。

「
白
書
」
は
昨
年
十
一
月
に
成
立
し
た

高
齢
社
会
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
初

め
て
作
成
さ
れ
た
。
昨
年
十
月
一
日
時

点
で
の
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
は
一

千
八
百
六
十
万
人
で
、
高
齢
化
率
は
一

四
・
八
％
・
高
齢
化
は
平
均
寿
命
の
伸

び
や
出
生
数
の
減
少
を
反
映
し
て
進

み
、
平
成
十
二
年
（
二
○
○
○
年
）
の
高

齢
者
は
二
千
百
六
十
九
万
人
、
高
齢
化

率
も
一
七
・
○
％
と
世
界
最
高
水
準
を

記
録
す
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
平
成
三
十
二
年
に
は
高
齢

者
は
三
千
二
百
七
十
三
万
人
と
現
在
の

圏口舟護一
約
一
・
八
倍
に
な
り
高
齢
化
率
も
二
五
・

五
％
に
増
加
。
そ
し
て
平
成
三
十
七
年

に
は
高
齢
化
率
は
二
五
・
八
％
と
ピ
ー

ク
を
迎
え
る
と
予
想
し
て
い
る
。

日
本
の
高
齢
化
は
、
と
く
に
七
十
五

歳
以
上
の
増
加
が
著
し
い
の
が
特
徴

で
、
前
期
高
齢
者
（
六
十
五
’
七
十
四

歳
）
と
後
期
高
齢
者
（
七
十
五
歳
以
上
）

に
区
分
す
る
と
、
前
期
高
齢
者
人
口
は

平
成
二
十
八
年
（
二
○
一
六
年
）
の
一
千

六
百
九
十
七
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
す

る
が
、
後
期
高
齢
者
人
口
は
増
加
を
続

け
、
平
成
三
十
四
年
（
二
○
二
二
年
）
に

は
前
期
高
齢
者
人
口
を
上
回
る
。

人
口
構
造
を
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
十
九
歳

ま
で
の
若
年
人
□
、
二
十
歳
か
ら
六
十

四
歳
の
生
産
年
齢
人
口
、
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
人
口
に
区
分
す
る
と
、
生

産
年
齢
人
口
は
年
々
減
少
。
平
成
七
年

に
は
全
体
の
六
二
・
四
％
だ
っ
た
の

が
、
平
成
三
十
二
年
に
は
五
一
一
一
・
三
％

に
ま
で
落
ち
込
む
。
白
書
は
若
年
人
口

の
減
少
を
前
提
に
、
従
来
の
雇
用
シ
ス

テ
ム
の
抜
本
的
見
直
し
が
必
要
と
指
摘

露
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○
し
て
い
る
。

一
方
、
白
書
は
高
齢
化
の
進
展
で
社

会
保
障
給
付
や
公
的
な
負
鎬
但
が
増
大
す

る
と
指
摘
。

焦
点
と
な
っ
て
い
る
公
的
介
護
何
膝
陳

制
度
に
つ
い
て
は
、
「
高
齢
者
と
現
役

－６’’’一・マーｌＤ。‐←（｜▽抑一釦一」｜》Ｆニニマニ｜｜｜｜｜｜‐‐・‐心：‐ｒ公Ｐ住・皿｜◇｜｜マーご‐－－▲武山・串｝‐』’’一王・・‐二②工・・・▲でトー・皿。‐し－－◇い－．ロニー｜抄Ｄ・‐：‐』‐腓。、』ＰｌｌＪ｜》’へ吟：■・‐。（・－勺，二『，‐－，－

世
界
の
食
料
需
給
が
徐
々
に
逼
迫

（
ひ
っ
ぱ
く
）
す
る
中
で
、
十
一
月
十
三

日
か
ら
五
日
間
、
ロ
ー
マ
の
国
連
食
糧

農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
本
部
で
「
世
界
食

料
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
。

Ｆ
Ａ
Ｏ
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
現
在
す

で
に
八
億
人
に
も
達
す
る
と
い
う
栄
養

不
足
や
飢
餓
寸
前
の
人
た
ち
を
、
ど
う

す
れ
ば
救
え
る
の
か
、
ま
た
、
二
十
一

世
紀
の
地
球
規
模
で
の
食
料
安
全
保
障

を
い
か
に
確
立
す
べ
き
か
が
主
要
議
題

と
な
る
。
そ
れ
は
単
に
食
料
援
助
の
問

題
に
．
と
ど
ま
ら
ず
、
環
境
保
全
と
両
立

す
る
持
続
可
能
な
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム

の
あ
り
方
を
、
地
球
規
模
で
問
う
こ
と

で
も
あ
る
。

二
十
一
世
紀
初
頭
の
食
料
需
給
の
見

通
し
は
、
決
し
て
楽
観
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。
ア
フ
リ
カ
や
南
ア
ジ
ア
諸
国

を
中
心
に
、
人
口
と
食
料
の
バ
ラ
ン
ス

が
世
界
各
地
で
崩
れ
始
め
て
い
る
。
毎

準1uHH

J曇■霞■
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世
代
が
共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ
い
て

介
護
費
用
を
支
え
合
い
、
必
要
な
財
源

を
安
定
的
に
確
保
で
き
る
新
た
な
公
的
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．
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年
約
一
億
人
も
の
人
ロ
が
増
加
す
る
の

に
加
え
、
中
国
の
よ
う
に
経
済
発
展
に

と
も
な
っ
て
途
上
国
で
の
穀
物
消
費
が

急
速
に
拡
大
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

他
方
、
食
料
生
産
に
必
要
な
農
耕
地

や
水
資
源
の
新
た
な
開
発
は
極
め
て
困

難
に
な
っ
て
き
た
。
農
業
生
産
と
密
接

に
か
か
わ
る
砂
漠
化
、
塩
害
、
森
林
破

壊
な
ど
の
環
境
問
題
を
考
慮
す
れ
ば
、

食
料
増
産
の
カ
ギ
を
握
る
単
位
収
量
の

増
大
も
あ
ま
り
期
待
で
き
そ
う
も
な

い
。そ
も
そ
も
食
料
安
全
保
障
に
は
、
基

礎
的
な
食
料
に
つ
い
て
、
十
分
な
「
供

給
量
」
が
確
保
さ
れ
、
そ
れ
が
「
安
定

的
」
に
供
給
さ
れ
、
し
か
も
万
人
に

と
っ
て
「
入
手
可
能
」
で
あ
る
こ
と
、
と

い
う
三
つ
の
条
件
が
求
め
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
不
作
年
で
も
食
料
消
費
が
必
要

水
準
以
下
に
落
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
一

定
量
の
穀
物
備
蓄
は
不
可
欠
と
な
る
。

介
護
シ
ス
テ
ム
の
創
設
が
必
要
」
と
強

調
し
、
導
入
を
強
く
主
張
し
て
い
る
。

（
産
経
新
聞
一
九
九
六
・
十
・
二
十
九
）

「
（
爵
一
一
乳
‐
！
｝
篭
『
鳶
一
一
訳
詞
ご
蔦
ｆ
：
１
＃
三
鰈
う
き
荒
鈩
ｊ
鵯
…
可

ま
た
、
た
と
え
全
体
と
し
て
供
給
量
が

十
分
に
あ
っ
て
も
、
貧
困
ゆ
え
に
必
要

な
食
料
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
分
配
面

で
の
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
で
あ
る
。

昨
年
末
以
来
、
主
要
穀
物
の
国
際
価
格

は
約
二
倍
に
高
騰
し
、
期
末
在
庫
率
は

史
上
最
低
水
準
に
ま
で
落
ち
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト

で
の
重
要
な
争
点
と
し
て
次
の
三
つ
の

課
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
農
産
物
貿
易
の
さ
ら
な
る
自

由
化
と
食
料
の
安
全
保
障
と
を
ど
う
調

整
す
る
の
か
。
第
二
に
、
飢
餓
・
栄
養

失
調
問
題
の
解
決
策
と
し
て
人
口
抑
制

が
す
べ
て
の
途
上
国
で
合
意
で
き
る
の

か
ど
う
か
。
そ
し
て
第
三
は
、
環
境
と

調
和
す
る
持
続
可
能
な
農
業
発
展
を
ど

う
実
現
し
て
い
く
の
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
す
べ
て
の
課
題
に
つ
い
て
、

輸
出
国
と
輸
入
国
、
先
進
国
と
途
上
国

間
の
対
立
は
避
け
ら
れ
ず
、
ま
た
、
同

じ
先
進
国
の
間
や
途
上
国
の
間
で
も
意

見
は
か
な
り
食
い
違
っ
て
い
る
。
合
意

の
た
め
の
調
整
は
お
そ
ら
く
非
常
に
難

航
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

自
由
貿
易
体
制
の
も
と
で
は
、
国
際

市
場
の
不
安
定
性
は
避
け
ら
れ
な
い
。

穀
物
需
給
が
逼
迫
す
れ
ば
、
不
確
実
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
る
だ
ろ
う
。
し
か
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にゅうす弓5､お－らむ

も
、
豊
か
な
国
だ
け
が
そ
の
経
済
力
に

よ
っ
て
世
界
の
食
料
を
買
い
占
め
る
こ

と
は
、
人
道
面
や
国
際
政
治
の
上
か
ら

も
許
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
穀
物

価
格
の
上
昇
は
（
豊
か
な
国
の
食
卓
を

脅
か
す
に
は
至
ら
な
く
て
も
、
結
果
と

し
て
貧
し
い
途
上
国
の
人
々
の
生
命
を

奪
う
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

で
は
、
日
本
は
ど
う
主
張
し
、
ど
う

行
動
す
べ
き
か
。
発
展
途
上
国
で
の
耕

地
拡
大
の
限
界
、
土
壌
劣
化
な
ど
、
地

球
規
模
で
の
環
境
問
題
を
考
慮
す
れ

ば
、
日
本
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も
コ

メ
の
よ
う
な
基
礎
的
食
料
に
つ
い
て
は

可
能
な
限
り
自
給
を
基
本
と
す
べ
き
だ

ろ
う
。
世
界
一
の
食
料
輸
入
国
と
し

て
、
日
本
こ
そ
持
続
可
能
な
世
界
の
農

業
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
先
頭
に
立
っ

て
、
ア
ジ
ア
の
食
料
問
題
解
決
へ
の
筋

道
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

同
時
に
、
世
界
一
の
政
府
開
発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
供
与
国
と
し
て
、
世
界
の
飢

餓
・
栄
養
不
足
問
題
に
つ
い
て
も
、
日

本
へ
の
期
待
は
大
き
く
、
さ
ら
な
る
貢

献
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
、
日
本
人
が
と
り
わ
け
高

い
関
心
を
も
っ
て
い
る
の
が
、
輸
入
食

料
や
輸
入
食
品
の
安
全
性
の
問
題
で
あ

る
。
例
え
ば
、
さ
る
三
月
の
下
旬
に
ィ

ギ
リ
ス
で
登
場
し
た
狂
牛
病
問
題
は
、

わ
が
国
の
畜
産
関
係
者
に
大
き
な
打
撃

を
与
え
た
。
ま
た
、
病
原
性
大
腸
菌
０

１
５
７
事
件
を
契
機
と
し
て
、
食
品
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し

が
迫
ら
れ
て
い
る
。

食
料
輸
入
大
国
で
あ
る
日
本
に
と
っ

て
、
輸
入
食
料
の
安
全
対
策
は
急
務
の

課
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

①
検
疫
体
制
の
強
化
②
原
産
国
表
示
の

徹
底
化
③
極
端
な
輸
入
依
存
型
と
な
っ

て
い
る
日
本
の
食
料
供
給
体
制
の
見
直

し
④
本
来
の
栄
養
・
健
康
に
つ
な
が
る

食
生
活
の
見
直
し
⑤
人
と
自
然
に
や
さ

し
い
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
ｌ

な
ど
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
し
、
対

応
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国
に
と
っ

て
の
食
料
安
全
保
障
は
、
こ
の
よ
う
に

量
と
質
の
両
面
か
ら
再
検
討
す
べ
き
時

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
、
農
業
や
農

村
の
も
つ
国
土
保
全
機
能
、
生
態
的
・

文
化
的
価
値
な
ど
、
農
業
の
多
面
的
な

役
割
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
と
す
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
環
境
便
益
を
明
確
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
的
合
意
に
基

づ
く
新
た
な
農
業
政
策
構
築
は
急
務
の

課
題
で
あ
る
。

安
全
や
環
境
と
い
う
外
部
経
済
効
果

に
対
し
て
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す

強
ま
る
で
あ
ろ
う
。
人
に
も
自
然
に
も

や
さ
し
い
持
続
可
能
な
農
業
と
農
村
づ

く
り
に
向
け
て
、
今
こ
そ
弾
力
的
か
つ

透
明
性
の
高
い
農
業
政
策
の
目
標
と
手

段
を
提
示
し
、
国
民
に
信
を
問
う
べ
き

トー､ｉｆ子～'二
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農
水
省
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
め
た
一
九

九
六
年
の
農
業
構
造
動
態
調
査
（
今
年

一
月
一
日
現
在
）
で
三
鯵
以
上
の
大
規

模
農
家
が
、
北
海
道
を
除
く
全
国
で
前

年
よ
り
約
五
千
戸
増
え
、
十
四
万
二
千

戸
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

農
地
を
大
規
模
化
し
て
生
産
性
を
上

げ
た
り
法
人
経
営
を
増
や
し
た
り
す
る

こ
と
で
競
争
力
を
つ
け
、
農
業
就
業
者

の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
た
り
、
新
た

な
雇
用
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
の
が
農

水
省
の
狙
い
だ
が
、
大
規
模
化
は
進
ん

だ
も
の
の
、
農
業
人
口
の
減
少
と
高
齢

化
は
今
回
調
査
で
も
止
ま
っ
て
い
な

で
あ
ろ
う
。

×
×

加
年
食
料
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
予
定
。

著
書
に
「
環
境
保
全
と
持
続
的
農
業
」

「
農
政
の
転
換
」
な
ど
。
幻
歳
。

（
読
売
新
聞
一
九
九
六
・
十
一
・
七
）

い
。調
査
に
よ
る
と
、
総
農
家
数
は
前
年

よ
り
五
万
五
千
戸
減
り
、
三
百
一
一
一
十
八

万
八
千
戸
。

一
方
、
農
家
人
口
は
千
百
七
十
六
万

一
一
千
人
で
、
前
年
よ
り
一
一
・
三
％
減
っ

た
。
こ
の
う
ち
六
十
五
歳
以
上
は
二
百

九
十
八
万
五
千
人
。
全
体
の
二
五
・
四

％
を
占
め
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
〒
＋
）

午
ざ
，
ｌ
ｒ
，
’
し
。
．
、
。
『
’
１
】
…
：
－
Ｗ
‐
が
４
０
‐
－
１
糺
企
…
．
銅
・
一
．
：
｜
｜
｜
；
‐
靜
砿
誰
・
｜
ｒ
，
：
』
》
…
▽
←
｜
｜
‐
．
ｌ
眠
叶
訂
…
渉
，
＋
７
，
Ｉ
：
．
ｉ

七
○
年
代
も
そ
う
だ
っ
た
が
、
異
常

気
象
な
ど
に
よ
る
食
糧
不
足
な
ど
が
引

き
金
に
な
っ
て
、
食
糧
問
題
が
起
き

る
。
今
回
は
九
三
、
九
五
年
の
ア
メ
リ

J■ﾙTJJJJJJJJ3塵iiE函ｉ
:い))（iTi:■$ijli
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ヵ
の
凶
作
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
特
に

今
回
は
「
放
置
す
れ
ば
食
糧
危
機
に
つ

な
が
る
」
と
い
う
点
が
大
き
な
特
徴
と

い
え
る
。

世
界
の
食
糧
に
と
っ
て
課
題
は
二
つ

あ
る
。
一
つ
は
備
蓄
で
あ
る
。
食
糧
の

安
全
供
給
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
備
蓄
が
、
現
状
で
は
需
給

調
整
の
失
敗
か
ら
生
ま
れ
る
「
単
な
る

在
庫
」
に
な
っ
て
い
る
。
早
急
に
世
界

的
な
備
蓄
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

も
う
一
つ
は
構
造
的
な
課
題
だ
。
十

九
世
紀
の
農
業
は
技
術
革
新
な
ど
で
飛

躍
的
な
生
産
性
の
向
上
を
実
現
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
も
壁
に
突
き
当
た
っ

た
。
ハ
イ
テ
ク
農
業
の
確
立
な
ど
、
新

た
な
生
産
性
維
持
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
化
学
肥
料
の
大
量
投
入
や
耕
地
開

発
で
農
業
に
資
源
・
環
境
問
題
が
持
ち

込
ま
れ
、
問
題
が
よ
り
複
雑
に
な
っ

た
。食
料
サ
ミ
ッ
ト
で
各
国
は
、
こ
う
し

た
問
題
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
進
め
、

途
上
国
に
技
術
移
転
を
す
る
な
ど
、
解

決
の
き
っ
か
け
を
探
る
必
要
が
あ
る
。（
談
）

（
読
売
新
聞
一
九
九
六
・
十
一
・
十
二
）

=＝正
■■食．
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世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
に
は
世

界
約
１
６
０
カ
国
・
地
域
の
首

脳
、
農
相
ら
が
出
席
し
、
食
糧

安
全
保
障
の
在
り
方
に
つ
い
て

考
え
を
表
明
す
る
。
た
だ
一
口

に
食
糧
安
保
と
い
っ
て
も
、
重

点
の
置
き
ど
こ
ろ
は
途
上
国
、

先
進
国
に
よ
っ
て
、
ま
た
途
上

国
と
先
進
国
の
中
で
も
、
置
か

れ
た
立
場
・
条
件
に
よ
っ
て
異

な
る
。
国
益
も
絡
ん
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
思
惑
が
交
錯
、
火
花
を

散
ら
し
て
い
る
。
各
国
の
主
張

と
対
立
軸
を
整
理
し
て
み
る
。

【
ロ
ー
マ
皿
日
西
川
恵
】

貿
易
｛
白
由
化
、
人
ロ

抑
制
な
ど
複
雑
に
利

害
が
交
錯

・
貿
易
の
自
由
化

米
、
カ
ナ
ダ
、
豪
州
な
ど
、

食
糧
や
農
産
物
貿
易
の
自
由
化

こ
そ
が
食
糧
安
保
を
達
成
す
る

主
要
な
手
段
で
あ
る
と
主
張
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
国
は
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
す
る
「
ロ
ー
マ
宣
言
」
「
行
動
計
画
」

に
も
、
二
層
の
自
由
化
」
と
い
う
字
句

を
入
れ
る
よ
う
に
主
張
し
て
き
た
。

し
か
し
日
本
、
韓
国
、
中
国
な
ど

は
、
貿
易
を
食
糧
安
保
の
唯
一
の
指
針

に
す
べ
き
で
な
い
と
の
立
場
。
自
由
化

で
国
内
農
家
が
被
る
打
撃
の
ほ
か
、
基

礎
食
糧
を
貿
易
に
頼
る
こ
と
は
、
安
全

保
障
上
か
ら
も
好
ま
し
く
な
い
と
の
理

由
だ
。
む
し
ろ
国
内
生
産
、
貿
易
、
備

蓄
の
三
つ
を
組
み
合
わ
せ
、
食
糧
安
保

を
確
保
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

・
政
治
・
経
済
環
境
整
備

米
国
・
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
な
ど
は
、

政
治
・
社
会
の
安
定
が
食
糧
安
保
を
確

立
す
る
重
要
条
件
で
あ
る
と
す
る
。
こ

れ
に
は
中
国
な
ど
一
部
途
上
国
が
反
発

し
て
い
る
。
米
、
Ｅ
Ｕ
の
主
張
は
人

権
、
民
主
主
義
が
十
分
保
障
さ
れ
て
い

な
い
途
上
国
批
判
に
つ
な
が
る
か
ら

だ
。・
人
ロ
抑
制
政
策

食
糧
需
要
を
抑
え
る
た
め
、
先
進
国

は
人
口
抑
制
が
カ
ギ
と
み
る
が
、
バ
チ

カ
ン
や
イ
ス
ラ
ム
諸
国
の
一
部
が
、
宗

教
・
倫
理
上
の
理
由
で
反
発
し
て
い

る
。提
案
さ
れ
る
「
行
動
計
画
」
案
は
、

7１



Iこゅうすふ､お－らむ

「
カ
イ
ロ
人
口
開
発
会
議
の
行
動
計
画

に
則
し
た
適
切
な
人
口
政
策
や
家
族
計

画
」
と
、
バ
チ
カ
ン
な
ど
も
同
意
し
た

カ
イ
ロ
宣
言
を
引
用
し
、
神
経
を
使
っ

た
言
い
回
し
だ
。

・
途
上
国
援
助

途
上
国
は
農
業
開
発
と
、
そ
の
た
め

の
援
助
拡
大
が
食
糧
安
保
の
重
要
要
素

と
主
張
す
る
が
、
先
進
国
は
短
期
的
に

は
食
綱
援
助
は
必
要
と
し
つ
つ
も
、
中

長
期
的
に
は
各
国
の
自
助
努
力
が
必
要

人

５
億
⑩※
１
栄
養
不
足
と
は
基
礎
代
鰯
量
の
１
・
別
倍
水
準
以
下

※
２
栄
養
不
定
人
ロ
は
東
ア
ジ
ア
で
大
幅
減
少
す
る
が
、

人
口
急
増
の
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
は
１
．
７
倍
埴

941

中南米・カリプ諸国

南アジア

東アジア

中東・北アフリカ

サハラ以南アフリカ

2010年1967/711979/811988/9０

と
の
立
場
。
途
上
国
に
は
、
先
進
国
の

多
消
費
と
豊
か
な
食
卓
が
、
世
界
の
農

産
物
価
格
を
上
昇
さ
せ
、
途
上
国
の
栄

養
失
調
、
飢
餓
の
遠
因
に
な
っ
て
い
る

と
、
不
満
は
強
い
。

以
上
の
対
立
点
の
ほ
か
、
最
近
浮
上

し
て
い
る
問
題
に
食
品
の
安
全
が
あ

る
。
英
国
の
狂
牛
病
、
日
本
の
病
原
性

大
腸
菌
０
１
５
７
事
件
な
ど
で
、
サ

ミ
ッ
ト
で
は
こ
れ
も
食
糧
安
保
と
の
絡

み
で
触
れ
ら
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

途
上
国
人
口
増
で
需
給
ひ
っ
迫
、

消
費
高
級
化
も
追
い
打
ち

中
長
期
的
に
見
た
場
合
、
世
界
の
食

糧
需
給
体
制
は
極
め
て
脆
弱
（
ぜ
い

じ
ゃ
く
）
だ
。
食
糧
需
要
の
高
ま
り
の

要
因
と
し
て
は
①
人
口
増
加
②
所
得
向

上
に
よ
る
消
贄
の
高
級
化
ｌ
が
あ

る
。国
連
統
計
を
基
に
し
た
世
界
の
人
口

は
、
一
九
九
○
年
の
記
憶
人
が
、
二
○

五
○
年
に
は
肥
億
人
と
な
る
。
こ
の
増

加
の
鯛
％
は
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な

ど
途
上
国
。

も
う
一
つ
の
消
費
の
高
級
化
は
、
い

う
な
ら
ば
食
卓
が
豊
か
に
な
る
こ
と

だ
。
例
え
ば
、
中
国
の
都
市
や
沿
海
部

な
ど
経
済
発
展
が
著
し
い
と
こ
ろ
で

は
、
豚
肉
の
消
費
増
、
さ
ら
に
は
高
級

感
の
あ
る
牛
肉
へ
と
し
好
が
移
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
飼
料
用
の
穀
物
需
要
は

急
増
し
、
世
界
の
穀
物
相
場
に
は
ね

返
っ
て
、
昨
年
末
以
来
、
主
要
穀
物
価

格
は
約
２
倍
に
高
騰
し
た
。

で
は
人
口
増
に
応
じ
た
食
糧
増
産
は

可
能
な
の
か
。
穀
物
で
見
た
場
合
、
卯

～
弘
年
の
平
均
生
産
量
は
皿
～
佃
年
平

均
生
産
量
の
２
．
１
倍
。
今
後
は
こ
れ

ま
で
の
よ
う
な
拡
大
は
難
し
い
と
い
う

の
が
一
致
し
た
見
方
。
農
地
面
積
の
頭

打
ち
、
土
壌
の
劣
化
、
砂
漠
化
、
地
下

水
の
汚
染
な
ど
、
制
約
要
因
が
強
ま
る

か
ら
だ
。

「
史
上
最
高
」
大
豊
作
の
エ
チ
オ
ピ

ア
、
肥
料
高
騰
で
苦
し
い
家
計

「
こ
の
実
り
を
見
て
く
だ
さ
い
」
。
エ

チ
オ
ピ
ア
中
部
、
オ
ロ
モ
州
ア
ル
ー
シ

地
区
に
あ
る
畑
で
、
ゲ
メ
ッ
チ
ョ
さ
ん

（
“
）
は
両
手
を
広
げ
た
。
た
わ
わ
に
穂

を
付
け
た
小
麦
が
一
面
に
広
が
っ
て
い

た
。

一
九
八
○
年
代
半
ば
、
世
界
中
の
報

道
機
関
が
「
飢
餓
と
貧
困
」
を
報
じ
た
エ

チ
オ
ピ
ア
は
今
年
、
史
上
最
高
の
大
豊

作
に
沸
い
て
い
た
。
今
年
ば
か
り
で
は

な
く
、
過
去
８
年
間
、
豊
作
続
き
で
、

毎
年
収
穫
高
を
更
新
し
続
け
て
い
る
。

ゼ
ナ
ウ
ィ
首
相
は
「
国
全
体
と
し
て

は
、
昨
年
、
食
糧
自
給
体
制
を
確
立
し

た
」
と
自
信
を
示
し
た
。

ゲ
メ
ッ
チ
ョ
さ
ん
の
畑
で
は
、
朗
年

に
は
０
．
５
沙
当
た
り
小
麦
７
０
０
キ
ロ

の
収
穫
量
だ
っ
た
も
の
が
、
拠
年
に
は

一
気
に
１
４
０
０
キ
ロ
、
妬
年
に
は
２
０

０
０
キ
ロ
と
倍
増
し
続
け
た
。
こ
れ
は
政

府
の
農
業
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
受
け
た

結
果
だ
。

し
か
し
、
ゲ
メ
ッ
チ
ョ
さ
ん
に
も
悩

み
は
あ
っ
た
。
近
代
農
法
で
収
穫
は
倍

増
し
た
が
、
そ
の
核
と
も
い
え
る
化
学

肥
料
が
ど
ん
ど
ん
値
上
が
り
し
て
い
る

の
だ
。
化
学
肥
料
は
ほ
と
ん
ど
が
輸
入

品
。
エ
チ
オ
ピ
ア
は
国
家
財
政
立
て
直

し
の
た
め
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
・

世
界
銀
行
に
よ
る
経
済
構
造
調
整
計
画

を
導
入
、
同
計
画
に
よ
っ
て
通
貨
が
切

り
下
げ
ら
れ
、
農
業
な
ど
へ
の
政
府
補

助
金
も
削
減
さ
れ
、
肥
料
の
値
段
は
３

年
前
か
ら
ほ
ぼ
２
倍
。

ま
た
、
小
麦
の
収
穫
期
の
ｎ
月
は
市

場
価
格
が
低
い
。
と
こ
ろ
が
、
半
年
以

上
も
現
金
収
入
な
し
で
働
い
て
き
た
農

民
た
ち
に
と
っ
て
、
価
格
が
２
倍
以
上

に
値
上
が
り
す
る
翌
年
１
月
ま
で
は
待

て
な
い
。
こ
の
結
果
、
「
収
穫
量
が
大
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１
す
べ
て
の
人
々
は
「
十
分
な
食
糧

を
得
る
権
利
」
と
「
飢
餓
か
ら
解
放
さ
れ

幅
に
増
え
た
割
に
、
暮
ら
し
は
良
く

な
っ
て
い
な
い
」
状
態
が
続
く
。

し
か
し
、
エ
チ
オ
ピ
ア
全
体
を
見
渡

す
と
、
ア
ル
ー
シ
地
区
の
よ
う
な
生
産

倍
増
地
域
は
ご
く
少
数
。
降
雨
量
の
少

な
い
北
部
の
ア
ム
ハ
ラ
州
や
テ
ィ
グ
レ

州
で
は
増
産
な
ど
は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

エ
チ
オ
ピ
ア
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
チ
ー
ム
今

日
明
日
」
の
ア
ベ
ガ
ズ
さ
ん
（
犯
）
に
よ

る
と
、
北
部
の
農
家
は
多
く
が
０
．
５

鯵
前
後
と
い
う
零
細
農
家
で
、
化
学
肥

料
や
改
良
種
子
な
ど
買
え
ず
、
従
来
の

在
来
農
法
を
変
え
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
農
民
た
ち
は
①
豆
類
な
ど
を
売
り

安
い
主
食
の
テ
フ
や
ソ
ル
ガ
ム
を
買
う

②
家
畜
を
売
り
主
食
を
買
う
③
建
築
作

業
な
ど
の
労
働
を
し
て
現
金
を
得
る

ｌ
蔵
ど
で
生
計
を
立
て
て
い
る
・

ア
ベ
ガ
ズ
さ
ん
は
「
化
学
肥
料
は
速
効

性
が
あ
る
が
多
く
の
零
細
農
民
に
は
買

え
ず
、
長
期
的
に
は
た
い
肥
を
利
用
し

て
土
壌
改
良
す
る
有
機
農
法
が
最
適

だ
」
と
提
言
し
て
い
る
。

【
エ
チ
オ
ピ
ア
中
部
で
福
井
聡
】

ロ
ー
マ
宣
言
案
（
要
旨
）

【
ロ
ー
マ
胆
日
Ⅱ
宮
川
正
明
】
飢
餓

や
食
糧
の
安
全
保
障
な
ど
に
取
り
組
む

「
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
十
三
日
か

ら
ロ
ー
マ
の
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

る
基
本
的
権
利
」
と
、
さ
ら
に
「
安
全
か

つ
栄
養
の
あ
る
食
料
を
入
手
す
る
権

利
」
を
有
す
る
。

２
世
界
の
食
料
安
全
保
障
の
達
成
と

飢
餓
の
撲
滅
の
た
め
の
努
力
を
続
け
、

二
○
’
五
年
ま
で
に
栄
養
不
足
人
口
を

半
減
す
る
。

３
世
界
の
食
糧
安
保
は
地
球
的
規
模

の
問
題
で
あ
り
、
人
口
増
加
や
天
然
資

源
へ
の
圧
力
を
考
慮
し
、
緊
急
に
一
致

し
た
行
動
が
必
要
で
あ
る
。

４
平
和
で
安
定
し
た
政
治
・
社
会
的

環
境
、
民
主
主
義
、
人
権
・
基
本
的
な

自
由
、
男
女
の
平
等
は
食
糧
安
保
達
成

の
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
。

５
食
糧
安
保
達
成
の
た
め
に
、
①
貧

■■壜=罰
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￣￣－－－－

世界:i:l糧ｻミット

Ａ
Ｏ
）
本
部
で
開
か
れ
る
の
に
先
立

ち
、
世
界
各
地
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
意
見
交
換
や
提

言
を
す
る
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
十

一
日
（
日
本
時
間
十
二
日
）
、
始
ま
っ

た
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
サ
ミ
ッ
ト
が

閉
幕
す
る
十
七
日
ま
で
続
き
、
日
本
か

ら
も
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
青
森
大
学
教
授

の
見
城
美
枝
子
さ
ん
ら
約
百
人
が
参
加

す
る
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
一
・
十
三
）

困
緩
和
②
紛
争
、
テ
ロ
、
腐
敗
、
環
境

劣
化
の
解
決
③
食
糧
増
産
④
農
村
か
ら

都
市
へ
の
過
剰
な
人
口
移
動
の
是
正

ｌ
が
薑
甕
で
あ
る
．

６
（
略
）

７
食
糧
を
政
治
・
経
済
的
圧
力
に
利

用
す
べ
き
で
は
な
く
、
国
際
的
な
協
力

と
団
結
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
。

８
食
糧
安
保
達
成
の
た
め
①
人
材
開

発
、
研
究
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
施
設
へ
の

投
資
②
雇
用
と
所
得
の
創
出
、
生
産
資

源
お
よ
び
財
源
へ
の
公
平
な
ア
ク
セ
ス

③
資
源
の
健
全
で
持
続
可
能
に
活
用
す

る
貿
易
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

④
⑤
⑥
⑦
９
～
ｕ
（
略
）

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
｜
・
十
三
）

【
ロ
ー
マ
過
日
Ⅱ
宮
川
政
明
】
十
三

日
に
ロ
ー
マ
で
始
ま
っ
た
「
世
界
食
糧

サ
ミ
ッ
ト
」
開
会
式
で
ロ
ー
マ
法
王
ヨ

ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、
世
界
的
な
飢

餓
問
題
は
人
口
増
加
が
原
因
で
な
く
、

公
平
な
食
樋
配
分
こ
そ
必
要
だ
と
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。

法
王
は
【
現
在
の
）
貧
困
と
富
裕
の

差
は
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と

指
摘
し
た
上
で
、
「
人
口
統
計
学
だ
け

で
は
食
糧
配
分
の
不
十
分
さ
は
説
明
で

き
な
い
」
と
述
べ
た
。
人
口
増
加
と
貧

困
と
を
つ
な
げ
る
見
方
を
「
奇
弁
だ
」
と

戒
め
る
一
方
で
、
「
農
業
や
食
糧
の
分

野
に
投
資
し
た
費
用
と
、
武
器
購
入
費

用
や
（
先
進
国
で
）
当
た
り
前
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
余
計
な
支
出
と
を
比
較
す

る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
強
調
、
特
に
先

進
国
の
軍
事
費
の
規
模
や
個
人
の
生
活
ス

タ
イ
ル
を
見
直
す
努
力
を
呼
び
か
け
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
一
・
十
四
）

■壜m

iIlmMlm題の原因
は不公平配分
■－－－－

ローマ法王訴(え

8１



lこゅうすふお－らむ

【
ロ
ー
マ
週
日
Ⅱ
三
科
清
一
郎
】
食

糧
問
題
の
解
決
を
め
ざ
す
初
の
世
界
食

糧
サ
ミ
ッ
ト
が
十
三
日
、
ロ
ー
マ
の
国

連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
本
部
で
始

ま
っ
た
。
世
界
約
百
七
十
カ
国
。
地
域

の
首
脳
、
閣
僚
や
国
際
機
関
、
非
政
府

組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
代
表
ら
が
参
加
し

た
。
会
議
の
冒
頭
で
は
、
二
○
一
五
年

ま
で
に
世
界
の
八
億
四
千
万
人
の
飢
餓

・
栄
養
不
良
人
口
の
半
減
を
め
ざ
す

「
ロ
ー
マ
宣
言
」
を
採
択
し
た
。
十
七
日

ま
で
の
期
間
中
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
含
め
多
角

的
に
討
議
す
る
。

ロ
ー
マ
宣
言
採
択

課
題
克
服
へ
７
行
動
計
画

「
ロ
ー
マ
宣
言
」
に
は
共
同
声
明
と
そ

れ
を
具
体
化
す
る
た
め
の
「
七
項
目
の

行
動
計
画
」
で
構
成
。
食
糧
・
水
の
需

給
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
発
展
途
上
国

の
生
活
環
境
や
女
性
の
人
権
向
上
、
食

糧
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
た
貿
易
の

重
要
性
な
ど
を
幅
広
く
盛
り
込
ん
だ
の

が
特
徴
だ
。
会
議
の
開
幕
と
同
時
に
採

】霞ⅡN露
／■‐釘寧ｉ匙

択
す
る
と
い
う
異
例
の
手
法
で
、
人
類

が
抱
え
る
食
糧
問
題
を
世
界
に
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

〈
援
助
〉
「
援
助
疲
れ
」
の
目
立
つ
先

進
国
か
ら
の
農
業
開
発
援
助
や
食
糧
援

助
は
先
細
り
気
味
だ
。
行
動
計
画
で
は

農
村
開
発
の
促
進
を
目
的
に
、
国
民
総

生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
比
○
・
七
％
の
政
府
開

発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

目
標
達
成
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

〈
貿
易
〉
共
同
声
明
で
は
貿
易
が
「
食

糧
安
全
保
障
の
カ
ギ
と
な
る
一
要
因
」

と
表
明
し
た
。
農
産
物
貿
易
は
食
糧
供

給
や
価
格
を
安
定
さ
せ
る
役
割
が
あ
る

と
の
認
識
か
ら
だ
。

〈
政
治
・
社
会
・
経
済
的
環
境
〉
増

え
続
け
る
世
界
人
口
の
下
で
、
途
上
国

の
食
糧
安
全
保
障
に
は
人
口
抑
制
が
必

要
と
の
主
張
が
先
進
国
の
間
で
は
強

く
、
行
動
計
画
も
適
切
な
人
口
計
画
を

促
し
た
。
し
か
し
、
中
絶
を
認
め
な
い

宗
教
上
の
理
由
な
ど
か
ら
一
部
途
上
国

に
は
反
発
も
あ
る
。

す

声
明
で
は
男
女
の
平
等
な
社
会
参
加

の
必
要
も
指
摘
し
た
。
女
性
教
育
の
充

実
で
、
農
村
の
生
産
性
も
向
上
す
る
と

の
判
断
だ
。

〈
飢
餓
・
援
用
不
良
〉
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
食

糧
を
全
く
取
れ
な
い
状
況
を
飢
餓
、
軽

い
運
動
に
必
要
な
栄
養
量
さ
え
不
足
し

て
い
る
状
態
を
栄
養
不
足
と
定
義
し
て

い
る
。
必
要
量
は
個
人
の
性
別
、
年
齢

な
ど
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
日
当
た

り
千
七
百
二
十
’
千
九
百
六
十
欲
悟
と

さ
れ
る
。

”
人
ロ
大
国
“
か
ら
大
物

中
国
は
李
鵬
首
相

「
手
を
携
え
飽
食
と
飢
餓
の
格
差
を

蔵
く
さ
れ
ば
な
ら
な
い
」
１
．
食
糧

サ
ミ
ッ
ト
は
世
界
の
指
導
者
に
向
け

た
、
ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二

世
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
始
ま
っ
た
。

直
前
ま
で
出
席
予
定
だ
っ
た
ゴ
ァ
米

副
大
統
領
ら
が
欠
席
し
た
た
め
、
サ

ミ
ッ
ト
に
し
て
は
や
や
寂
し
い
顔
触
れ

と
な
っ
た
。
一
方
、
ア
ジ
ア
の
“
人
口

大
国
“
か
ら
は
大
物
が
そ
ろ
う
。
世
界

の
食
糧
問
題
の
カ
ギ
を
握
る
中
国
か
ら

は
李
鵬
首
相
が
参
加
す
る
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
も
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
自
ら
が
乗
り

込
む
。
キ
ュ
ー
バ
の
カ
ス
ト
ロ
国
家
評

議
会
議
長
も
六
人
の
副
議
長
の
一
人
に

選
ば
れ
た
。
リ
ビ
ア
の
最
高
指
導
者
カ

ダ
フ
ィ
大
佐
の
出
席
も
話
題
を
集
め
そ

う
だ
。

藤
本
孝
雄
・
農
水
相
は
十
四
日
に
グ

リ
ッ
ク
マ
ン
米
農
務
長
官
と
会
談
す

る
。

（
ロ
ー
マ
Ⅱ
丸
山
兼
也
）

人
口
増
加
や
生
産
停
滞

食
糧
危
機
は
構
造
問
題

Ｉ
交
錯
す
る
利
害

難
間
多
い
協
調
ｌ

世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
背
景
に

は
、
中
長
期
的
な
食
糧
需
給
の
不
安
定

さ
と
途
上
国
で
の
飢
餓
の
問
題
が
あ

る
。世
界
の
穀
物
需
給
は
九
○
年
代
に
入

る
と
ひ
っ
迫
に
転
じ
、
コ
メ
や
小
麦
な

ど
の
在
庫
は
戦
後
最
低
水
準
に
落
ち
込

ん
だ
。
米
国
の
不
作
と
い
う
要
因
も
あ

る
が
、
世
界
の
人
口
増
加
、
経
済
成
長

が
需
要
を
増
す
と
い
う
構
造
的
要
因
が

大
き
い
。

異
常
気
象
で
不
作
が
続
い
た
七
○
年

代
と
、
今
回
の
問
題
が
質
的
に
異
な
る

の
は
、
放
置
す
れ
ば
将
来
の
食
糧
危
機

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
点
だ
。

世
界
の
人
口
は
二
○
五
○
年
に
は
九

十
八
億
人
と
現
在
よ
り
七
二
％
増
え
る
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見
通
し
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
予
測
で
は
、
人
口

増
に
よ
る
食
糧
需
要
の
増
大
は
現
在
の

七
六
％
増
だ
が
、
食
生
活
の
向
上
分
が

加
わ
る
と
二
・
二
五
倍
に
膨
れ
上
が

る
。
一
方
、
農
地
は
砂
漠
化
や
森
林
破

壊
な
ど
で
拡
大
が
難
し
く
、
食
糧
増
産

は
お
ぼ
つ
か
な
い
。

食
糧
危
機
の
”
火
薬
庫
“
と
さ
れ
る
の

が
中
国
だ
。
人
口
増
や
経
済
成
長
に
伴

う
需
要
増
大
、
農
地
の
減
少
が
重
な

り
、
二
十
一
世
紀
に
は
食
糧
の
輸
入
大

国
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

海
外
経
済
協
力
基
金
の
牧
田
り
え
氏

の
試
算
に
よ
る
と
、
中
国
の
穀
物
不
足

量
は
二
○
一
○
年
に
一
億
三
千
六
百
万

少
に
達
し
、
米
国
の
輸
出
穀
物
九
千
九

百
万
ノ
を
全
部
輸
入
し
て
も
間
に
合
わ

な
い
。
そ
う
な
れ
ば
世
界
最
大
の
食
糧

輸
入
国
、
日
本
は
、
中
国
の
政
情
安
定

の
た
め
に
輸
入
を
減
ら
し
中
国
に
振
り

向
け
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

も
っ
と
も
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
各
国
は

食
糧
危
機
の
回
避
と
い
う
総
論
に
は
賛

成
だ
が
、
人
口
抑
制
、
政
治
・
経
済
の

安
定
と
い
っ
た
個
別
の
問
題
に
な
る
と

利
害
が
複
雑
に
交
錯
す
る
。

特
に
農
産
物
貿
易
は
事
前
の
事
務
レ

ベ
ル
協
議
で
、
輸
入
よ
り
国
内
生
産
の

拡
大
を
求
め
る
日
本
、
韓
国
な
ど
輸
入

国
に
対
し
、
米
国
や
豪
州
な
ど
輸
出
国

は
二
眉
の
自
由
化
」
を
宣
言
に
盛
り
込

む
よ
う
要
求
。
九
九
年
に
始
ま
る
ウ
ル

グ
ァ
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
合
意
改
定
交

渉
の
前
哨
戦
に
な
っ
た
。

食
糧
サ
ミ
ッ
ト
は
環
境
？
人
口
な
ど

国
連
が
取
り
組
ん
で
き
た
地
球
的
課
題

シ
リ
ー
ズ
の
最
終
編
。
ロ
ー
マ
宣
言
は

各
国
の
権
利
、
義
務
を
拘
束
し
な
い

が
、
農
水
省
は
「
食
糧
危
機
を
め
ぐ
る

議
論
の
ス
タ
ー
ト
台
が
で
き
た
」
と
い

う
。
だ
が
、
各
国
が
共
同
歩
調
を
と
れ

る
か
ど
う
か
は
、
不
透
明
な
部
分
が
多

い
ｏ

（
編
集
委
員
金
子
弘
道
）

「
食
糧
を
浪
費
す
る
国
と
、
子
ど
も

に
満
足
に
食
糧
を
与
え
ら
れ
な
い
国
の

・
す
べ
て
の
人
々
に
飢
餓
か
ら
解
放
さ

れ
る
基
本
的
権
利
と
、
安
全
で
栄
養

豊
か
な
食
糧
を
入
手
す
る
権
利
が
あ

る
こ
と
を
再
確
認
す
る

。
二
○
一
五
年
ま
で
に
栄
養
不
良
人
口

の
半
減
を
め
ざ
す

・
飢
餓
と
食
糧
不
安
は
地
球
的
規
模
の

問
題
で
、
緊
急
で
断
固
た
る
一
致
し

た
行
動
が
必
要
で
あ
る

。
利
用
可
能
な
資
源
を
健
全
か
つ
持
続

可
能
な
方
法
に
よ
り
活
用
で
き
る
食

糧
貿
易
と
包
括
的
な
貿
易
政
策
を
追

求
す
る

〈
行
動
計
画
〉

・
男
女
の
平
等
な
参
加
に
基
づ
く
永
続

的
平
和
の
た
め
の
最
適
条
件
を
つ
く

る
た
め
、
政
治
的
、
社
会
的
、
経
済

的
環
境
を
保
障
す
る

。
栄
養
的
に
適
切
で
安
全
な
食
糧
と
そ

四口■対応一定■０口川・轆註潅噸纒鐇櫻口■顔Ｌ■。

ロ
ー
マ
宣
言
（
亜
曽
）

併
存
は
、
社
会
正
義
の
う
え
か
ら
許
せ

な
い
」 の
効
率
的
な
利
用
に
対
す
る
物
理

的
、
経
済
的
な
ア
ク
セ
ス
改
善
を
目

指
す
政
策
を
実
施
す
る

。
病
害
虫
や
干
ば
つ
、
砂
漠
化
と
闘
っ

て
い
る
地
域
で
の
持
続
可
能
な
農
林

水
産
業
、
農
村
開
発
の
政
策
、
慣
行

を
追
求
す
る

。
食
糧
・
農
産
物
貿
易
、
貿
易
政
策
が

食
糧
安
全
保
障
の
促
進
に
資
す
る
よ

う
努
力
す
る

。
自
然
災
害
と
人
為
的
な
緊
急
事
態
を

阻
止
し
、
｜
時
的
か
つ
緊
急
の
食
糧

の
必
要
性
に
対
応
す
る
よ
う
努
力
す
る

。
持
続
可
能
な
食
糧
・
農
業
体
系
、
農

村
開
発
を
促
進
す
る
た
め
の
公
共
・

民
間
投
資
の
最
適
な
配
置
と
利
用
を

促
進
す
る

。
国
際
社
会
と
協
力
し
て
す
べ
て
の
レ

ベ
ル
で
行
動
計
画
を
実
施
、
監
視
、

追
跡
調
査
す
る

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
六
・
十
一
・
十
四
）

埒



こゅうすふお－らむ

ロ
ー
マ
で
開
か
れ
て
い
る
世
界
食
糧

サ
ミ
ッ
ト
で
、
国
連
の
ガ
リ
事
務
総
長

は
こ
う
訴
え
た
。

会
議
の
初
日
に
採
択
さ
れ
た
ロ
ー
マ

宣
言
は
、
途
上
国
を
中
心
に
八
億
人
も

の
人
々
が
栄
養
不
良
の
状
態
に
お
か
れ

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
耐
え
難
い
」

と
の
認
識
を
示
し
た
。
地
球
上
の
ほ
と

ん
ど
の
人
々
が
共
感
す
る
言
葉
で
あ
る

マ
フ
ｏ宣
一
一
一
一
口
は
「
二
○
一
五
年
ま
で
に
栄
養

不
良
人
口
を
半
減
さ
せ
る
」
こ
と
を
う

た
い
、
そ
の
た
め
に
貧
困
の
撲
滅
、
食

糧
の
増
産
、
先
進
国
の
資
源
浪
費
型
経

済
か
ら
の
脱
却
を
強
調
し
た
。

飢
え
と
の
戦
い
は
、
人
類
共
通
の
課

題
だ
。
ガ
リ
事
務
総
長
は
、
飢
餓
に
直

面
し
て
い
る
ア
フ
リ
カ
の
東
部
ザ
イ
ー

ル
問
題
に
ふ
れ
、
「
い
ま
飢
え
て
死
に

つ
つ
あ
る
多
数
の
人
々
を
、
世
界
中
が

救
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

当
面
の
食
糧
援
助
と
、
中
長
期
的
な

途
上
国
の
食
糧
生
産
に
、
先
進
国
は
ど

う
貢
献
で
き
る
か
。
そ
の
議
論
を
深
め

る
絶
好
の
機
会
が
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
だ
っ

た
。と
こ
ろ
が
、
先
進
国
側
の
対
応
は
、

期
待
に
十
分
こ
た
え
る
も
の
で
は
な

か
つ
た
。
「
サ
ミ
ッ
ト
」
と
い
い
な
が
ら

主
要
先
進
国
の
首
脳
に
欠
席
者
が
目

立
っ
た
こ
と
を
、
あ
げ
つ
ら
う
わ
け
で

は
な
い
。
先
進
国
側
に
、
み
ず
か
ら
の

利
害
を
優
先
す
る
内
向
き
の
姿
勢
が
あ

か
ら
さ
ま
だ
っ
た
こ
と
が
残
念
な
の
で

あ
る
。ロ
ー
マ
宣
言
の
と
り
ま
と
め
に
当
た

り
、
米
国
は
、
「
貿
易
の
い
っ
そ
う
の

自
由
化
に
よ
る
食
糧
安
全
保
障
」
に
こ

だ
わ
っ
た
。
背
景
に
は
、
食
糧
輸
出
国

と
し
て
の
穀
物
ビ
ジ
ネ
ス
を
優
先
さ
せ

る
姿
勢
が
見
え
た
。

欧
州
諸
国
に
は
、
地
域
の
環
境
保
全

を
重
視
す
る
考
え
か
ら
、
食
糧
生
産
の

抑
制
を
訴
え
る
農
業
団
体
が
勢
力
を
増

し
つ
つ
あ
る
。
そ
の
論
理
の
延
長
線
上

に
は
、
飢
え
に
苦
し
む
人
々
へ
の
思
い

が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

日
本
の
農
業
団
体
は
、
国
内
農
業
を

守
る
立
場
か
ら
、
貿
易
障
壁
を
維
持
す

べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
口
悪
真
面
を
含
め

競
争
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
保
護
政
策
に
し
が
み
つ
こ
う
と
す

る
後
ろ
向
き
の
姿
勢
だ
と
い
わ
ざ
る
を

え
な
い
。

「
食
糧
危
機
」
の
認
識
で
も
、
微
妙
な

ず
れ
が
あ
る
。
高
騰
し
て
い
た
穀
物
相

場
は
、
こ
と
し
の
世
界
的
な
豊
作
で
軒

並
み
下
落
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

「
食
糧
危
機
」
は
一
転
し
て
遠
の
い
た
か

の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
が
ち
だ
。

し
か
し
、
そ
れ
は
楽
観
に
す
ぎ
る
。

相
場
は
需
給
関
係
の
結
果
を
示
し
た
も

の
だ
。
相
場
の
上
昇
は
食
糧
生
産
を
刺

激
す
る
か
ら
、
必
ず
し
も
食
糧
危
機
を

招
く
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
逆
に
、
相

場
の
下
落
で
食
糧
危
機
が
去
っ
た
と
安

心
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

食
糧
危
機
の
本
質
は
、
穀
物
相
場
の

高
騰
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
世
の
中
に

常
に
、
飽
食
と
飢
餓
が
併
存
し
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。

飢
餓
に
苦
し
む
途
上
国
は
、
食
糧
を

買
う
だ
け
の
経
済
力
が
な
く
、
自
国
内

で
食
糧
を
生
産
す
る
だ
け
の
技
術
を

も
っ
て
い
な
い
。

会
議
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直

・
食
料
サ
ミ
ッ
ト

国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
加
盟

の
１
７
６
カ
国
・
地
域
の
政
府
、
民
間

組
織
が
参
加
し
た
、
初
の
世
界
食
料
サ

ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
「
ロ
ー
マ
宣
言
」
を

正藝囲匹途
上
国
Ｅ
に
■
あ
う
農
一
葉
綾
口
助
を

■
。
。
と
食
・
料
廿
■
ミ
ッ
ト
□
・
開
（
く

面
し
て
い
る
途
上
国
の
実
情
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
米
の
輸
出
国
に
転
じ
た
ベ

ト
ナ
ム
で
さ
え
、
副
首
相
は
人
口
の
増

加
と
食
生
活
の
向
上
に
よ
る
食
糧
需
要

の
増
加
、
都
市
化
と
工
業
化
に
よ
る
農

地
の
減
少
、
森
林
の
伐
採
に
よ
る
環
境
．

破
壊
を
訴
え
、
先
進
国
の
支
援
を
求
め

た
。何
よ
り
確
か
な
の
は
、
先
進
諸
国

が
、
途
上
国
の
農
業
生
産
力
を
高
め
ら

れ
る
よ
う
に
、
技
術
面
や
資
金
面
で
助

け
な
け
れ
ば
、
事
態
は
ま
す
ま
す
深
刻

化
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

食
糧
サ
ミ
ッ
ト
は
「
す
べ
て
の
人
々

に
食
糧
を
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
。

こ
れ
を
看
板
倒
れ
に
終
わ
ら
せ
て
は
な

る
ま
い
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
一
・
十
五
）

採
択
し
た
。
世
界
の
食
糧
安
全
保
障
を

達
成
し
、
二
○
一
五
年
ま
で
に
８
億
４

０
０
０
万
人
の
栄
養
不
良
人
口
の
半
減

を
目
指
し
、
食
糧
援
助
、
農
業
。
農
村

開
発
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
な
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と
、
七
つ
の
行
動
計
画
を
示
し
た
。

世
界
は
、
目
先
の
飢
餓
問
題
に
加

え
、
中
長
期
的
な
食
糧
需
給
不
安
も
抱

え
る
。
人
口
は
二
○
二
五
年
に
４
割
増

の
閉
億
人
に
な
り
、
ア
ジ
ア
の
成
長
と

食
生
活
の
変
化
も
需
要
を
拡
大
す
る

が
、
食
糧
増
産
が
追
い
つ
か
な
い
恐
れ

が
あ
る
。

事
務
レ
ベ
ル
協
議
で
は
、
米
、
豪
な

ど
農
産
物
輸
出
国
と
、
自
給
重
視
の
日

本
、
中
国
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
、
援
助
増

大
を
訴
え
る
貧
困
国
な
ど
の
意
見
対
立

が
見
ら
れ
た
。
だ
が
、
サ
ミ
ッ
ト
は
農

業
交
渉
の
場
で
は
な
い
。
飢
え
の
撲
滅

と
食
糧
安
全
保
障
の
達
成
と
い
う
地
球

レ
ベ
ル
の
問
題
解
決
に
向
け
、
協
力
し

あ
う
場
で
あ
る
。

日
本
は
海
外
純
資
産
１
兆
が
と
い
う

世
界
一
の
金
持
ち
国
だ
が
、
今
年
上
半

期
だ
け
で
２
５
６
億
㎡
も
食
糧
を
買
い

あ
さ
る
最
大
の
輸
入
国
で
あ
り
、
食
糧

自
給
率
は
供
給
熱
量
換
算
で
蛆
％
に
す

ぎ
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
貧
困
国
の
飢
餓

解
消
の
た
め
、
果
た
す
べ
き
役
割
は
大

き
い
。

何
よ
り
も
ま
ず
、
世
界
ベ
ー
ス
の
需

給
安
定
を
図
り
な
が
ら
、
必
要
な
食
糧

を
確
保
す
る
と
い
う
食
糧
安
全
保
障
の

視
点
か
ら
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
農
村
整
備
・
農

業
技
術
援
助
を
中
心
に
増
や
す
べ
き
だ
。

行
動
計
画
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
国
民
総

生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
の
０
．
７
％
に
す
る
と

い
う
先
進
国
目
標
の
達
成
を
掲
げ
て
い

る
。
日
本
の
援
助
額
は
妬
年
度
実
績
１

４
５
億
㎡
と
世
界
一
だ
が
、
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比

で
は
０
．
蛆
％
だ
。
財
政
再
建
が
急
務

な
た
め
、
漫
然
と
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
増
や
し
て

は
な
ら
ず
、
中
身
の
見
直
し
が
必
要

だ
。
企
業
の
海
外
展
開
の
側
面
支
援
的

な
援
助
を
縮
小
し
、
途
上
国
の
地
場
産

業
や
農
村
の
実
情
に
あ
っ
た
手
助
け
を

増
や
す
べ
き
だ
ろ
う
。

モ
ノ
の
引
き
渡
し
後
の
維
持
・
運
用

な
ど
の
フ
ォ
ロ
ー
が
不
十
分
で
、
Ｏ
Ｄ

Ａ
の
や
り
っ
放
し
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
最
先
端
技
術
の
機
械
を
押
し
つ

け
、
部
品
や
燃
料
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
不

足
で
放
置
さ
れ
る
例
が
少
な
く
な
い
と

い
マ
フ
。

農
業
援
助
に
つ
い
て
も
先
端
技
術
で

は
な
く
、
伝
統
的
井
戸
掘
り
技
術
や
、

砂
漠
の
緑
地
化
、
か
ん
が
い
排
水
な

ど
、
現
地
に
あ
っ
た
適
正
技
術
を
広

め
、
飢
餓
か
ら
の
自
力
脱
出
を
手
伝
う

の
が
本
筋
で
あ
る
。

そ
こ
で
二
つ
の
こ
と
を
提
案
し
た

い
。ま
ず
、
毎
日
１
万
人
も
の
子
供
が
飢

世
界
的
な
人
口
増
加
と
相
ま
っ
て
、

将
来
の
食
糧
不
足
を
危
倶
（
き
ぐ
）
す
る

声
が
出
て
い
る
。
ロ
ー
マ
で
開
か
れ
て

い
る
「
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト
」
で
も
様
々

な
議
論
が
出
て
い
る
が
、
中
長
期
的
に

食
糧
危
機
の
発
生
を
防
ぐ
に
は
生
産
性

向
上
を
は
じ
め
国
際
協
力
、
食
生
活
の

改
善
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
の
は
事

実
。
世
界
最
大
の
食
品
メ
ー
カ
ー
と
し

て
穀
物
製
品
や
乳
製
品
、
コ
ー
ヒ
ー
な

え
死
に
す
る
現
状
を
救
う
た
め
、
１
５

０
万
少
を
超
す
過
剰
米
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
贈

与
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
釦
万
鯵
の

休
耕
田
の
一
部
を
「
援
助
契
約
栽
培
田
」

と
し
て
活
用
し
、
食
糧
不
足
国
が
好
む

品
種
を
作
付
け
す
れ
ば
、
コ
メ
の
生
産

調
整
と
農
民
の
活
力
回
復
に
も
役
立

つ
。
同
時
に
無
駄
な
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
削
り
、

農
業
予
算
を
合
理
化
し
て
財
政
負
担
増

を
最
小
限
に
と
ど
め
る
。
コ
メ
輸
出
国

の
反
発
も
あ
ろ
う
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
よ
り

地
球
人
の
救
済
が
先
だ
。

次
に
途
上
国
の
農
業
振
興
の
た
め
、

日
本
が
主
唱
し
世
界
的
な
農
業
メ
ッ
セ

函沮

遺
伝
子
工
組
・
み
換
え
で
危
機
防
口
止
口
策
と

～
ネ
ス
レ
会
長
に
聞
く
．
霧
婁
嘉
葆

食
習
慣
改
善

－
国
際
協
力
も
１

１
食
綱
安
定
供
給
の
た
め
に
は
ま

藁
紛
の
室
に
確
保
が
必
要
に
な
る
が
。

「
穀
物
問
題
は
ま
さ
に
構
造
的
な
問

ど
を
幅
広
く
手
掛
け
る
ネ
ス
レ
（
ス
イ

ス
・
ブ
ェ
プ
ェ
ー
）
の
ヘ
ル
ム
ー
ト
・

マ
ウ
ハ
１
会
長
に
問
題
解
決
の
方
法
な

ど
を
聞
い
た
。

を
開
く
こ
と
だ
。
江
戸
時
代
は
「
お
伊

勢
参
り
」
が
農
業
情
報
交
換
の
場
だ
っ

た
。
秋
田
県
で
は
明
治
十
一
年
以
来
、

毎
年
「
種
苗
交
換
会
」
を
開
き
、
東
北
農

業
の
技
術
向
上
に
寄
与
し
て
い
る
。
こ

れ
を
世
界
レ
ベ
ル
に
広
げ
、
途
上
国
農

業
に
あ
っ
た
品
種
や
技
術
、
情
報
交
換

を
行
い
、
同
時
に
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
と
し

て
利
用
す
れ
ば
よ
い
。

食
糧
供
給
の
安
定
な
く
し
て
経
済
発

展
は
な
い
。
サ
ミ
ッ
ト
を
機
に
「
何
が

貢
献
で
き
る
か
」
と
考
え
る
べ
き
だ
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
｜
・
十
五
）

砧
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題
だ
。
生
活
水
準
の
向
上
で
、
ア
ジ
ア

を
は
じ
め
世
界
中
に
肉
食
が
普
及
し
、

飼
料
用
の
穀
物
需
要
が
急
増
し
て
い
る

か
ら
だ
。
例
え
ば
、
牛
肉
の
生
産
に
は

肉
の
量
の
七
倍
前
後
の
飼
料
穀
物
が
必

要
に
な
る
。
耕
地
面
積
は
簡
単
に
は
増

や
せ
な
い
た
め
、
人
々
の
食
欲
を
満
た

し
き
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
」

「
た
だ
、
対
策
は
あ
る
。
ま
ず
、
害

虫
や
疫
病
、
天
候
な
ど
に
負
け
な
い
よ

う
既
存
の
穀
物
の
品
種
を
改
善
し
、
単

位
面
積
当
た
り
の
収
穫
量
を
増
や
す
こ

と
だ
。
そ
の
際
、
遺
伝
子
組
み
換
え
技

術
が
重
要
な
カ
ギ
に
な
る
。
実
用
化
に

よ
り
穀
物
不
足
は
大
幅
に
解
消
す
る
。

当
社
も
す
で
に
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物

の
研
究
に
着
手
し
て
お
り
、
今
後
、
食

品
業
界
全
体
で
取
り
組
む
よ
う
働
き
か

け
て
い
く
」

「
消
費
者
の
食
肉
の
習
慣
を
変
え
る

こ
と
も
必
要
だ
。
牧
畜
に
投
入
す
る
穀

物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
多
過
ぎ
る
。
代
替

品
と
し
て
、
シ
リ
ア
ル
や
パ
ス
タ
の
よ

う
な
穀
物
を
ベ
ー
ス
に
し
た
食
品
を

も
っ
と
普
及
さ
せ
た
い
」

ｌ
中
国
や
旧
ソ
連
趣
ど
の
穀
物
生

産
国
が
輸
出
余
力
を
失
っ
て
い
る
こ
と

も
、
不
安
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

「
そ
れ
ら
の
国
々
は
農
業
の
や
り
方

に
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
世
界
有
数
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産

地
。
と
こ
ろ
が
、
生
産
性
は
極
め
て
低

い
。
計
画
経
済
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら

だ
。
活
性
化
の
た
め
に
も
民
間
の
創
意

工
夫
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
」

ｌ
世
界
的
に
人
口
増
加
が
続
い
て

い
る
。

ヨ
人
口
爆
発
』
と
の
表
現
で
人
々
の

不
安
を
あ
お
る
一
部
の
学
者
が
い
る
の

は
確
か
だ
。
し
か
し
、
私
は
同
意
し
な

い
。
今
後
、
世
界
の
人
口
増
加
ペ
ー
ス

は
間
違
い
な
く
鈍
化
す
る
。
最
大
の
理

由
は
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達

だ
。
世
界
の
人
々
の
情
報
交
流
が
進
ん

だ
結
果
、
避
妊
と
い
う
特
定
の
地
域
に

「
も
う
サ
ミ
ッ
ト
は
い
ら
な
い
。
後

は
実
行
す
る
だ
け
だ
」
（
チ
ョ
ー
カ
ー
英

海
外
開
発
担
当
相
）
。
「
途
上
国
の
飢
餓

は
、
武
力
紛
争
の
産
物
で
あ
り
、
平
和

が
大
事
だ
」
（
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ガ
ン
ポ

農
業
・
天
然
資
源
相
）
。
ロ
ー
マ
で
十

七
日
終
了
し
た
国
連
の
世
界
食
糧
サ

ミ
ッ
ト
で
は
、
政
府
代
表
が
次
々
と
栄

囲口・囑６巾伽剛噸纐奎鮒糊口蝸馴■・墹口卜

お
け
る
タ
ブ
ー
も
消
え
始
め
た
か
ら

だ
」「
発
展
途
上
国
の
生
活
・
教
育
水
準

が
向
上
し
、
出
生
率
も
下
が
る
だ
ろ

う
。
『
子
ど
も
は
働
き
手
。
た
く
さ
ん

産
む
べ
し
』
と
い
っ
た
考
え
方
は
急
速

に
減
っ
て
い
る
」

「
も
ち
ろ
ん
、
ネ
ス
レ
ー
社
だ
け
で

食
糧
問
題
は
解
決
で
き
な
い
。
政
治
の

力
も
大
事
だ
。
私
自
身
、
国
際
商
業
会

議
所
の
副
会
頭
と
し
て
国
連
や
国
際
会

議
な
ど
の
場
で
、
世
界
の
食
糧
事
情
改

善
に
向
け
た
具
体
的
な
国
際
協
力
を
積

極
的
に
提
案
し
て
い
る
」

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
六
・
十
｜
・
十
七
）

養
不
良
人
口
の
半
減
に
向
け
た
決
意
表

明
を
し
た
。
だ
が
、
具
体
策
と
な
る

と
、
人
口
抑
制
や
、
飢
餓
に
苦
し
む
ア

フ
リ
カ
へ
の
支
援
な
ど
の
重
要
課
題
で

足
並
み
が
そ
ろ
わ
な
か
っ
た
。

（
ロ
ー
マ
Ⅱ
桑
原
俊
明
、
吉
田
文
彦
）

世
界
の
食
糧
不
足
の
根
底
に
は
、

「
人
口
爆
発
」
が
あ
る
。
だ
が
、
カ
ト

リ
ッ
ク
の
総
本
山
バ
チ
カ
ン
（
ロ
ー
マ

法
王
庁
）
は
、
避
妊
薬
や
避
妊
具
の
使

用
に
反
対
だ
。
バ
チ
カ
ン
の
「
お
ひ
ざ

元
」
で
開
か
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
で
、
「
人
口

爆
発
」
を
防
ぐ
手
段
と
し
て
避
妊
を
重

視
す
る
米
国
の
出
方
が
注
目
さ
れ
た
。

テ
ィ
ム
・
ワ
ー
ス
米
国
務
次
官
（
地

球
規
模
問
題
担
当
）
は
サ
ミ
ッ
ト
開
会

直
前
の
記
者
会
見
で
、
「
米
国
と
バ
チ

カ
ン
が
、
初
め
て
意
見
の
一
致
を
み
る

の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

こ
れ
が
冗
談
で
あ
る
こ
と
は
、
口
ぶ

り
か
ら
明
ら
か
だ
っ
た
。
本
音
は
「
世

界
か
ら
飢
え
を
な
く
す
こ
と
が
、
こ
の

会
議
の
共
通
目
標
と
い
う
大
前
提
で
は

双
方
が
一
致
し
て
い
る
も
の
の
、
避
妊

を
め
ぐ
る
ズ
レ
は
残
っ
た
ま
ま
【
米
政

府
関
係
者
）
。

サ
ミ
ッ
ト
で
米
の
グ
リ
ッ
ク
マ
ン
農

務
長
官
は
「
米
国
は
引
き
続
き
、
自
発

的
な
人
ロ
安
定
化
の
支
援
に
動
く
」
と

強
調
し
た
。
｜
方
、
ロ
ー
マ
法
王
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
サ
ミ
ッ
ト
で
、

「
食
糧
問
題
は
人
口
増
加
で
は
な
く
、

避
妊
巡
る
ミ
ゾ
埋
ま
ら
ず

Ｆ
１
人
ロ
爆
発
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
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ア
フ
リ
カ
が
飢
餓
対
策
の
焦
点
と

な
っ
た
。
「
今
、
こ
の
時
、
百
万
人
以

上
の
人
が
飢
え
に
苦
し
ん
で
い
る
元

ガ
リ
国
連
事
務
総
長
が
開
会
式
で
ザ

イ
ー
ル
東
部
で
多
数
出
て
い
る
難
民
へ

の
緊
急
支
援
を
呼
び
か
け
た
。

藤
本
孝
雄
農
水
相
も
、
国
連
難
民
高

等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
の
ル

ワ
ン
ダ
・
ブ
ル
ン
ジ
特
別
計
画
に
一
千

万
が
を
拠
出
す
る
と
表
明
し
た
・
だ

が
、
こ
れ
は
、
外
務
省
が
十
月
末
に
表

明
し
て
い
た
同
特
別
計
画
の
総
額
五
千

万
砂
の
う
ち
一
千
万
が
分
を
正
式
決
定

し
た
の
に
す
ぎ
な
い
。

日
本
の
も
っ
ぱ
ら
の
関
心
は
貿
易
問

題
だ
っ
た
。
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

農
業
交
渉
で
コ
メ
市
場
の
完
全
開
放
を

防
ぐ
た
め
に
も
、
ｎ
つ
そ
う
の
貿
易

分
配
の
問
題
だ
」
と
演
説
。
や
は
り
ミ

ゾ
は
埋
ま
ら
な
か
っ
た
。

採
択
さ
れ
た
行
動
計
画
は
妥
協
の
結

果
、
「
適
切
」
な
人
口
対
策
や
家
族
計
画

の
策
定
を
促
す
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
バ
チ
カ
ン
は
家
族
計
画
と
い
う

言
葉
を
気
に
か
け
、
行
動
計
画
の
一
部

に
つ
い
て
採
択
を
留
保
し
た
。

具
体
化
さ
れ
ぬ
援
助
拡
大

Ｆ
１
ア
フ
リ
カ
諸
国
ｌ
Ｌ

約
千
二
百
人
が
参
加
し
た
非
政
府
組

織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
代
表
は
、

「
飢
え
る
人
が
い
る
の
に
、
援
助
が

減
っ
て
い
る
の
が
現
実
だ
」
（
ラ
ス
ム
セ

ン
・
デ
ン
マ
ー
ク
首
相
）
と
の
嘆
き
が

聞
か
れ
た
。

の
長
期
汪
町
な
合
濡
》
事
情
斯
雲
尼
向
け
た
援

副
抑
砿
大
は
具
体
化
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
た
。

自
由
化
」
を
宣
言
や
行
動
計
画
か
ら
は

ず
し
た
か
っ
た
。

そ
こ
で
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
対
し
、
政

府
間
だ
け
で
な
く
、
元
農
水
政
務
次
官

の
谷
津
義
男
代
議
士
が
、
旧
知
の
デ
ィ

ゥ
フ
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
事

務
局
長
（
セ
ネ
ガ
ル
出
身
）
を
通
じ
て
日

本
へ
の
同
調
を
働
き
か
け
た
。
結
果
的

に
多
く
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
日
本
を
支

持
し
、
「
い
っ
そ
う
の
貿
易
自
由
化
」
は

明
記
さ
れ
な
か
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
日
本
支
持
に
は
、

「
日
本
か
ら
の
余
剰
米
の
提
供
を
受
け

た
い
」
と
の
思
惑
が
あ
る
。
だ
が
、
日

本
政
府
は
提
供
を
確
約
し
て
い
な
い
。

余
剰
米
が
い
つ
ア
フ
リ
カ
に
渡
る
か
は

不
透
明
な
ま
ま
だ
。

結
局
、
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
ア
フ
リ
カ

生
き
な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見

｛
’
一
眉
す
か
し
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

【
ロ
ー
マ
Ⅳ
日
Ⅱ
桑
原
俊
明
】
ロ
ー

マ
の
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
本

部
で
開
か
れ
て
い
た
世
界
食
糧
サ
ミ
ッ

ト
は
十
七
日
午
後
（
日
本
時
間
十
七
日

夜
）
、
閉
幕
し
た
。
会
議
で
は
、
二
○

’
五
年
ま
で
に
栄
養
不
良
人
口
を
半
減

さ
せ
る
こ
と
を
う
た
っ
た
「
ロ
ー
マ
宣

言
」
と
行
動
計
画
を
採
択
し
た
が
、
援

助
や
人
口
政
策
の
扱
い
を
め
ぐ
り
十
五

ヵ
国
が
宣
言
と
行
動
計
画
に
留
保
を
表

サ
ミ
ッ
ト
二
日
目
の
十
四
日
夜
、
演
説

を
取
り
や
め
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
出
番
だ
っ

た
午
後
十
時
過
ぎ
に
は
、
広
い
会
議
場

に
出
席
者
は
約
五
十
人
程
度
し
か
い
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表

は
、
「
こ
れ
で
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
を
世

界
に
伝
え
ら
れ
な
い
」
と
怒
り
の
声
を

サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
に
ぶ
つ
け
た
。
最
終

日
の
十
七
日
に
演
説
す
る
こ
と
で
落
ち

つ
い
た
も
の
の
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
間
で
、

「
あ
ん
ま
り
だ
」
と
の
不
満
が
渦
巻
い

た
。

一
九
九
二
年
の
地
球
サ
ミ
ッ
ト
以

降
、
地
球
規
模
問
題
の
国
連
会
議
で

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
意
見
反
映
が
大
き
な
課

世
界
食
糧
サ
ミ
ッ
ト

応
力
国
「
宣
言
」
留
保
し
閉
幕

明
し
、
飢
餓
・
栄
養
不
良
の
解
消
に
向

け
た
共
同
行
動
の
先
行
き
に
早
く
も
陰

り
が
出
て
い
る
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
百
七
十

を
超
す
国
・
地
域
の
代
表
団
は
十
六
日

ま
で
に
、
ロ
ー
マ
宣
言
と
行
動
計
画
に

対
す
る
態
度
表
明
を
Ｆ
Ａ
Ｏ
事
務
局
に

提
出
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
に
よ
る

と
、
こ
の
う
ち
米
国
、
バ
チ
カ
ン
や
ア

ラ
ブ
諸
国
な
ど
十
五
カ
国
が
態
度
留
保

題
に
な
っ
て
い
る
。
九
五
年
の
社
会
開

発
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
で
は
最
終
日
の
深
夜

ま
で
宣
言
、
行
動
計
画
が
練
ら
れ
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
政
府
交
渉
団
に
意
見
反
映
を
働

き
か
け
た
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
始
ま
っ
た

十
一
日
に
は
、
宣
言
、
行
動
計
画
と
も

内
容
が
固
ま
っ
て
い
た
。
「
文
書
は
初

日
に
採
択
し
、
残
り
の
会
期
で
は
各
国

代
表
が
演
説
し
て
政
策
実
施
を
約
束
し

て
も
ら
う
の
が
、
行
動
を
促
す
う
え
で

得
策
」
（
サ
ミ
ッ
ト
事
務
局
）
と
の
シ
ナ

リ
オ
だ
っ
た
。
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を
表
明
し
た
。
米
国
は
、
政
府
の
途
上

国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
国
民
総
生
産
（
Ｇ

Ｎ
Ｐ
）
の
○
・
七
％
に
引
き
上
げ
る
と
い

う
行
動
計
画
の
目
標
に
対
し
て
留
保
を

表
明
し
た
。
そ
の
他
の
国
は
、
人
口
問

題
の
扱
い
で
「
家
族
計
画
」
な
ど
の
表
現

が
含
ま
れ
た
点
を
留
保
し
た
。

五
日
間
の
会
議
で
は
、
参
加
し
た
国

・
地
域
と
国
連
機
関
の
代
表
が
演
説

し
、
食
糧
生
産
へ
の
取
り
組
み
や
途
上

国
へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

【
ロ
ー
マ
巴
日
三
瓶
良
一
】
国
連
主

催
の
世
界
食
料
サ
ミ
ッ
ト
は
８
億
４
０

０
０
万
人
の
飢
餓
人
口
を
卯
年
後
に
は

半
減
さ
せ
る
目
標
を
打
ち
出
し
た
。
し

か
し
、
目
標
実
現
の
た
め
の
方
策
、
飽

☆
ア
フ
リ
カ
諸
国

飢
餓
問
題
で
焦
点
と
な
っ
て
い
る
ザ

イ
ー
ル
で
は
難
民
の
国
外
退
去
を
優
先

［
鑑
議
供
給
目
指
し
歪
な
ア
ク
セ
ス
を

唖江

口圏
擾，～■､強

､尋■二
JL遥口幼
〕トる

口書J1琴１J
国
二の～

■声ｲﾊ上

士
。こ
の
中
で
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ

か
ら
の
難
民
問
題
で
混
乱
の
続
く
ザ

イ
ー
ル
の
ケ
ン
ゴ
首
相
は
「
ザ
イ
ー
ル

東
部
へ
の
食
糧
援
助
と
支
援
を
期
待
す

る
」
と
各
国
の
協
力
を
訴
え
た
。
日
本

か
ら
は
藤
本
孝
雄
農
水
相
が
出
席
し
、

国
内
生
産
の
維
持
・
拡
大
に
つ
と
め

て
、
食
糧
の
安
定
供
給
を
目
指
す
考
え

を
表
明
し
た
。

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
一
・
十
八
）

食
と
飢
餓
が
同
時
に
存
在
す
る
と
い
う

現
状
の
と
ら
え
方
な
ど
、
各
国
は
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
を
反
映
し
濃
淡
さ
ま
ざ
ま

だ
っ
た
。
５
日
間
に
わ
た
っ
た
各
国
代

表
の
声
を
採
録
す
る
。

さ
せ
、
ま
た
人
口
増
と
食
糧
問
題
の
関

連
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

ザ
イ
ー
ル
・
ム
ト
ン
ポ
副
首
相
Ⅱ
ザ

イ
ー
ル
東
部
に
あ
ふ
れ
て
い
る
難
民
は

隣
国
の
ル
ワ
ン
ダ
と
ブ
ル
ン
ジ
か
ら
逃

れ
た
人
た
ち
だ
。
援
助
は
ザ
イ
ー
ル
に

で
は
な
く
、
隣
の
２
国
に
振
り
向
け
る

べ
き
で
あ
る
。

ケ
ニ
ア
・
モ
イ
大
統
領
Ⅱ
東
部
ザ

イ
ー
ル
の
深
刻
な
危
機
は
宣
戦
な
き
戦
争

だ
。
平
和
は
食
糧
自
給
の
条
件
で
あ
る
。

ボ
ツ
ワ
ナ
・
マ
シ
レ
大
統
領
Ⅱ
国
際

社
会
に
食
糧
援
助
を
行
う
こ
と
を
要
請

す
る
。
食
糧
の
安
定
供
給
へ
公
正
な
ア

ク
セ
ス
が
保
証
さ
れ
る
べ
き
だ
。

☆
ア
ジ
ア
諸
国

同
じ
途
上
国
で
も
、
国
力
・
経
済
力

の
差
に
相
応
し
て
援
助
要
請
の
訴
え
の

中
身
が
微
妙
に
違
っ
た
。
ア
ジ
ア
で

は
、
援
助
要
請
一
本
や
り
か
ら
の
転
換

を
目
指
す
国
が
多
か
っ
た
。

イ
ン
ド
・
ゴ
ウ
ダ
首
相
Ⅱ
農
業
貿
易

の
分
野
で
途
上
国
は
先
進
国
と
対
等
に

や
っ
て
い
け
な
い
。
地
球
規
模
、
地
域

間
、
各
国
内
で
、
今
サ
ミ
ッ
ト
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
す
る
機
関
の
設
立
を
提

案
す
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
・
マ
フ
ム
ド
農
相
Ⅱ
わ

れ
わ
れ
に
必
要
な
の
は
水
利
の
改
善
、

近
代
的
な
農
機
具
だ
け
で
な
く
、
農
民

の
腕
を
磨
く
こ
と
だ
。
援
助
を
求
め
て

い
る
の
で
は
な
く
、
技
術
移
転
を
求
め

る
。
外
資
役
人
で
な
く
、
わ
が
国
の
技
術

者
の
質
の
向
上
を
助
け
て
ほ
し
い
。

北
朝
鮮
（
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
）
・
孔
鎮
泰
副
首
相
Ⅱ
故
金
曰
成
主

席
、
金
正
日
書
記
の
指
導
の
お
か
げ
で

一
九
四
○
年
代
に
１
８
９
万
少
だ
っ
た

穀
物
収
穫
は
八
○
年
代
末
に
は
１
０
０

０
万
少
に
ま
で
増
え
た
。
し
か
し
、
自

然
災
害
が
起
こ
っ
た
た
め
食
糧
問
題
が

不
可
避
に
な
っ
た
。

韓
国
・
李
寿
成
首
相
Ⅱ
食
糧
輸
入
国

は
食
樋
市
場
の
混
乱
を
想
定
し
、
一
定

の
備
蓄
を
確
保
す
る
”
予
防
戦
略
〃
が
必

要
だ
。
先
進
国
の
援
助
な
し
に
は
食
糧

の
公
正
な
配
分
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な

る
。
輸
出
国
は
輸
入
国
の
食
糧
ア
ク
セ

ス
に
制
限
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
。

中
国
・
李
鵬
首
相
Ⅱ
先
進
国
は
持
続

可
能
な
農
業
の
確
立
、
飢
餓
撲
滅
の
た

め
財
政
ｂ
技
術
支
援
を
行
う
べ
き
だ
。

ま
た
保
護
主
義
を
や
め
、
債
務
軽
減
措

置
を
と
る
責
任
が
あ
る
。

☆
制
裁
を
受
け
て
い
る
国

経
済
制
裁
を
受
け
て
い
る
国
は
、
今

サ
ミ
ッ
ト
を
制
裁
解
除
訴
え
の
場
と
し

た
。

“



「
富
め
る
国
」
に
対
し
、
途
上
国
か
ら

期
待
、
注
文
、
不
満
が
ぶ
つ
け
ら
れ
た

が
、
先
進
諸
国
は
途
上
国
の
国
内
民
主

化
、
自
助
努
力
の
必
要
性
を
強
調
し
て

応
酬
し
た
。

米
国
。
グ
リ
ッ
ク
マ
ン
農
務
長
官
Ⅱ

自
由
貿
易
、
輸
出
国
の
安
定
的
輸
出
は

食
糧
安
保
、
ひ
い
て
は
平
和
に
貢
献
す

る
。
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
、
限
ら
れ

た
援
助
予
算
は
改
革
へ
政
治
的
意
思
を

示
す
国
に
向
け
た
い
。
保
護
主
義
や
孤

立
主
義
は
貿
易
振
興
に
な
ら
な
い
。
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
気
象
分
野
の
情

報
シ
ス
テ
ム
化
も
将
来
の
増
産
を
可
能

キ
ュ
ー
バ
・
カ
ス
ト
ロ
首
相
Ⅱ
富
め

る
者
は
飢
餓
を
知
ら
な
い
。
今
後
加
年

間
で
飢
餓
人
口
半
減
と
い
う
目
標
は
恥

ず
か
し
い
。
多
く
の
人
が
飢
餓
や
病
気

で
死
ん
で
い
く
の
に
、
食
糧
・
医
療
を

含
め
ば
か
げ
た
封
鎖
が
行
わ
れ
る
の
は

な
ぜ
な
の
か
。
毎
日
餓
死
者
に
弔
い
の

鐘
が
鳴
っ
て
い
る
が
、
我
々
が
賢
明
で

な
け
れ
ば
、
人
類
全
員
に
鐘
が
鳴
る
だ

＆
鶴
漂
自
助
努
力
を
」

☆
先
進
諸
国

米
国
か
ら
経
済
制
裁
を
受
け
て
い
る

イ
ラ
ン
の
カ
ラ
ン
タ
リ
農
相
（
“
）
に
、

サ
ミ
ッ
ト
の
評
価
、
食
糧
事
情
な
ど
を

聞
い
た
。
同
農
相
は
米
国
の
ネ
ブ
ラ
ス

カ
、
ア
イ
オ
ワ
の
各
大
学
で
農
業
問
題

に
す
る
た
め
重
要
だ
。

カ
ナ
ダ
・
グ
ッ
デ
ー
ル
農
相
Ⅱ
輸
出

税
、
輸
出
制
限
の
削
減
が
必
要
だ
が
、

こ
れ
は
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
交
渉

の
場
で
解
決
す
べ
き
だ
。
食
糧
問
題
で

は
漁
業
資
源
の
保
存
も
重
要
だ
。

英
国
・
チ
ョ
ー
カ
ー
海
外
協
力
相
Ⅱ

曰
鰻
騨
鶴
錐
雛
騏
っ
な

ろ
う
。

イ
ラ
ク
・
マ
ル
ー
フ
副
大
統
領
Ⅱ
南

で
多
く
の
人
が
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
る

の
は
、
北
が
途
上
国
を
屈
服
さ
せ
よ
う

と
戦
争
や
妨
害
を
行
っ
て
い
る
た
め

だ
。
国
連
安
保
理
の
経
済
制
裁
に
よ
っ

て
農
業
生
産
に
支
障
を
き
た
し
て
い

ア（）ｏ

を
専
攻
。
改
革
後
、
イ
ラ
ン
に
戻
り
、

’
九
八
八
年
か
ら
現
職
。
テ
ヘ
ラ
ン
大

学
教
授
（
農
業
学
）
で
も
あ
る
。

ｌ
サ
ミ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
評
価

す
る
か
。

行
動
計
画
を
実
行
す
る
こ
と
が
最
優
先

だ
。
問
題
は
だ
れ
が
責
任
を
持
つ
か

だ
。
さ
ら
な
る
サ
ミ
ッ
ト
開
催
は
必
要

な
い
。

ド
イ
ツ
・
ポ
ル
ヘ
ル
ト
農
相
Ⅱ
サ

ミ
ッ
ト
が
採
択
し
た
宣
言
、
行
動
計
画

は
農
業
に
お
け
る
自
助
努
力
を
基
本
原

則
に
し
て
い
る
。
食
糧
安
保
は
外
国
の

食
糧
援
助
に
よ
っ
て
は
達
成
さ
れ
な

い
。ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
ブ
ル
ー
ト
ン
首
相

Ⅱ
人
権
尊
重
、
民
主
主
義
は
貧
困
を
除

去
し
、
食
糧
安
保
の
基
礎
と
な
る
環
境

を
作
り
出
す
う
え
で
不
可
欠
だ
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ラ
ー
セ
ン
開
発
協
力

相
Ⅱ
政
策
は
飢
え
た
人
々
を
対
象
に
考

え
る
べ
き
だ
。
豊
か
な
国
が
国
民
総
生

産
の
０
．
７
％
の
政
府
開
発
援
助
基
準

を
達
成
し
て
い
な
い
こ
と
は
受
け
入
れ

難
い
。

農
相
皿
世
紀
を
目
を
前
に
し
て
、

Ⅲ
憶
近
い
人
が
飢
え
て
い
る
こ
と
は
国

際
社
会
の
恥
だ
。
も
し
「
ロ
ー
マ
宣
言
」

と
「
行
動
計
画
」
が
紙
切
れ
だ
け
に
終
わ

る
な
ら
、
サ
ミ
ッ
ト
は
浪
費
だ
け
の
パ

ロ
デ
ィ
ー
に
な
る
。
逆
に
眠
り
こ
け
て

い
た
人
々
を
目
覚
め
さ
せ
、
行
動
へ
と

向
か
わ
せ
る
な
ら
、
意
味
が
あ
る
。

ｌ
リ
ビ
ア
の
代
表
が
、
食
糧
を
政

治
の
手
段
に
使
う
こ
と
を
批
判
し
た

が
。農
相
イ
ラ
ン
も
同
じ
考
え
だ
。
食

糧
は
人
権
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
食
糧
な

く
し
て
人
間
の
生
存
は
な
い
か
ら
だ
。

米
国
は
人
権
理
由
に
イ
ラ
ン
の
内
政
に

干
渉
す
る
が
、
そ
の
米
国
が
経
済
制
裁

で
他
国
の
食
糧
に
対
す
る
権
利
を
奪
っ

て
い
る
。
イ
ラ
ク
に
対
し
て
も
、
国
連

が
食
糧
を
含
め
た
制
裁
を
行
う
こ
と
に

は
反
対
だ
。
す
べ
て
の
人
は
食
糧
に
ア

ク
セ
ス
す
る
権
利
が
あ
る
。

ｌ
米
鬮
の
制
裁
を
受
け
て
い
る
イ

ラ
ン
の
食
糧
事
情
は
。

農
相
食
糧
は
１
０
０
％
自
給
で
き

る
が
、
農
業
は
国
の
背
骨
と
位
置
づ

け
、
重
点
的
に
投
資
し
て
い
る
。
農
村

開
発
で
今
日
釦
％
の
農
家
に
電
気
が
通

り
、
燃
料
用
に
森
林
が
伐
採
さ
れ
る
の

を
防
ぐ
た
め
天
然
ガ
ス
の
供
給
地
域
を

8１



こゅうすち､お－ら

広
げ
て
い
る
。
砂
漠
化
対
策
も
大
き
な

柱
だ
。
人
口
抑
制
策
も
効
果
を
表
し
、

出
生
率
は
ｎ
年
前
の
３
．
５
％
か
ら
１
．

６
％
に
落
ち
た
。

Ｉ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
葱
ど
か
ら
の

難
民
問
題
は
。

農
相
ソ
連
が
ア
フ
ガ
ン
に
侵
攻
し

た
直
後
の
八
○
年
か
ら
、
周
辺
国
の
紛

争
に
よ
る
難
民
流
入
は
イ
ラ
ン
に
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
。
国
際
社
会
は

イ
ラ
ン
の
難
民
問
題
に
は
そ
つ
ぼ
を
向

き
、
イ
ラ
ン
が
ひ
と
り
で
担
っ
て
い
る

の
が
実
情
だ
。

【
ロ
ー
マ
・
西
川
恵
】

国
連
主
催
の
国
際
会
議
と
し
て
は
、

食
料
サ
ミ
ッ
ト
は
最
大
規
模
と
な
っ

た
。
参
加
１
８
７
カ
国
。
代
表
資
格

は
、
元
首
に
当
た
る
大
統
領
が
妬
ヵ

国
、
副
大
統
領
旧
力
国
、
首
相
ｕ
ヵ

国
、
副
首
相
皿
力
国
、
残
り
が
農
相
な

ど
の
閣
僚
レ
ベ
ル
。
招
待
さ
れ
て
来
な

か
っ
た
の
は
、
新
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と

ソ
マ
リ
ア
の
２
カ
国
の
み
。

代
表
団
の
随
行
員
は
総
計
３
７
０
５

人
で
、
こ
れ
に
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
の
６
２
９
人
と
１
１
５
カ
国
か
ら

の
記
者
２
０
７
３
人
な
ど
を
合
わ
せ
た

数
は
６
６
６
６
人
。

世
界
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の

ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
に
よ
る
と
、
サ
ミ
ッ

ト
予
算
は
約
８
億
が
。
こ
れ
に
は
招
待

さ
れ
た
各
国
代
表
団
の
輪
鍔
二
運
賃
も
含

ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
招
待
は
代
表

団
長
を
含
む
数
人
分
だ
け
」
と
い
う
。

な
お
多
く
の
清
涼
飲
料
水
、
衣
料
メ
ー

カ
ー
な
ど
が
、
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
い

う
形
で
資
金
援
助
と
交
換
で
広
告
を
出

し
た
。

会
議
場
を
Ｆ
Ａ
Ｏ
本
部
に
し
、
プ
レ

ス
セ
ン
タ
ー
も
、
ふ
だ
ん
職
員
が
執
務

し
て
い
る
部
屋
の
机
、
棚
な
ど
を
充
て

た
。
飢
え
と
栄
養
失
調
に
苦
し
む
８
億

の
人
々
の
こ
と
を
話
し
合
う
会
議
と
あ

れ
ば
、
無
駄
は
極
力
省
く
と
い
う
の
が

コ
ン
セ
ン
サ
ス
だ
っ
た
。

【
ロ
ー
マ
・
西
川
恵
】

農
業
増
産
の
上
で
、
カ
ギ
と
な
る
の

は
農
地
と
地
味
と
水
の
問
題
だ
。

農
地
は
一
九
五
○
年
か
ら
九
五
年
の

間
に
、
世
界
１
人
当
た
り
の
耕
作
可
能

面
積
は
約
０
．
５
鯵
か
ら
約
０
．
距
紛
に

半
減
。
人
口
増
加
と
農
耕
地
の
減
少
に

地
味
と
水
が
農
業
増
産
の
カ
ギ

国民1人当たりの自由になる水
出典：世界食粗農業機関

よ
る
も
の
で
、
今
後
と
も
ｌ
人
当
た
り

の
耕
作
可
能
面
積
は
減
り
続
け
る
。
東

南
ア
ジ
ア
で
は
、
二
○
二
○
年
に
ｌ
人

当
た
り
０
．
朋
粉
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。

今
日
、
「
水
不
足
地
帯
」
に
色
分
け
さ

れ
る
沁
力
国
に
は
、
２
億
３
０
０
０
万

世
界
の
穀
物
在
庫
率
の
急
低
下
や
主

要
穀
物
の
シ
カ
ゴ
相
場
の
高
騰
を
背
景

に
、
「
穀
物
異
変
旨
食
糧
危
機
」
な
ど
の

議
論
が
最
近
、
日
本
で
増
え
て
い
る
。

圖函 105.0

中
一
国
の
食
糧
問
題
■
は
客
一
観
口
的
『
に

議
論
曰
１
１
論
壇
コ
ー
ナ
ー
に
厳
善
平
氏

予測37.2

6超Iｮ.
欧州北米

躯
「
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
」

中南米

人
が
住
ん
で
い
る
。
例
え
ば
ア
フ
リ
カ

で
は
、
１
人
当
た
り
の
自
由
に
な
る
水

は
五
○
年
か
ら
今
日
ま
で
に
巧
％
近
く

落
ち
た
。
特
に
「
水
不
足
地
帯
」
で
は
、

一
方
が
水
を
手
に
入
れ
る
こ
と
は
、
他

方
が
不
足
す
る
こ
と
で
、
今
後
水
争
い

が
激
し
く
な
る
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
今
日
、
水
資
源
が
３
分
の
２
は

農
業
に
向
け
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
、

工
業
や
都
市
か
ら
の
需
要
増
の
圧
力
が

高
ま
る
の
は
確
実
。
イ
ン
ド
で
は
地
下

水
の
過
度
の
く
み
上
げ
で
水
位
が
こ
の

皿
年
で
記
～
加
諺
も
下
が
っ
た
。

水
が
農
耕
地
ま
で
運
ば
れ
る
間
に
、

蒸
発
、
漏
水
な
ど
で
水
量
の
平
均
帥
％

以
上
が
失
わ
れ
て
お
り
、
水
資
源
の
利

用
効
率
も
今
後
大
き
な
課
題
と
な
る
。

【
ロ
ー
マ
・
西
川
恵
】

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
〒
十
九
）

そ
の
中
で
、
米
国
の
ワ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ッ

チ
研
究
所
（
レ
ス
タ
ー
。
ブ
ラ
ウ
ン
所

長
）
や
日
本
の
海
外
経
済
協
力
基
金
開

発
援
助
研
究
所
の
中
国
長
期
食
糧
需
給

，｡

食
料
サ
ミ
ッ
ト
の
デ
ー
タ



予
測
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く

言
及
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
予
測
の
概
要
は
①
中
国
の

食
糧
需
要
は
経
済
成
長
と
人
口
増
加
で

増
え
る
②
こ
れ
に
対
し
食
糧
供
給
は
、

工
業
化
・
都
市
化
に
よ
る
耕
地
や
水
資

源
の
減
少
に
加
え
て
、
農
業
技
術
の
進

歩
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
減
る
③

外
向
型
の
経
済
成
長
で
、
外
貨
に
よ
る

食
糧
需
給
調
整
の
能
力
は
増
強
さ
れ
る

も
の
の
食
糧
貿
易
量
に
は
制
約
が
伴
っ

て
い
る
ｌ
で
、
①
か
ら
③
ま
で
を

総
合
す
る
と
、
国
際
食
糧
市
場
の
需
給

は
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）
す
る
、
と
い
う
図

式
が
見
え
隠
れ
す
る
。
あ
た
か
も
中
国

の
成
長
が
「
危
機
」
の
源
で
あ
る
か
の
よ

う
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。

事
実
は
ど
う
か
。
こ
れ
ら
の
予
測
が

デ
ー
タ
の
扱
い
方
や
計
測
モ
デ
ル
の
前

提
条
件
な
ど
の
面
で
多
く
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
は
専
門
家
の
間
で
早
く

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
も
多

く
の
反
論
が
出
さ
れ
た
。
な
の
に
、
モ

デ
ル
の
欠
陥
に
触
れ
ず
に
、
結
果
だ
け

を
利
用
す
る
論
評
が
マ
ス
コ
ミ
で
目
に

つ
く
。
中
国
の
食
糧
問
題
を
論
ず
る
際

に
、
中
国
の
実
情
を
踏
ま
え
ず
、
一
方

的
な
予
測
結
果
の
み
に
依
存
し
た
結

果
、
客
観
的
、
公
平
的
な
議
論
が
で
き

て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
い

く
つ
か
の
事
実
を
指
摘
し
て
、
よ
り
冷

静
な
議
論
の
土
台
を
提
供
し
た
い
。

第
一
に
「
中
国
は
食
糧
の
輸
出
国
か

ら
輸
入
国
に
転
じ
た
」
と
い
う
議
論
を

よ
く
見
受
け
る
が
、
事
実
に
反
す
る
誤

解
だ
。
’
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和

国
が
成
立
し
て
以
降
、
六
○
年
ま
で
の

間
に
、
外
貨
稼
ぎ
の
必
要
性
か
ら
毎
年

二
百
万
少
く
ら
い
の
食
糧
を
純
輸
出
し

た
が
、
六
一
年
か
ら
九
五
年
ま
で
の
三

十
五
年
間
に
食
糧
を
純
輸
出
で
き
た
年

は
、
八
五
、
八
六
と
九
二
’
九
四
年
の

五
年
だ
け
で
あ
る
。
昨
年
、
中
国
は
確

か
に
二
千
万
少
近
い
食
糧
を
純
輸
入
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
程
度
の
も
の
は
七

○
年
代
末
以
降
、
何
度
も
あ
っ
た
し
、

そ
れ
が
国
際
食
糧
市
場
の
需
給
を
逼
迫

さ
せ
た
と
は
到
底
思
え
な
い
。

第
二
に
、
中
国
が
食
糧
の
基
本
自
給

を
実
現
し
て
き
た
事
実
を
見
過
ご
し
て

は
な
ら
な
い
。
食
糧
の
自
給
率
は
六
、

七
○
年
代
に
九
八
・
三
％
、
八
○
年
代

以
降
は
九
八
・
六
％
と
き
わ
め
て
高

い
。第
三
に
中
国
の
食
糧
統
計
に
は
、
芋

類
や
大
豆
な
ど
豆
類
も
「
食
糧
」
と
し
て

計
上
さ
れ
、
全
体
の
四
分
の
一
程
度
を

占
め
る
。
実
際
に
も
消
費
さ
れ
て
い

る
。
米
、
小
麦
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど

の
穀
類
部
分
の
み
を
ベ
ー
ス
に
し
た
長

期
需
給
予
測
は
、
こ
の
実
情
を
反
映
し

て
い
な
い
。

第
四
に
、
中
国
農
業
で
は
技
術
進
歩

に
よ
る
食
糧
増
産
の
可
能
性
は
依
然
高

い
。
実
際
の
耕
地
面
積
は
過
去
の
公
式

統
計
よ
り
四
割
近
く
多
い
こ
と
が
最

近
、
公
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
世
界
最

高
水
準
に
近
づ
く
と
さ
れ
る
中
国
の
穀

物
の
単
収
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
を
示

唆
す
る
。
耕
地
面
積
は
若
干
減
少
し
て

い
る
が
、
潅
概
（
か
ん
が
い
）
条
件
の
改

善
や
品
種
改
良
な
ど
で
食
糧
の
総
生
産

は
増
え
る
傾
向
に
あ
る
。

、
第
五
に
、
経
済
発
展
に
伴
っ
て
一
人

当
た
り
の
食
糧
消
費
量
が
増
え
る
と
の

予
測
に
対
し
て
は
、
全
国
平
均
よ
り
数

倍
も
高
い
所
得
を
あ
げ
た
上
海
を
例
に

示
す
こ
と
が
で
き
る
。
上
海
で
は
、
肉

類
な
ど
の
消
費
量
は
八
○
年
代
後
半
以

来
、
そ
れ
ほ
ど
伸
び
て
お
ら
ず
、
間
接

消
費
も
含
め
た
食
糧
の
消
費
量
は
む
し

ろ
全
国
平
均
よ
り
も
少
な
い
。
需
給
変

動
と
価
格
と
の
関
係
、
食
文
化
の
影
響

な
ど
を
抜
き
に
し
た
単
純
な
予
測
は
納

得
し
に
く
い
。

第
六
に
、
中
国
政
府
は
以
前
か
ら
、

、
食
糧
生
産
基
地
の
重
点
的
建
設
や
生
産

基
盤
整
備
の
支
援
強
化
、
品
種
の
開
発

と
普
及
へ
の
組
織
的
取
り
組
み
な
ど
、

様
々
な
政
策
努
力
を
払
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は

な
い
。
人
口
増
加
率
は
途
上
国
と
し
て

非
常
に
低
い
も
の
の
、
人
ロ
は
二
○
四

○
年
ご
ろ
ま
で
増
え
、
約
十
六
億
人
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
東

北
と
中
部
地
域
で
は
、
か
な
り
の
増
産

が
見
込
ま
れ
る
が
、
沿
海
部
の
稲
作
地

帯
で
は
、
生
産
能
力
が
若
干
低
下
し
て

い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
中
国
の

長
期
食
糧
需
給
に
は
、
あ
る
種
の
緊
張

関
係
が
常
に
伴
う
こ
と
自
体
は
間
違
っ

て
い
な
い
の
で
あ
る
。
楽
観
論
は
禁
物

だ
が
、
悲
観
的
な
シ
ナ
リ
オ
ば
か
り

言
っ
て
も
問
題
の
解
決
に
は
な
ら
な

い
。
「
中
国
は
中
国
を
養
う
し
か
な
い
」

と
い
う
、
中
国
の
努
力
を
ど
う
支
援
す

る
か
、
例
え
ば
中
日
間
の
農
業
技
術
協

力
な
ど
を
大
い
に
議
論
す
べ
き
時
で
あ

る
。（
桃
山
学
院
大
助
教
授
・
中
国
経
済

論
Ⅱ
投
稿
。
中
国
安
徽
省
出
身
）

（
朝
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
一
・
二
十
）

９Ｊ
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中
国
の
穀
物
輸
入
は
今
後
十
年
で
二

倍
に
ｌ
・
米
農
務
省
が
ま
と
め
た

中
国
の
穀
物
輸
入
見
通
し
に
よ
る
と
、

同
国
の
穀
物
輸
入
は
九
五
年
の
千
五
百

万
少
か
ら
二
○
○
○
年
に
二
千
五
百
万

少
、
二
○
○
五
年
に
は
三
千
二
百
万
少

と
な
る
見
込
み
。
世
界
の
穀
物
貿
易
量

は
現
在
年
間
約
二
億
少
だ
が
、
増
大
す

る
中
国
の
穀
物
輸
入
は
国
際
食
糧
需
給

函■■■卿■醐窪紳叫藷魑ｌ臘口轌口。

ま
で
に
現
在
８
億
人
の
飢
餓
と
栄
養
失

調
人
口
を
半
減
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
た
ロ
ー
マ
宣
言
を
採
択
し
た
。

宣
言
で
は
、
ま
た
中
長
期
的
な
食
糧

安
保
達
成
の
必
要
性
を
指
摘
。
宣
言
と

同
時
に
採
択
さ
れ
た
「
行
動
計
画
」
で
、

そ
の
た
め
の
方
策
を
示
し
た
。

農
産
物
貿
易
の
一
層
の
自
由
化
を
主

張
す
る
食
糧
輸
出
国
と
、
国
内
生
産
を

重
視
す
る
輸
入
国
の
利
害
対
立
を
は
ら

み
な
が
ら
採
択
さ
れ
た
宣
言
と
行
動
計

画
は
、
食
糧
・
農
業
問
題
を
地
球
規
模

で
問
い
か
け
る
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

い
え
る
。

（
毎
日
新
聞
一
九
九
六
・
十
〒
十
八
）

ひ
っ
迫
要
因
と
な
り
そ
う
だ
。

同
省
は
中
国
の
穀
物
自
給
率
は
人
ロ

増
や
農
村
の
都
市
化
な
ど
の
結
果
、
現

在
の
九
五
％
か
ら
二
○
○
○
年
に
は
九

一
％
に
低
下
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。

中
国
政
府
は
十
月
下
旬
発
表
し
た
「
食

糧
白
書
」
の
な
か
で
、
人
口
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
二
○
三
○
年
に
な
っ
て
も
農

業
生
産
体
制
や
流
通
網
の
整
備
に
よ
り

中国の穀物輸入予測（万ﾄﾝ）

輸
入
は
国
内
需
要
の
五
％
以
内
に
抑
え

ら
れ
る
と
、
中
国
脅
威
説
の
打
ち
消
し

に
躍
起
だ
。

し
か
し
、
仮
に
中
国
の
穀
物
自
給
率

が
九
五
％
以
上
を
確
保
で
き
た
と
し
て

も
「
輸
送
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
不
備
か
ら

都
市
部
の
消
費
者
に
行
き
渡
る
か
ど
う

か
は
問
題
」
（
柴
田
明
夫
・
丸
紅
調
査
部

部
長
補
佐
）
と
の
指
摘
も
あ
り
、
輸
入

量
は
確
実
に
増
え
そ
う
だ
。

（
日
本
経
済
新
聞

一
九
九
六
・
十
｜
・
二
十
七
）

2000年2005年2010年2020年

3,300

4,300

2,300

4,0004,000

1,800中国科学院

中国社会科学院

中国国家計画委員会

国際食糧政策研究所

米農務省

4,000-

2,5003,200

(米農務省まとめ）
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２．東南アジア諸同等人口・開発基礎調在報告誹

一インド同一

Repo｢tontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-India-
昭和58年度

ｌ・中華人民共和国人口家族計画基礎調森報告書

BasicSurveyonPopulationandFamilyPlanning
in1hePeople'sRepublicofChina（英語版）

生育率和生活水平矢系中日合作蝿在研究椴告布
（中国語版）

３．中華人民共和国人口・家族計画第二次基礎調在報告稗

BasicSurvey(II）onPopulatlonand同milyPlanning

inthePeople,sRepubljcofChina

生育率和生活水平矢系第二次中日合作凋盃研究樅

告布（中国語版）

昭和59年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に閲する調査報肯瞥
一インド国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand
AgricuItu｢alDevelopmentlnAsianCountries

-lndia-（英語版）

４．ネパール王国人口・家族計画基礎調盃

BasicSurveyReportonPopulationandFhmilv

PlanningintheKingdomofNepal（英語版）

５．日本の人口都市化と開発

UrbanizationandDevelopmentinJapan（英語版）

２．東南アジア諸国等人口,開発雅礎調査報告書
一タイ国一

ReportontheBasicSurveyofPopuIationandDevG
lopmentinSoutheastAsianCountries

-Thailand－

６．バンコクの人口都市化と生活環境・福祉調ｉｉｉト

ーデータ編一

SurveyofUrbanizationLivingEnvironmentand

WelfaremBangkok-Data-

（英語版）

３．ロ本の人口転換と農村開発

DemographicTransitioninJapanandRuralDeve
lopment（英語版）

７．スライド

日本の都市化と人口（日本語版）

UrbanizationandPopulationinjapan（英語版）

日本的城市化与人口（中国語版）

UrbaniSasiDankependudukanDiJepang

（インドネシア語版）

４．SurveyofFertilityandLMngStanda｢dsinChinese

RuralAreas-Data-AⅡthehousehoIdsoftwo

villagesinJilinPr0vincesurveyedbyquestionnaires
（英語版）

失干中国衣村的人口生育率与生活水1z的鯛査扱告

一対千古林省簡介村逃行全戸面談凋在的端果一

＝銃汁編＝（中国語版）

昭和61年度

１．アジア諸岡の農村人口と農業開発に関する綱盃級皆ル

ーインドネシア国一

ReportontheSurveyofRuralPopulatlonand

Ag｢iculturalDeveIopmentinAsianCountr1e二

一Indonesia-（英語版） ５．スライド日本の腱業、農村開発と人口

~その軌跡一（Ｈ本譜腕）

Agricultural＆RuralDevelopmen［and，Population
inJapan（英語版）

日本衣並衣村的友展和人口的推移（中国語版）

PerkembanganPertanian，MasyarakatDesaDan

KependudukanDijepang（インドネシア語版）

（以上４カ国版スライドは、日本産業教育スライドコ

ンクールにて優秀賞を受賞しました｡）

昭和60年度

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一インドネシア国一

ReportontheBasicSurveyofPopuIationand

Developmen［inSoutheastAsianCountries

-II1donesia-（英語版）

３．在日留学生の学習と生活条件に関する研究

一人的能力開発の課題に即して－

４．ロ本の労働力人口と開発

LaborForceandDevelopmeminJapaｎ（英語版） Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調盗報告書

一タイ国一

Repol-tontheSurveyofRuraIPopuIationand

AgriculturaIDeveIopmentinAsianCount｢les

-Thailand-（英語版）

５．人口と開発関連統計染

DemographicandSocioEconomlclndicatorson

PopulatlonandDevelopｍｅｎｔ（英語版）

’３



６．スライド日本の潅業開発と人口

~その原動力・麺気一（日本語版）

IndustrialDevelopmentandPopuIationinJapan

-ThePrimeMoverEIectricity-（英語版）

日本的卉並友展5人ロ

ー其原功カー曳気－（中国語版）

PembangunanlndustridankependudukandiJepang

-PenggerakUtama-TengaListrik-

（インドネシア語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告讐

一中華人民共和国一

ReportontheBasicSurveyofPopuIationand

DevelopmentinSoutheastAsjanCountries

-China-（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

一タイ国一

４．日本の人口と家族

PopulationandtheFamiIyinJapan（英語版）
７．ネパール王国人口家族計画第二次基礎調査

ComplementarvBasicSurveyRepoTtonPopulaLion

andFamilyPIanninｇｉｎｔｈｅｋｉｎｇｄｏｍｏｆＮｅｐａｌ５．アジアの人口転換と開発一統計菓一

DemographicTransitionandDevelopmentinAsian

Countries-OvervlewandStatisticaITables-

（英語版）
昭和62年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書

一中華人民共和同一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgricuIturalDevelopmentinAsianCount｢ies

-China--（英語版）

６．スライド

日本の人口と家族（日本語版）

FamilyandPopulationinJapan

-AsianExperience-（英語版）

日本的人口勺家庭（中国語版）

Penduduk＆KeluargaJepang（インドネシア語版）
２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調在報告書

一中華人民共和国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountris

-Chma-（英語版）

７．ペルー共和国人口家族計画基礎調査

平成元年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調在報告書

一バングラデシュ国一

ReportontheSurveyofRumlPopulationand

Agricultura1Development－Bangladesh-

（英語版）

３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書

－フィリピン国一

４．日本の人口と農業開発

PopulationandAgriculturalDevelopmentinJapan

（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発基礎調査報告書

一ネパール国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand

DevelopmentinSoutheastAsianCountries

-Nepal-（英語版）

５．ネパールの人口・開発･環境

Population，DevelopmentandEnvironmentinNepal

（英語版）

６．スライド

日本の人口移動と経済発展（日本語版）

ＴｈｅＭｉｇ｢EltoryMovementandEconomicDevelop‐

mentinJapan（英語版）

日本的人口移功与錨門友展（中国語版）

PerpindahanPendudukDanPerkembanganEkonomi

DlJepang（インドネシア語版）

３．アジア諸国からの労動力流出に関する調迩研究報告書

一マレーシア国一

４．日本の人口構造変動と開発

一高齢化のアジア的視点一

StructuralChangeinPopulationandDevelopment

-Japan'sExperienceinAging-（英語版） ７．トルコ国人口家族計画坐礎調査

５．スライド

高齢化社会への日本の挑戦

一生きがいのある老後を目指して－（日本語版）

AginginJapan-ChaIlengesandProspects-

（英語版）

近人高齢化社会的日本正面I|缶挑戦

一追求具生命意又的老年生涯一（中国語版）

昭和63年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告書
一ネパール国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand

AgricuIturalDevelopmentinAsianCountries

-Nepal-（英語版）

ﾘイ



３．アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告響
一中華人民共和国一一 TantanganMasyarakatLanjulusiaJepang

（インドネシア譜版）

４．日本の地域開発と人口-1990年代の展望一

RegionaIDevelopmentandPopulationinjapan
-TrendsandProspectsiｎｔｈｅｌ９９０ｓ－
（英語版）

６．アジア諸国の農業開発－５カ国の比較一

StrategicMeasuresfortheAgricuIturalDeveIopment
-ComparatjveStrudiesonFiveAsianCoumnes-
（英語版）

（本作品は、1990年Ⅲ)日本視聴覚教育協会主催優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

５．スライド

日本の地域開発と人口（日本語版）

ReginalDevelopmentandPopuIatioｎｉｎＪａｐａｎ
（英語版）

日本的区域升友和人口（中国語版）

PeTmbangunanDaerahdanPopulasidiJepang
（インドネシア版）

平成２年度

１．アジア諸国の農村人口と農業開発に関する調森報告書
一フィリピン国一

ReportontheSurveyofRuralPopulationand
AgriculturalDevelopment－Philippine－
（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発埜礎調査報告書
一バングラデシュ~

ReportontheBasicSurveyofPopuIationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountries
-BangIadesh-（英語版）

６．アジアの労働力移動

LaborMigrationinAsia（英語版）

平成４年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調盗報告書
一マレーシア国一

ReportontheSurveyofRumlPopulationand

AgnculturaIDevelopment－Malaysia－
（英語版） ３・アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報待避

一インドネシアＥｌ－

２．東南アジア諸国等人口・開発些礎調査報告書
一一ベトナム国一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
D造velopmentinSoutheastAsianCountries

-VjetNam-（英語版）

４．日本の人口・開発・環境一アジアの経験一
Population，DevelopmentandErwironmentin
Japaｎ－AsianExperience-（英語版）

５．スライド

日本の環境・人口・開発（日本語版）

Envll･onment，PopulationandDevelopmenlm
Japan（英語版）

日本的坏境・人口・升友（中国語版）

LingkunganPendudukdanPembangunanJepang
（インドネシア語版）

（本作品は、1991年0M)日本視聴覚教育協会主催優秀映
像教材選奨社会教育部門で優秀賞を受賞｡）

３・アジア諸国からの労働力流出に関する調査研究報告書
一スリランカ国一

４．アジアの産業転換と人口

IndustrialTransitionandPopulationinAsia
（英語版）

５匹スライド

明日に生きる－日本の産業転換と人口一
（日本語版）

LivingfbrTomorrow－Industrial

TransitionandPopulationinJapan-
（英語版）、

生活在明天一日本的詳止鋳換与人口一
（中国語版）

HidupUntukHariEsok－PeralihanStruktu「

IndustriDanPopulasiDiJepang--
（インドネシア語版）

６．アジアの人口都市化一統計集一

ProspectsofUrbanizationinAsia （英語版）

平成３年度

Ｌアジア諸国の農村人口と農業開発に関する調査報告轡
一スリランカ国一一

ReportontheSurveyRuralPOpulationand
AgriculturalDevelopment--Srilanka-
（英語版）

２．東南アジア諸国等人口・開発進礎調査報告書
－フィリピン国一一

ReportontheBasicSurveyofPopulationand
DevelopmentinSoutheastAsianCountries
--Phillppines--（英語版）

平成５年度

１・アジア諸国の農村人口と農業開発に関する鋼査報告響
一ベトナム国一

9５



9６

１．

平成７年度

アジア諸国の発展段階BI1艇業・農村開発雑礎調梵報告

書一パキスタン国一

ＲｅｐｏrtontheBasicSurveyonAgriculturalandRuraI

DevelopmentbyProgressStage

－Pakistan－（英語版）

inAsianCounIries

２．アジア諸国の都市化と開発埜礎調在報告響

－ネパール同一

ReportontheSurvey ofUrbanizationandDevelopment

inAsianCount】ries-Nepal-（英語版）

３．アジア諸国の人|M1資iMi開発と労働力に膜Iする調在IiIf充

４．

報告書一インド国一

アジアにおける女性のエンパワーメン卜

EｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｌｎＡｓｉａ（英語版）

５．アジアを拓け－女性たち－（ロ本譜版）

ABrightofGenderEquali[ｙ

－ＥｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔｏｆＷｏｍｅｎｉｎＡｓｉａ－（英語版）

通性目掻之Ilii-今日並洲女性一（中国語版）

HarpanCerahbagiPersamaan-KaumWanita
AsiaMe】rambahJalan-（インドネシア語版）

ＲｅｐｏｒｔｏｎｔｈｅＳｕｒｖｅｙｏｆＲｕ｢alPopulationand
AgriculturalＤｅｖｅ１ｏｐｍｅｎｔ－ＶｉｅｔＮａｍ－
(英語版）

２．東南アジア諸国等人口

３．

－スリランカ国一

･開発蕊礎調在報告番

ReportontheBasicSurveyofPopulationan。
Development、 SoutheastAsjanCountries

－SriLanka-（英語版）

アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究
報告書一フィリピン国一

４．アジアからの挑戦一人口と開発一

ChallengeandS[rategyofAsianNations
－PopulationandSustainableDevelopment-
(英語版）

５．スライド

女たちの桃ＩＭｔ－女性の地位向上と日本の人口一
(日本語版）

WomenandtheirChaUenges－Improvements

mtheStatusofWomenthePopulationofJapan-

(英語版）

女性的挑銭一女性地位的提商与日本的人口一
(中国語版）

TantanganKaumWanita

－EmansipasiWanitadanPopulasijepang-
(イン|ざネシア語版）

平成６年度

１．アジア諸国の発展段階別農業・農村開発基礎調査報告

書一インド国一

ReportontheBasicSurveyonAgricultur
Developmen［byProgressSlage

－１ndia-（英語版）

aIandRural

inAsianCountr1es

２．アジア諸国の都市化と開発調査報告書一タイ国一

３．

ReportontheSurvey

1，

ofUrbanizationandDevelopment

AsiamCountrieS-Thailand-（英語版）

アジア諸国の人間資源開発と労働力に関する調査研究

報告醤一一ベトナム国一

４．アジアの女性労働力参力Ⅱと経済発展
-21世紀の戦略一

Women，sLaborParticipationandEconomicDevelop‐

mentinAsia-Strategytoward21Century-

(英語版）

５．スライド

アジアの女性たちはいま……（日本語版）

NewHorizonsfortheWomenofAsia（英語版）

並洲ｶﾖ女的新応程（中国語版）

WanitaAsiaKini……（インドネシア語版）



ＡＰＤＡ日誌

ＡＰＤＡ 曰誌￣ ■■■

ｎ
月
四
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
開
発
途
上
国
の
人
口
増
加
と
地
球
環
境
問
題

～
四
日
相
互
連
関
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
開
催
。

共
催
ｍ
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
、
厚
生
省
人
口
問
題
研
究
所
、
国
立
公

衆
衛
生
院

会
場
叱
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ホ
テ
ル

、
月
皿
日
本
協
会
主
催
講
演
会

講
師
抽
左
学
金
・
上
海
社
会
科
学
院
副
院
長

テ
ー
マ
恥
「
上
海
の
都
市
化
と
経
済
発
展
」

会
場
函
国
立
教
育
会
館

ｎ
月
ｎ
日
「
国
際
食
料
安
全
保
障
・
人
口
・
開
発
議
員
会
議
」
開
催

～
ｎ
日
開
催
地
》
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

参
加
国
唾
印
ヶ
国
卯
人
の
国
会
議
員
が
参
加

日
本
議
員
団
“
桜
井
新
議
員
、
松
岡
利
勝
議
員
、
松
下
忠

洋
議
員
、
広
瀬
次
雄
常
務
理
事
、
楠
本
修

主
任
研
究
員
、
北
畑
晴
代
国
際
課
長
。

同
議
員
団
は
、
ロ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｏ
サ
ミ
ッ
ト
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
Ｉ
Ｐ
Ｕ
デ
ー
に
も
参
加

皿
月
皿
日
遠
藤
正
昭
業
務
推
進
委
員
「
第
咀
回
Ａ
Ｐ
Ｄ
Ａ
会
議
」
開
催
の

～
旧
日
た
め
、
㈱
神
戸
国
際
交
流
協
会
、
神
戸
ア
ジ
ア
都
市
情
報
セ
ン

タ
ー
と
打
合
せ
。

皿
月
田
日
安
藤
博
文
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
次
長
来
日
。
広
瀬
次
雄
常
務
理
事

と
当
協
会
運
営
に
つ
い
て
協
議
。

会員の特 ロ
〈
エ
０
鰡
砿
強
、
賑
は
寵
塑
別
ロ
窪

Ｐ
． 八
・
「
ｒ
・
、
■
Ａ
□
賛
釉

Ｚ 叉
舟

リ
ュ
ト

プ
ユ
ノ
ュ
寸
土
Ｃ
ｌ
ヒ
ナ6蕾i鑿;:護蝋,…

■■

『
〃

刷
儒

会
・
綴
憤
非
ロ
、
額

に
慨
匙
て
は
爆
発
的
に
人
口
の
増
加

？
五

。
。
｜
｜
切
上
ね
ｆ
箙

吐
晒

に
畝
六
行
笏

〃

』
ワ

Ｚ

唾＝麗罰

…蝋慧

幽
麹
宍
弗
ｊ
知
咋
晒
墾

グ
鐺
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◇
司
○
『
○
Ｅ
【
、
『
両
面
［
司
巨
庁
巨
【
の
句
。
【

○
冒
冨
○
昏
曾
祠
：
ｌ

私
達
が
取
組
ん
で
い
る
〃
人
口
問
題
〃

は
、
年
ご
と
に
地
球
規
模
の
危
機
的
課

題
と
し
て
多
く
の
分
野
に
拡
大
し
て
い

う
＠
。表紙の写真脱明 ◇
新
春
の
本
号
を
飾
っ
た
坂
本
百
大
・

日
大
教
授
の
「
人
工
進
化
、
人
口
問
題

と
生
命
倫
理
」
は
、
人
口
問
題
が
食
料
、

環
境
問
題
か
ら
さ
ら
に
遺
伝
子
工
学
、

生
命
倫
理
、
基
本
的
人
権
問
題
に
ま
で

及
び
、
現
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
は
、

人
類
を
未
来
に
送
り
届
け
る
た
め
に
、

問
題
解
決
の
た
め
に
苦
渋
の
作
業
を
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Ｉ
と
適
切
な

含
蓄
に
富
む
指
摘
と
提
言
を
さ
れ
て
い

る
。

◇
ま
さ
に
、
人
口
問
題
は
、
あ
ら
ゆ

る
視
角
か
ら
深
く
、
広
く
、
問
題
点
を

ＦＡＯ「世界食料サミット」の開催地となっ

たイタリア・ローマにあるカトリック総本山、

ヴァチカン市国のサン・ピエトロ寺院。同会議

には、ローマ教皇のヨハネ・パウロ２世も出席

し、開会挨拶を述べた。世界の食樋安全保障を

考える上で、まず直接関係するのは人口問題で

ある。この人口問題について、1994年に国際人

ロ開発会議がエジプト・カイロで開催されたば

かりであるが、その際、中絶などをめぐって強

硬な反対姿勢を取り、大論争を巻き起こしたの

はカトリック教であった。今回の食料サミット

ではポイントとなる人口問題の重要性について

余り多く触れられずに終わったのは残念なこと

だった。これは、核心を見落としてしまったの

か、或いは人口問題にシリアスな態度を取り続

けるカトリック教に配慮して避けたのか。なん

とも皮肉な話ではあった。

掘
り
下
げ
新
た
な
手
法
で
解
決
へ
と
導

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
一
員
と
し
て
の
わ
れ
わ
れ

の
歯
車
は
極
め
て
小
さ
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
た
と
え
牛
歩
の
如
き
歩
み
で
あ
っ

て
も
力
強
く
、
問
題
の
一
つ
一
つ
を
着

実
に
と
り
あ
げ
、
前
進
を
続
け
て
ま
い

り
た
い
。

（
Ｔ
・
Ｈ
）
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新しい空の旅をめざして､「うれしいことから｣ＪＡＬはスタートしたいと考えています。

その第１i1iiとして､｢JALフリーダイヤル(171際線.匹1内線)｣を､|)Ⅱ始いたしました。

ご予約いただくお電話を無料といたしま１３しかも､全国どこでも同じ電話番号で便利になりました。

今年45周年を迎えるＪＡＬの､これからの｢うれしいこと｣にごﾉﾘj符ください。

ｊＡＬブリーダイヤル
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